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　青く染まりはじめた夕暮れの中、眼下にはあふれんばかりの光が広がっている。

　私達が地下で逃にげ惑まどっているうちに、どうやら地上では夕ゆう闇やみが支配する時刻になっていたらしい。

　煌こう々こうと輝かがやく光、ヒカリ、ひかり……それは、ぼんやりと濃のう淡たんがありながらも薄うす闇やみを塗ぬりつぶすかのように吞のみ込こんで、昼間のような明るさを地上にもたらしていた。

　私とエレーヌ様は、しばし無言でその光溢れる光景を眺ながめた。

「……なんて、美しい光景なのでしょう……」

（ちょっと待って……私達が逃げ込んだのは王宮の地下で……なのに視界を遮さえぎるものがないってことは、もしかして、……）

　周囲を見回し、背後に白い壁かべがあることに気付いて、思わず額を押おさえた。

（あ───……）

　やらかしてしまった。思わずため息がこぼれる。

「……妃ひ殿でん下か？」

　エレーヌ様が不思議そうに首を傾かしげた。

「……外に……出てしまいました」

「そと？」

「はい。ここは、王宮の外です」

　背後の壁を見上げる。聳そびえ立たつその威い容ようは重量級の威い圧あつ感かんがあった。材質はわからないが表面は滑なめらかでツルツルしている。この壁を登ることは正せい攻こう法ほうでは無理だろう。

　もう一枚最外壁があるが、それは壁というより柵さくのようなものだ。それは王宮の内と外を分ける区切りでしかないので、この白い外壁こそが実質王宮を守る城じよう壁へきである。

　前に向きなおって目線を少し下にやればその柵が目に入った。

（今の状況ならどう考えても、王宮に戻もどるより外に出る方がいいですね）

　ナディル殿下はきっとすぐに異変に気付くだろう。何といってもここは王宮で殿下のお膝ひざ元もとだ。

（地下に戻って迷っているより、外に出る方が早く気付いてもらえるかもしれません）

　そう思ったけれど、足を踏み出すのにためらいを覚える。

　別に外に出たことがないわけじゃない。これまでだって数えるほどではあるけれど、お忍しのびで王宮の外に連れて行ってもらったことがある。

　でもそれは、いつだって絶対の安全が確保されていた。

（ナディルさまと一いつ緒しよだったから……）

　王宮の中でずっと息苦しさを感じていて、自由に外に出ることを夢見ていたはずなのに、いざこうして外に出てしまうと自由よりもどうしていいかわからない不安を強く感じる。

　何よりも、いつも自分を守ってくれている人がいないというこの心細さときたら！

（……ずっと一人で大だい丈じよう夫ぶだったはずなのに）

　もちろん、己の幼さでは皆みなの助けを借りなければ何もできないことはわかっているけれど、でも、自分の足でしっかりと殿下の隣となりに立っているつもりでいた。

（なのに、こんなにも頼たよりにしていたんだ……）

　つい傍かたわらに立つ人の存在を求めてしまう。

（ナディルさま……）

　夫……王太子ナディル・エセルバート＝ディア＝ディール＝ヴェラ＝ダーディエ殿下。

　そこにいないことはわかっているのに見上げてしまうのは、それがもう癖くせになっているからかもしれない。

　深い呼吸を一つして、ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめて気持ちを立て直す。

（これ、たぶんお説教される気がします……）

　私は今まで本当の意味で叱られたことはない。心ならず王おう太たい子し妃ひ宮ぐうを抜け出した時も、殿下は無事でよかったと苦笑しただけで、無茶はしないでくれと控えめに望まれただけだった。

　でも、叱られたとしても、あの時逃げないという選せん択たく肢しはなかった。私は私自身を一番に守らなければならない。だから、地下に逃げ込んだのも間ま違ちがいじゃないと思っている。

（あの場所でおとなしく助けを待っていられるような無む謀ぼうな勇気はなかったんです）

　犯人はたぶん、私が誰かを知らなかっただろう。

　私を狙ったつもりもなかっただろう。──でも、見知らぬ貴族令嬢であるだろう私が巻き込まれていいと思ったのだ。間違って私を傷つけても……ううん私を殺してしまっても良いと思ったのだ。

　だから、私達は追い回された。

「……妃殿下、ここは、どこなのでしょうか？」

　おそらくこんな場所からは初めて見るだろう王都の下町の光景に見み惚とれていたエレーヌ様も、ようやく周辺に気を回す余よ裕ゆうができたのか不安げな表情で私に問うた。

「……王宮の外です」

　すごくバカな答えだと思ったけれど、それ以上は私にもわからない。

　見たままだけど……でも、本当にそれくらいしかわからないのだ。

（塔とうがあって、鐘しよう楼ろうがあって……えーと、私がよく見ている景色からすると、たぶんずっと北寄りのような……）

　何となくの位置はわかる。でも、ここがどこか、という事まではわからない。

　だいたい、エレーヌ様と私という組み合わせが酷ひどすぎる。

（たぶんこの国で一、二を争う箱入り同士だと思うんだよ、私達って）

「私の事情に妃殿下を巻き込んでしまって申し訳ございません」

　エレーヌ様はその場で膝ひざをついて頭を下げた。

「立ってください。エレーヌ様のせいではないかもしれません」

「でも……」

「もしかしたら、狙われたのは私かもしれないじゃないですか」

「……その可能性がないとはいえませんが、私の方がより可能性が高いと思います」

「ここで悩なやんでいても埒らちがあきません。それよりも、まずは今後のことを考えましょう」

　私はエレーヌ様の肩かたに触ふれ、再度立ち上がるように促うながした。

「今後のことですか？」

「はい」

　私は、背後の壁に顔を近づけてよーく観察しながら、出口だったはずの周囲をペタペタと触れてみる。

　物珍しい風景に目を奪われている間に、さっきまでぽっかりと空いていたはずの出口がいつの間にか消えてしまったのだ。

（継つぎ目めは見当たらない……）

　これも何かの絡から繰くりなのだろうが、触れても出口や扉とびらがあらわれる様子はない。

（……ってことは、これは一方通行の出口ってことだと思う）

　中からしか開けられないタイプで、たぶん、こちらから開くことはできない。

「……今使った出口から中に戻ることは不可能なようです」

「まあ……」

　どうしましょう、とエレーヌ様は困こん惑わくの表情を見せた。

「この外壁の周辺をぐるりと回れば、どこかに入り口があるかもしれませんが……」

「でもその間、不ふ審しん者しやに間違えられるかもしれませんし、私達とわかれば逆に騒さわぎになってしまいますわね」

「ええ、そうです。それに、誰が狙っているのかわからない状況ですから、絶対に味方だとわかっている人以外には助けを求めることはできないと思います」

　ナディル殿下、あるいはグラーシェス公爵以外には頼れない。ということで、私とエレーヌ様の意見は一いつ致ちした。

　とはいえ、さっき私達を狙ってきた輩やからに先に見つかるということもある。むしろ私達の足取りを知っている分、彼らの方が有利だ。

「……では、どうしたらいいのでしょう？」

　エレーヌ様は不安げな顔で私を見た。

　そう問いたいのは私です、と思いながらも、私の気持ちにはまだ余裕がある。

　あんまり嬉しくないことながら、突とつ発ぱつ事態には慣れているのだ。

（……最初にこの世界で目覚めた時よりも驚おどろくことって、あんまりないと思うんだよね）

　だから、私は大たい概がいのことには余裕をもって接することができると思う。

（……ああ、そうか）

　同時に腑ふに落ちた。

（エレーヌ様を年長の老婦人と思わなければいいんだ）

　言葉はあんまりよくないかもしれないけれど、エレーヌ様はものすごく頑がん丈じような箱入りのままこの年ねん齢れいまでずっと保管……というか保護されてきてしまったお姫ひめ様さまだ。

　いわば究極の世間知らずで、かつ、強固に庇ひ護ごされてきたせいで自主性に欠けるところがある。

　私も人のことを言える状態ではないんだけど……もしかしたら、それ以上に悪いかもしれないけれど、異なる世界とはいえ三十三歳の社会人として生きた知識と経験がある。

　だから、こういう事態に陥おちいっても積極的に動くことに躊躇ためらいはない。

　たぶん、エレーヌ様の場合、幼少時からの家庭環かん境きようが自主性を削そぐものだったのだと思う。

（普ふ通つうならこんなスポイル状態、どこかで絶対に破は綻たんする）

　私の知っている限りではだいたい結けつ婚こんした時に、生家と婚こん家かの違いに対するカルチャーショックとともに盛せい大だいにそれまでの価値観をぶち壊こわされるのだけれど、エレーヌ様の護まもり手……騎き士したるはグラーシェス老公で、その守護は強力でなおかつ鉄てつ壁ぺきだった────結果、ありえない現況のまま、ここまで来てしまったのだ。

　その是ぜ非ひについてはともかくとして、エレーヌ様が年長者だからと遠えん慮りよしていたらいつまでたってもここから一歩も動けないだろう。

「エレーヌ様」

「はい」

「ここでこうしていても、すぐには迎むかえは来ません」

「……はい」

　エレーヌ様は素直にうなづく。育ちの良さからくるこの鷹おう揚ようさは得え難がたいものだ。変に騒さわぎ立たてないのも有あり難がたい。

「……無む謀ぼうかなとも思わないでもありませんが、一度、街へ下りましょう」

「街へ、ですか？」

「はい」

　王宮は、小高い丘おかの上にある。……というか、この小高い丘を含ふくんだ一帯すべてが王宮の敷地なのだ。壁の外にいるということは、私達は知らないうちに地下を随ずい分ぶんと下ってしまったらしい。

（階段なんてほとんど下りたつもりなかったのに……）

「一応、まだ完全には丘から下りていませんから王宮の敷地内にいますけれど、いつまでもここに居るわけにはいきません。私の侍女がもうナディルさまに報告しているでしょう。きっとナディルさまが見つけて下さいます。ですから今は、ここを離れましょう」

（迷子はその場を動かないのが鉄則なんですけど……）

　この場に留とどまることはデメリットが多すぎる。

「……そうですね。ここを離れて街に下りるのであれば、王都の我わが家やにおいでいただくのが良いのではないかと思います」

　躊躇いがちな口調でエレーヌ様が言った。

（……そっか。王宮に戻る事ばかり考えていたけれど、エレーヌ様は別に王宮に戻る必要はないんだわ）

「それは有難いです」

（……王宮よりも、公こう爵しやく家けの方が行きやすいよね）

　できれば王宮近くから離れたくない、というのが正直な気持ちだったけど、ここにいても何か手立てがあるわけではない。戻るにしても、一番近い離り宮きゆうに駆かけ込こんでそこから王宮に戻るか、あるいは、王宮に通じる地下通路を使ってこっそり戻れないかと考えていた。

（ちょっと無謀な気もしますが……）

　王都に暮らしている人間はほとんど気にしないことだけれど、この王都アル・グレアは地下にも都がある。

　そう。────地に沈しずんだ都市遺い跡せきが。

　古代の遺跡の上に建っているのは何も王宮ばかりではない。王都アル・グレア全体が古代の都市遺跡の上にあるのだ。

（ナディルさまが言っていました。アルセイ＝ネイは王宮だけでなく、王都の都市計画にも携たずさわっていたって……）

　あの伝説の天才建築家アルセイ＝ネイは、王都もまた、遺跡を利用して作り上げたのだ。

　とはいえ、王都の地下に人は住むことができない。

　けれど、通ることのできる道はある────地下を縦じゆう横おう無む尽じんに走る迷路が。

（王宮の地下と違って衛兵も番人もいない代わりに、迷路や水路になっているから、別の意味での危険があるんですよね）

　そして当然、王宮へと続く道もある。

　私が知っているのは二つ。

　一つがナディル殿下に教えてもらった、今は中央師団の詰つめ所しよとなっているダーディニア一番最初の政庁があった場所とを結ぶ通路。

　これは実際にお忍びの時に使ったことがある。ただ、中央師団の詰所として使われている場所だから普通よりも警けい戒かいが厳重だ。

　二つ目が西宮にしのみやの……つまり、王太子宮の聖堂と王都大聖堂とを結ぶ通路。

　これは私は使ったことはないけれど、使えることは知っている。実際にそこをよく使っているというシオン猊げい下かから詳くわしく聞いたから。

（問題は、地上の道と地下の道は一致していないってことと、私がその道を知らないこと。何よりも、そこが迷路だってことだ！）

　それに、地上で迷子になるのと違って地下で迷子になるのはもはや迷子ではなく遭そう難なんだ。たぶん、生命にかかわる。

　王宮の研究者達が『地下迷宮』とか『王都迷宮』とか言うのは伊だ達てではないと私は思っている。そんな場所に正確な道を知らずに踏ふみ込こむ気にはなれない。

（正確な道を知っていたって、私の場合、危険だし！）

　いつも殿下に抱き上げられて移動していたから、あんまり意識することはなかったのだけれど、どうも私はかなり方向音おん痴ちらしいのだ。

　その私が迷路を抜けて帰り着けるか……無謀と勇気は違うと思うんだ、私。

　でも、地下の道を使わないのだったら、地上の……王宮と連絡がとりやすい離宮に駆け込むくらいしか思いつかない。でも、それもちょっと躊躇う理由がある。

　というのも、王都にある二つの離宮は今はそれぞれ前王の王おう妃ひ様さま方がた……ユーリア第一王妃とアルジェナ第二王妃を主あるじとしているからだ。

　つまり離宮に駆け込むと、どちらかに今回のことがバレてしまう。

（それも、できれば避さけたい）

　だから、エレーヌ様の申し出は私にはとてもありがたかった。

（公爵家からこっそりと王宮に使者を出してもらって、お迎むかえに来てもらうのがいいと思うのです）

「グラーシェス公爵家の王都屋や敷しきは、旧市街の最も北ほく端たんでしたよね？」

　頭の中で、王都の大まかな地図を思おもい描えがく。

　どこに何があるのかくらいはだいたい知っている。知っているだけで、現実にそこに行ったことはないけれど。

「はい。北の鐘楼のすぐ近くで……毎日、とても賑にぎやかですのよ」

（………ならば、鐘かねが鳴ればだいたいの場所がわかるはず）

　王都に住んでいる人ならわりとできると思うんだけど、私は鐘楼の鐘の音を聞き分けられる。

　だから、聞こえてくる音の中から北の鐘の音を聞き分けて、どちらの方向からのものかが解わかれば、そちらを目指せばいい。

（問題は、たぶん歩いて行ける距きよ離りではないことです）

　今日の靴くつの踵かかとはほとんどペタンコでとても歩きやすいけれど、私もエレーヌ様もそれほど長い距離は歩けない。そもそもの基き礎そ体たい力りよくがないからだ。麻ま耶やだった頃の十連れん勤きんどんとこいだった体力の十分の一もない気がする。

（それと、この格かつ好こうですね）

　エレーヌ様も私も普ふ段だん着ぎで、華か美びではないけれど質の良い布地とレースを贅ぜい沢たくに使ったガウン姿だ。しかも、外に出ることなど想定していなかったためかなりの薄うす着ぎである。

（王都はまだまだ寒いですし……）

　暦こよみの上では春が来たと言うけれど、外出するにはまだマントやコートが必要だ。

　くしゅん、とタイミングよくエレーヌ様がくしゃみをした。

（……うん。早そう急きゆうに上着が必要です）

　一度意識しはじめると、何だかすごく寒いような気がしてくるから不思議だ。今は動いているからそれほど寒さを意識しないでいられるけれど、これからだんだんと夜も更ふけてくる。そうなればさらに気温は下がってくるだろう。

　自分の格好を見ながら、頭の中で再度点検する。

（肌はだ着ぎの上にシュミーズを重ねてて、その上にソフトタイプのコルセットとレースのパニエ。それからアンダードレスとオーバーガウン……充じゆう分ぶん重ね着はしてるはずだけど、一部、どうしても防寒できてません）

　具体的に言えば、デコルテ周辺というか……首まわりが。

　今、流行しはじめているのはデコルテが大きく開いているデザインで、私が着ているガウンもそう。

　これは遅おそい時間に着るものほどデコルテが大きく開いたデザインになる。朝だと今私が着ているように首回りが開いているくらいだけど、夜になると大だい胆たんに肩を出す人もいる。

　エレーヌ様は首回りをショールで隠かくすタイプのドレスを着ているから、私よりはだいぶ暖かいはずだけれど、それでもこの格好でいつまでもいられるものではないだろう。

（……それに、この姿で街を歩いていたらすごく目立つと思う）

　遠目に見える街を行ゆき交かう人々の服の色は全体的にくすんでいる。

　アリスに聞いたのだけれど、外套は汚よごれやすいから皆汚れが目立たないくすんだ色を選ぶ傾けい向こうにあるのだという。一番人気が灰色。次が茶色やカーキ色になる。汚れが一番目立たないのは黒とか紺こんじゃないのかな？　と思うのだけど、黒や紺は染めるのが割高だからあまり選ばれないのだそうだ。

　エレーヌ様のガウンの色はクリーム色で、私のガウンの色は鮮あざやかな孔く雀じやく緑みどり色いろ。どちらも、灰色や茶色の中ではさぞ目立つだろう。

「エレーヌ様、まずはここを下りましょう」

「わかりました。……妃殿下は、道をご存じで？」

　私は首を横に振る。

「私、王宮から出たのは数えるほどなので……でも、ほら、そちらに道があります。あちらから下りられるようです」

　すぐ下に細い道があるのが見えていた。たいした高さではないから、動きやすい格好ならばこの場から飛び下りることもできるけれど、ガウン姿の私達には無理だ。おとなしく階段を探して下りることにする。

　エレーヌ様は少しだけ安心したような表情を見せ、それから、きりっと顔をひきしめた。

「では妃殿下、私が先に立ちましょう」

　御おん身みに万一のことがございましたら、私の生命では贖あがないきれませんと、真顔で言う。

　大げさな、と口にすることができないくらいには、私は今の己の立場と意味をわきまえていた。

「わかりました。では、頼みます。……それと、エレーヌ様」

「はい」

「私のことは、ティーエと呼んでくださいませ」

「ティーエ様、ですか？」

「できれば敬けい称しようもなしで、と言いたいところですが、それは仕方がないとしましょう。街中ではその名で呼んでください」

　私の名にはいくつかの愛あい称しようがあるけれど、その中からあえて『ティーエ』という呼び名を選んだ。

（もう、こだわる必要はないのですから）

　かつて私をそう呼んだ方がいたことも、誰だれかに呼ばれるたびに今でも少しだけ緊きん張ちようすることも、もう気にする必要はない。だから、あえてその名で呼ぶように望んだ。

「ですが……」

「王都が治安の良い街であることは知っております。でも、だからといって危険がないわけではありません」

　そもそも、身分を明かしても大丈夫ならば、街に下りる必要はない。中に入るための門を探し、名を名乗って戻ればいい。

（それができればよかったのですけれど……）

　問題はその門の門衛達が信用できる人間であるかどうか、ということだ。

　私達が最初に狙われたのは正宮の庭だ。出入りすることのできる人間は限られているし、地下まで追ってきている。

（つまり、王宮の誰が敵かわからないってこと）

　特に明確に心あたりがないというか、普通に考えるならば私には心当たりがありすぎる。

　対して街中で富ふ裕ゆうな貴族のお嬢様に見られることは構わない。少なくとも、いきなり殺されそうな目に遭あうことはないだろう。

（つまり敵に遭そう遇ぐうする確率は、どう考えても王宮の方が高いってことだ）

「街中で妃殿下と呼ばれるのは困るのです。決して不敬とは申しませんから、気をつけてくださいませ」

「かしこまりました」

「私はエレーヌ様をエレーヌ様とお呼びしますね。……もし、街で私達の関係を聞かれるようなことがあったら、遠とお縁えんの親族だということにしましょう」

「はい」

　それからエレーヌ様は、小さく笑って続けた。

「……恐おそれ多いことながら、妃殿下と私は二重の意味で親族なのですね」

「はい。……エレーヌ様、ティーエですよ」

「……ティーエ様？」

「はい」

　確かに私とエレーヌ様は、父方からも母方からも血がつながっている。

「……では、参りましょうか」

　エレーヌ様は私が差し出した手を驚いた顔で見て、少し笑ってそっと手を重ねた。

　そうして私達は、おそるおそる街の明かりのほうへと足を踏ふみ出した。







「……大丈夫ですか、エレーヌ様」

「はい。私は大丈夫ですわ。ひで……ティーエ様はご無事ですか？」

「大丈夫です」

　丘の途と中ちゆうから見下ろしていた街は光できらきらしていたけれど、街へと下りる道には灯あかり一つなかった。

　そして、一直線に下りることができずに、先ほどから何度も遠回りさせられている。

（たぶんこれって、王宮が攻せめられた時の工く夫ふうなんだろうな）

　ここは正規ルートの道ではないけれど、それでも一直線にはどこへもたどり着けない。

　まだ暮れきらぬ夕闇の中、私達は舗ほ装そうもされていない細い道を下った。何度か転びかけたり、足を滑すべらせてしりもちをついたりしながらも、歩みを止めずに歩いた。

　完全に夜になってしまったらさらに身動きがとれなくなる。こんなところで立ち止まってしまうほうが危険だ。

（……靴が悪いわ。これ）

　去年、エルゼヴェルトから帰き還かんする時のようなブーツだったなら、こんなふうに滑ったりすることはなかっただろう。

　私達が履はいている靴はとても美しいものだったけれど、実用性には欠ける。踵がぺったんこであってもこういう舗装されていない道ではとても歩きにくいのだ。それに、コルセットやパニエでふんわりとしたガウンもそれを助長していた。

「……し、下についたら、一休みしましょう。……ティーエ様」

　肩で息をしながら、エレーヌ様が言う。

「……はい」

　エレーヌ様ほどではないけれど、私もだいぶ息があがってきていた。

（ゆるい下り坂なのに……）

　足はもう棒のようだし、足の裏が痛い。もしかしたら、明日は熱が出るかもしれない。ほんと、体力のなさを痛感する。

（王宮に戻ったら、絶対に体力づくりをしよう……）

　毎日の日課の中に、体を動かせる散歩か何かを組み入れるのだ。

　そして、ナディル殿下に抱き上げられても、それに甘あまんじるのはもう絶対に辞やめる!!

　きっと移動の時に甘えてばかりいたのも、この体力のなさの一因だと思う。

「……ここは」

　どのくらい歩いただろう。おそらくそれほど長い時間ではなかったと思うけれど、既すでに地下で半日逃げ惑っていた私達には、ずいぶんと歩いたように思えた。

　たどり着いたのはさほど大きくない祠ほこらの裏だった。

「祠、ですね」

　ダーディニアの国教は、ルティア正教である。

　けれど他の宗教を禁じてはいないから、王都にはこういう土着の神のための祠などが残っていることを、知識としては知っていた。

　私は小さな祠をしげしげと眺める。

「……ティーエ様、申し訳ございませんが、ここで一休みをさせていただいてもよろしゅうございますか？」

　私、足が少し……と、眉まゆを顰ひそめたエレーヌ様の靴のつま先が赤黒く汚れている。

「……エレーヌ様」

　私は大きく目を見開く。

「申し訳ございません。あまり歩きなれないもので……」

「いいえ。……気付かなくて、すみません」

「いえ、ひで……ティーエ様もおみ足が……」

「え？」

　言われて自分の足を見れば、後ろ足の履き口が汚れている。踵がこすれて水ぶくれができていたのは気付いていたのだけれど、それがいつの間にか潰つぶれてしまったらしい。

　たぶん見えていないだけで、きっとつま先も酷ひどいことになっている。

（やっと夜会で潰れたマメが治りかけてきたところだったのに……）

「……気付きませんでした」

　私達は互たがいに顔を見合わせ、苦く笑しようを漏もらした。まだ笑える元気がある。

　それから、視線を祠に向けた。

「……ここで休ませていただきましょうか」

「そうですね」

　小さな祠の格こう子し戸どを開くと中には小さな祭さい壇だんがあり、蠟ろう燭そくが捧ささげられていた。

（……あ……この狭せまさ、なんか落ち着くかも）

　あちら風に言うならば六ろく畳じようくらいになるだろうか、こちらでの感覚からすれば物置にしかならなそうなこじんまりとした部屋だった。

　祭壇の後ろの壁に素そ朴ぼくな細い線だけで彫ほりこまれているのは、星の冠かんむりを被かぶった古代の女め神がみシュリエガだ。

　このシュリエガは、ルティア正教の母女神の別の貌かおだとも言われている土着の女神だ。迷いを照らす導きの神としてとても人気がある。祠がとてもきれいに清せい掃そうされているから、近くに信者の人達がいるのだろう。

　私達は目を閉じ、膝をついて祭壇に祈いのりを捧げ、この場を借りる許可を願った。

　古代の神に対する祈りに作法はない。あるいは、それは今に伝わっていないだけかもしれない。特に決められた聖句がなく、祈りの捧げ方にルールがないのだ。だからその祈りの長さは個々で違う。

　先に目を開いたのは私だった。横ではまだエレーヌ様が祈りを捧げていたから、それが終わるのを静かに待った。

　安心して気が抜けたのか、身体が少し怠だるい。

（……ちょっと暑いかな……）

　寒いはずなのに、暑さを感じていた。頭がぼーっとしている。

　迂う闊かつにもこの時私は、最近よく似た症状に陥おちいった事を思い出さなかった。

「…………ま。……さま。ティーエ様……」

　エレーヌ様に呼ばれていると思ったのに……それがわかっているのに、私はうまく返事ができなかった。

　向き直ろうとのろのろと身体を動かしたけれど思い通りに動かない。

（……あれ……？）

　私、どうかしちゃったんだろうか？

　立ち上がろうとしたら、目の前が真っ暗になって──私の意識は閉ざされた。
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　暗くら闇やみだった。

　一面の暗闇。

　それは夜よりもなお昏くらく。ただ一色の闇やみに塗りつぶされていた。

　私が正しよう真しん正しよう銘めい外見通りの少女であれば恐きよう怖ふを感じるかもしれないけれど、生憎あいにく、私の中身は外見通りではなかったので、それを怖いと思うことはなかった。

（……ここ、どこだろう……）

　早く帰らなきゃと思うのに、ここがどこで自分がどこに帰らなければいけないのかがわからない。

（……私はアルティリエ。アルティリエ・ルティア─ヌ＝ディア=ディス=エルゼヴェルト=ダーディエ）

　己の名前を口の中で呟つぶやいて、自分を……己という存在を確かく認にんする。

　ダーディニアの王太子妃にしてエルゼヴェルト公爵家の推定相続人……唯ゆい一いつにして最後のエルゼヴェルト。

　そして、つられるようにして思い出した。

（……ナディルさま）

　この国の王となる人で、私の夫。────そして、私が帰るべき場所。

（戻らなければ……）

　早くナディル様の元に戻らなければいけない。

　なのに、声が聞こえた────どこか聞き覚えのあるか細い声が。

　目の前の暗闇が少し薄らぐ。




「……待ってください、教きよう授じゆ」

（……教授？　これは、誰の声？）

　心の中で問いながらも、たぶん私は答えを求めてはいなかった。なぜなら、その声はあまりにも自分が発するものと似ていたから。

「どうかしましたか？　妃殿下」

　瘦そう身しんに総そう白しら髪が、左にだけ片モ眼鏡ノクルをしている老人が立ち止まって私を振り返る。

（……どこかで見たような……）

　かなり近いところをかすっているような気がするのに、どこで見たのかはっきりとその記憶を突き止めることができない。

（……ルハイエ教授）

　でも、その人が私の家庭教師だったルハイエ教授なのだと、私の中に眠る記憶が教えてくれる。

（……ああ、ここは……）

　いつの間にか闇は跡形もなく、見回せばそこはほんの少し前まで暮らしていた王太子妃宮の図書室だった。懐かしいというほど時は経っていないはずなのに、心の片隅がきゅっと締め付けられる。

「あの……王妃の公こう務むについて教えていただきたいのです」

　声を発しているのは己でありながら、この時のことを私は憶おぼえていない。

（……これは、失われてしまった記憶の一部）

「王妃の公務でございますか？」

「はい」

「それは、ユーリア妃やアルジェナ妃におうかがいするべきで……」

　ユーリア妃、と言われたその瞬間、私の身体が大きくびくっと震えた。

「……と、思われますが、正直なことを申せば、王妃の公務とはそれぞれに違うものでございます」

　ルハイエ教授はとても丁てい寧ねいな口調で『私』に接していた。この方が、『私』とそれ以外に接する態度がまったく違うことを『私』は知っていた。

（そして、『私』もまた……）

　この方とそれ以外に接する態度が違っていた。

　ルハイエ教授に『私』は他の人とは違う親近感を抱いていた。

（この方は決して『私』に噓をつかず、子供だからといって過保護にすべてから遠ざけるようなことはしなかったから）

　ルハイエ教授は『私』に誰よりも誠実であり、忠実だった。

「……それぞれに、ちがうのですか？」

　見上げる私に、教授はにっこりと笑って言った。

「ええ。……歴代の王妃と呼ばれる方達がなさってきた公務はそれぞれに違います。例えば、現在ユーリア第一王妃殿下は内向きのこと……王宮内の差さ配はいをとることをご自分の仕事と心得ておられるようです。そして、現在、後宮のみならず正宮もユーリア妃の監かん督とく下かにある。歴代の王妃で正宮まで差配していた方はおられませぬ。……ですが、他ならぬ陛へい下かがお認めになっておられますのでそれが許されているのです。対して、アルジェナ妃が主おもになさっているのは社交でございますね。陛下の社交にお付き添いになるのは、お二人ほぼ半分ずつですが、アルジェナ妃は独自でさまざまな夜会に参加なさったり、あるいはご自分が主しゆ催さいされたりもしております。これは、元々アルハン公こう爵しやく令れい嬢じようだった御お方かただからこそできることです。アルジェナ妃は、他国から来られたユーリア妃にはできぬことをご自身の役目とされておられるようです」

「……私は、どちらもできなければならないのですね？」

　か細い声で『私』が言う。

「いいえ」

　ルハイエ教授は首を横に振った。

「え？　でも……」

　今の己には何もできない、と『私』は半なかば絶望するような気持ちを抱えていた。

「究極的なことを申し上げれば、王妃殿下が成さねばならぬお役目はただ一つだけでございます」

「ただ一つ？」

「はい。……お世継ぎを儲もうけていただくこと。……アルティリエ妃殿下には、それが最大にして唯一のお役目と思おぼし召めされませ」

「唯一、ですか？」

「はい。妃殿下にはご自身の血を引くお子様を儲けていただかねばなりませぬ。少なくともお二人は必ず」

「はい」

『私』ははっきりとうなづいた。

　そうでなければ、ダーディニアは危ういのだと『私』にもわかっていた。

　四方公爵家の一角が直系存続できないことは国を乱すだろう。

（それだけじゃない。……私が子を産まなければダーディニアという国がなくなってしまう）

　建国のその意い義ぎが失われる……それは、国という形が残るだけで、魂たましいも理り念ねんも失われてしまうということに他ならない。

「あとのことは、別の誰かに任せて良いのですよ。他の誰かにできることならば、妃殿下がする必要はございませぬ。……後のことはすべておまけにすぎません」

「おまけ、ですか？」

　頑がん固こで謹きん厳げん。無口がちでありながら、一度口を開けば鋭するどい舌ぜつ鋒ぽうで相手をやりこめることで知られている老教授は意外に茶ちや目めっけのある人だった。

「そうです。ですから……妃殿下は、王妃としてではなく、妻としてナディル殿下に添うてさしあげなされ」

「妻として……」

　妻、という単語に甘あま酸ずっぱさと切なさがないまぜになって、胸の鼓こ動どうが一度だけ大きく鳴った。

「……でも、それでは……それだけでは、私は殿下の隣に胸を張って立つことができません」

　ためらいながらも、告げた。

　相手がルハイエ教授だからこそ、『私』は己の言葉を……掛け値なしの本音を伝えることができた。

「……妃殿下は、欲張りですなぁ」

「はい」

　殿下の隣に妃として立ちたいと願うことは、確かに欲深いことだろう。

「では……私は、妃殿下に民を愛する王妃になって欲しいと願います」

「……民を、愛する？」

「はい。妃殿下は、ユーリア妃とも、アルジェナ妃とも違います。エルゼヴェルトの……最も正統な御お血ち筋すじの王妃となられる。ダーディニアは貴女のものであり……だからこそ、貴女もダーディニアのものであって欲しい。……個人的な感かん傷しようかもしれませんが」

「……教授？」

「どうか、この国を愛してください。この国はナディル殿下のものではない。貴女のものなのです」

「……私の国……」

　この時の『私』には教授の言う言葉の意味が半分もわかっていなかった。それでも、ぼんやりと思うことはあった。

「ナディル殿下を愛することは充分でございましょう。殿下の隣に立ちたいというその想いがそれ以外の何かであろうとはこの老人には思えませぬ。ですからこそ、あえて民を愛して下されと申し上げます。……この老人が申すのも何ですが、あの御方は酷ひどい朴ぼく念ねん仁じんでございますから」

「ぼくねんじん？」

　それは、あまりにもナディル殿下にふさわしくない単語のように思えた。

「そして悲しいかな、ナディル殿下は愛するということがどういうことかを知りません」

「……それは、私にもわかりません。……ただ、ナディル殿下にふさわしい己になりたいと思うだけなのです」

「それでいいのです。……そういう意味では、妃殿下のほうがずっと大人でございます。あの御方は、ご両親に愛された記憶がございません。あの方にずっと『親』はおりませんでしたから……うまく取とり繕つくろっておりますが、あれで存外子供なのですよ」

「ナディル殿下が、ですか？」

「そうです。……あの方には子供時代というものがほとんどありませんでした。そのせいもあるのでしょうね、どうにも愛情というものに不器用なところがおありになる」

「……教授は殿下のことをよくご存知なのですね」

「私はあの方の担当教授でもあったのですよ、妃殿下」

「まあ……」

「だからこそ、あえて申し上げます。妃殿下は民に愛される王妃となられませ。そうすれば、あの方は後からついてきます」

「……おまけみたいに言わないでくださいませ」

　随ずい分ぶんと豪ごう華かなおまけですなぁ、と教授は笑って続けた。

「あの方はご自分は王おう太たい子しであり、王となる者である存在だということを第一に考えておられて、ご自分個人の意思は二の次です。ですから、妃殿下が王妃としてなくてはならぬ存在であることを理解すれば、この上なく大切にして下さいますし、妃殿下に興味を持たれることでしょう。回り道のように思われるかもしれませんが、それが一番の近道かもしれません」

　あの方が、公務にかかわりなく女性を望むようなことは天と地がひっくり返ってもありえないでしょう。教授はそう言って困ったように笑った。

「それに、当然のことではあるのですが、実は人間嫌いの気けがあります。あの方の家庭環境では致し方がないことではありますが……なので、あの方は時々、人を人とも思わぬ面をお見せになります。それでいて、ご自身ではそれの何が悪いのかがわからない……情に流されないことは王としてふさわしくありますが、同時にあまりにも冷れい酷こくが過ぎれば、いつか殿下は人でないものに成り果てるでしょう」

　それは哀かなしいことでしょう、と教授は言った。

「……私に何ができるでしょうか？」

「……慈じ善ぜん事じ業ぎようをなさいませ」

「慈善事業？　ユーリア様が熱心になさっていると思います。他の妃様方も」

「そうです。でも、あの方たちにとって慈善事業とはイコール寄付ですので、必要なところに届かないこともあるのですよ」

『私』は小さく首を傾げる。教授は私の疑問をよそに続けた。

「妃殿下は女性ですしまだ幼い。王妃になられる時にはまだ成人していないかもしれません。……ですから、まずはご自分の身近な存在である女性と子供の支援をなさいませ。夫を亡くした寡か婦ふや、親を亡くした子供達が、自立するための手助けをするのです」

「……自立するための手助け……」

「聖堂にはだいたい孤児院があります。そして、大きな聖堂には救きゆう貧ひん院いんも。王都には救貧院のある聖堂が四つありますね」

「……孤児院はどのくらいあるのですか？」

「孤児院はその時々で数が変わります。孤児院に入れる子供は、我が国の国民と決められています。両親を亡くした……あるいは、親が育てきれなくて捨てた等、事情はさまざまです。が、彼らには共通点があります」

「共通点ですか？」

「はい。どんな事情があろうとも……一人の例外もなく、彼らは、近い将来、一人で生きてゆかねばならなくなります」

「一人で……」

（……『私』と一緒だ……）

「妃殿下が子供たちに特別な関心がおありなのはとても良いことだと思いますよ。……殿下ができぬことをしてさしあげれば良い」

　たぶん、教授はなぜ『私』が特別な関心をもつかを知っていた。

「無条件で孤児院で世話をしてもらえるのは、成人の儀までです。理由をつけてぎりぎりまで孤児院にいたとしても十七歳くらい……職人などがちょうど見習いを終える年齢ですね」

「……十七歳で一人で暮らしていけるのですか？」

「かなり厳しいですが、何とか……それも、勤め先によりますがね」

「慈善事業とは、具体的にどういうことをすればいいのでしょう？」

「そうですなぁ。……慈善事業というとまず寄付ということになります。が、できるだけ寄付ではない形がよろしい」

「なぜですか？」

「金では目め減べりするからです」

「めべり？」

　その言葉は、当時の『私』の辞書にはなかった。

「はい。届かないとまでは言いませぬが、途中で中間搾さく取しゆをされるのですな。そのせいで、孤児院や救貧院に届く額は微び々びたるものなのです」

「聖堂なのに、ですか？」

　どうしたって、聖職にある人は清せい貧ひんなイメージがある。間に入るのが聖堂であれば、万が一の間違いなど起きるはずがない、という概がい念ねんが根強く意識にこびりついているのだ。

「聖堂だからこそ、ですよ。聖堂という限定された世界しか知らぬ彼らは抑よく圧あつされています。……もちろん、すべてがすべてそういった人間ばかりではない。が、中にはとてつもなく強ごう欲よくな人間も存在します」

　一般では考えられないようなレベルの強欲です、と教授はまるで具体例が頭に思い浮かんでいるかのような嫌けん悪お感かんたっぷりの表情をした。

「……私は、何をすれば子供達の役にたてるでしょうか？」

「そのお答えは、妃殿下ご自身で見つけてください。まだ時間はたくさんございます。……そうですな。これは、妃殿下が王妃となられるその時までの宿題にしておきましょう」

「……はい」

（……宿題……）

　ルハイエ教授は、珍しいくらい上じよう機き嫌げんな表情で笑っていた。

　そして、私はゆっくりと目を開いた。
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　最初に目に入ったのは、何の装そう飾しよくもない剝むき出だしの木組みの天てん井じよう。

　小さく身じろぎして、恐ろしく硬かたい寝ね床どこに寝ねかせられていることに気付いた。

（ここ、どこ？）

　少なくとも、意識を失う前に居た祠ではない。

　身体のあちらこちらが痛い。

　知らない場所だと思った。

「……目が覚めましたか？」

（……誰？）

　知らない場所ではあったけれど、その特とく徴ちよう的てきな衣服から、目の前の相手の身分はわかった。

「……ここは、どこなのでしょう？」

「ご安心なさい。ここは、レガリア聖堂の孤こ児じ院いんです。もう心配いりませんからね」

　年のころは六十を過ぎたくらいか。白いウィンブルに髪を押し込んでベールを垂らし、グレーと白の修道服に身を包んだ老女は、私を安心させるかのように笑えみを見せる。

「孤児院、ですか？」

「はい」

「なぜ、孤児院に？」

　意識を失う前の最後の記き憶おくは、古代の女神シュリエガの祠だったはずだ。どうやってここまで移動してきたのだろう？

「あなたは、このレガリア地区のはずれの祠で倒たおれていたのですよ」

「……私だけでしたか？」

　エレーヌ様はどうしたのだろう？　と意識を失う前のことを思い返した。

　おそらく私は熱を出して倒れたのだ、ということにはすぐに思い至った。ここにエレーヌ様がいないということは、私の為に助けを求めに行ったに違いない。私が倒れたことで相当焦ったのではないだろうか。

　己の生命では私の生命が贖えない、とまで言う方なのだ。

「はい。あなたは一人だったと子供達が言っておりましたわ」

「子供達、ですか？」

「あなたを見つけたのは、祠の掃そう除じに行った孤児院の子供達なのです」

「……そうですか」

（助けを呼びに行って入れ違いになったのかな）

　私は熱っぽい頭で、そんなことを考える。

　あれからどのくらいの時間がたったかわからないけれど、一人になったエレーヌ様はだいぶ迷ったに違いない。

（私を置いて助けを呼びに行くか、祠で助けを待つか……）

　ある意味、究極の選せん択たくだっただろう。

（……エレーヌ様だけだったなら、きっとお一人で待ち続けたに違いない）

　でも、私がいた。体調を崩くずし、熱にうなされている私が。

（無事に公爵家にたどり着けていればいいけど……）

「……子供達にお礼を言うことはできますか？」

　もぞもぞと起き上がろうとして、修道女レラに押しとどめられた。

「まだ起きてはいけません。……御礼なら、後でかまいませんから」

「……わかりました」

　口の中がからからに乾かわいているせいでケホケホと咳せき込こむと彼女は水を飲ませてくれる。

「……おいしい」

「この孤児院には何もありませんが、井い戸どがあるので水だけは豊富なのです」

　さあ、もう一度寝てください、と促されて目を閉じた。

（……寝ね間ま着きのお礼を言わなきゃ……）

　飾かざり気けのまったくない綿の寝間着は、少し肌はだ触ざわりがごわごわしていたけれど、ガウンで眠るよりは数倍マシだ。

　でも、身体がよほど睡すい眠みんを欲ほつしていたのだろう。口が礼の言葉を紡つむぐよりも先に、意識は眠りの中へとひきずりこまれた。

（……お礼、忘れないこと……）

　頭の片かた隅すみにそれだけはしっかりと刻んでおいた。
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　いつか、本当の親が迎むかえに来る。

　孤こ児じ院いんで暮らしている子供なら、一度は妄もう想そうする与よ太た話ばなしだ。

　特に片親しか知らなかったり、両親を共に知らなければ、その与太話は荒こう唐とう無む稽けいなものになったりもする。

「あたしの本当のお父さんは貴族なんだからね」

　だから素す敵てきなドレスをいっぱい持って、花束を抱かかえて、いつかあたしを迎えに来てくれるんだからというのは、リナリーの口くち癖ぐせだった。

　もちろん、それは事実ではないのだと孤児院の皆みなは知っている。

（噓っていうほどではなく……リナリーのあれは願望で、希望で、ただのおとぎ話だ）

　そうやって精せいいっぱい夢を見て、やっと現実の世界で生きていくことができる。それをただの噓で片づけてしまえるほど、俺達は恵まれた生活を送っていない。

　俺は王都の貧しい職人の子に生まれ、四歳で実母を、七歳で父親と義母を亡なくした。

　以来、俺の家は孤児院になった。

　父親の親族も母親の親族もいたけれど、どちらも貧しさは変わらない。子供をもう一人育てるほどの余よ裕ゆうはどこの家にもなかった。

「ねえ、ラグ」

　俺の一歩半後ろを歩くルファが、どこか含ふくみのある声こわ音ねで俺を呼ぶ。

「なんだ？　ルファ」

　ルファと俺は偶ぐう然ぜん同じ日に孤児院に来た仲間だった。

　王都生まれの俺と違ちがって、ルファは北の方の生まれだ。流は行やり病やまいで母親を亡くし、貧びん乏ぼう文官の父親の王都赴ふ任にんに伴ともなって王都に来た。父一人子一人の生活の中、そのたった一人の父親が馬車の事故で死んで、この孤児院に送られて来た。

　当初は北の親しん戚せきが引き取るまでの滞たい在ざいだったはずなのに、今ではこの孤児院の古参の一人になっている。

「大通りの屋台セルドのことだけど」

「……それはもう無理だってわかってるだろ」

　この国において最大の行事といえば、何といっても春の建国祭だ。しかも今年は建国祭と即そく位い式しきが共に執とり行おこなわれるという一大イベントだ。王都はその前後三日を含めた一週間あまりの間、お祭まつり騒さわぎとなる。

　このレガリア地区は王宮のお膝ひざ元もとのせいか、一週間前の現い在ま、もうすでに祭りが始まっているところもあって大通りにはすでに多くの屋台が並んでいた。

　その一角に、例年ならこの孤児院もささやかな屋台を建てる。そこでいつも商あきなうのは、子供達が花か壇だんで育てたロゼフィラの花を束ねた小さな花束だった。

　建国祭は、花の祭りだ。この日のためにと専門の花屋が大陸全土から集めた多くの美しい花が街中に溢あふれている。それでも、孤児院で育てた小さなロゼフィラの花束は完売する。

　それは、建国王と妖よう精せいの姫ひめの出会いの花が白いロゼフィリアだからだ。

　春の初め、花に満ちあふれたダーディニアで最も重要な役割を果たす花ロゼフィラは、それゆえに春告げ花とも言われている。

　このロゼフィラの花束の屋台で得られる幾何いくばくかの利益は、孤児院にとって貴重な現金収入となっていた。

「花束じゃなくても、何かできると思うんだ」

「何かって、何だよ」

「……食べ物がいい。できれば、簡単に大量に作れるもの。本当に簡単なものでいいんだ。お祭りなんだから、ちょっと変わったものだったら絶対に売れる」

「あのなぁ、いくら祭りで浮かれてるったって、家で作れるようなものじゃあ、誰も買わねえよ」

「うん。だから、そこが工く夫ふうのしどころでさ……」

「ってーか、材料はどうすんだよ。何作るのか知らねえけど仕入れの金なんざ、そんなに集められねえぞ。……せいぜい、いつもの花束のリボン代と包装紙代の分しかねえ」

「あとは、孤児院にあるものだよね」

「俺らの飯の材料だぞ、たいしたもんできねえよ」

「……まあ、そうだよね」

「それより、さっさと祠ほこらの掃そう除じをして戻ろうぜ。……飯の支し度たく手伝わねえと」

「そうだね」

　孤児院からさほど遠くないところにある古い祠を、俺達は交代で掃除している。

　毎日欠かさず掃除することで、孤児院に喜き捨しやがもらえるのだ。孤児院では、地区内にそういう仕事をいくつか持っていて、それで日々の糧かてを補っているのだ。

「……ねえ、ラグ、あれ」

「あん？」

　ルファの目線の方を見ると、明らかに身分の高い貴族と思おぼしき女が走っていた。真っ青な顔色は尋じん常じようではないように思える。

「……ありゃあ、ただごとじゃねえな」

「っていうか、あの貴族のおばあさん、なんでこんなところにいるのかな」

　このあたりは職人が多く居住している地区だ。間違っても貴族が来るようなところではない。下級の役人なんかもいないわけじゃないけれど、ほとんどが無む爵しやくの役人だ。

　迷子だとしてもどうやって迷い込んだのか不思議に思われるような地区だからして、目立つことこの上ない。

「……おい、ばあさん」

「ら、ラグ……？　そんな失礼な言葉づかいで……」

「……お願いを……」

「あん？」

「お願いいたします。馬車を、どうか、馬車を回してくださいませ」

「え？　あ？　えっと、辻つじ馬ば車しやでいい？」

「馬車なら何でもかまいません」

「ルファ」

「うん」

　俺の目くばせでルファが全速力で前を走る。

　この時間なら、ここを抜ぬけた角のところでいつも近所のローダじいさんが聖堂帰りの客待ちをしている馬車があるはずだ。こんな身分の高そうな貴族のばあさんを乗せるような馬車ではないけれど、急いでいるらしいから、そこらへんは目を瞑つぶってもらいたい。

「ばあさんっ、こっちだ」

　俺は、ドレス姿のばあさんの手を握にぎって走る。柔らかな手だった。指先まできれいに整った労働を知らない手だ。

　そして、ドアを開けて待っているルファのところにまで走って、馬車に乗るのに手を貸してやった。

「……ありがとう、ぼうや達」

　これを、とそっと握らされたのは、綺き麗れいな女の横顔がついたブローチだった。

「お礼です。……本当にありがとう」

　この時、俺達はばあさんが何であんなにも焦あせっていたのかを聞かなかった。

　俺は、困っている貴族のばあさんに少し親切にしてやって、それでお礼に綺麗なブローチをもらって、それで何となく良いいことをした気分になって満足していた。

　まだ夕方だったけれど、今日は密度の濃こい一日だったな、なーんて思ってもみたりした。

「……あのおばあさん、なんであんな一刻一秒を争う！　みたいな感じで馬車を探してたんだろうね？」

「さあ。でも、別に俺らには関係ねーよ。詮せん索さくはやめようぜ。お貴族さまとは住む世界が違うんだ。下手に余計なこと知っちまって、面倒に巻まき込こまれたくはねえよ」

「ああ、うん。そうなんだけど……」

　ルファは、貴族とかそういう人種に興味があるようだ。何でも亡くなった母親が偉い貴族の侍女をしていたのだという。

　田舎の方は領主様というのがいて、貴族と庶民の距離がもっと近いものらしい。

「それよりこれ、いくらくらいになるかな？」

「んー、そういうブローチってよく見るから、そんなに高くはならないんじゃない？」

「確かによく見るよな。何か意味あんの？」

「さあ……でも、綺麗だからさ、質しち屋やのヨブばあさんのとこだけじゃなくて、競売所のグラウさんとこにも持って行ってみようよ。質屋よりも競きよう売ばいのほうが高値がつきそうだったら、そっちで売ってもらってもいいし」

　競売だと質屋より手数料が高いけれど、驚くような高値がついたりするのだ。

「そうだな」

　俺は無造作にそのブローチをポケットに突っ込んだ。

「そういえば、最近さ、祠へのお供え物が多くない？」

「建国祭が近いからじゃね？」

　祠のお供え物は、祠の女め神がみさまから俺達がお下がりをいただくという形で持って帰っていいことになっている。

　一番多いのは果物類で次が菓か子しや砂糖。それから、穀物や酒、野菜等が続く。

　別に建国祭にこの祠の女神は関係ないけれど、俺達はいつもより念入りに掃除をしていた。建国祭当日は、地域の会所から花が届くので入り口には花飾かざりをする予定だ。

「さ、今日もさっさと掃除……」

　しようぜ、と言いかけた俺は、祠の格こう子し戸どを開けたところで、そのまま立たち尽つくした。

「ラグ、どうしたの？」

　背後から、ルファが覗のぞき込こむ。

「……え？」

　蠟ろう燭そくの光に照らし出された黄き金ん色いろの輝かがやき……一いつ瞬しゆん、それが何なのかよくわからず、そして人なのだと理解した瞬しゆん間かん、さーっと血の気がひいた。

　この季節、外で一晩寝ねていたら生命に関わる。祠の中は一応屋内かもしれないが、密閉性は格段に低い。慌あわてて近寄って抱だき起おこした。

（……うわ……）

　どこもかしこも特別製みたいな子だった。もう少し年ねん齢れいがいっていれば、この祠の女神が顕けん現げんしたと思ったかもしれない。

「すごい、綺麗な子だね」

「……そうだな。少し熱があるみたいだ」

「……孤児院に運ぼうよ、ラグ。レラ・アデーレに見せよう」

　アレデラー・レア修デ道ー女レは、俺達の母代わりになって面倒を見てくれている老女だ。

　元貴族だったというが、貴族にありがちな庶民を下に見るような態度はまったくない。

　口うるさく、厳しい人だけれど、レラがいなければ俺達はきっと今の俺達ではない。

「……そうするべきかな？」

「うん。何をどうしてこんなところにいるのかわからないけど、このままここにいたら、この子死んじゃうかもしれない」

　どう見ても頑がん丈じようそうには見えない。

「さっきのばあさん、もしかしてこの子をここに捨てに来たのか？」

「……だとしたら、一人なのはおかしいし、お供の馬車がないこともおかしいよ」

「でも、無関係だと思うか？」

「まさか」

　ばあさんと同じく、この倒たおれている子も身分のある貴族なのだろう。着ているものも靴くつもすごい。どちらも俺達が一生かかったって買えないような値段がするに違いない。

　そんなすごい貴族が二人、互たがいにまったく関係なくこのレガリア地区にあらわれるなんてことはまずありえない。もしかしたらばあさんは、倒れてしまったこの子を運ぶために人を呼びに行ったのかもしれない。

（この服、うちのガキ共が見たら着たがるだろうな……）

　子供達が夢見るお姫様ドレスそのものの衣い装しようの少女は、俺が抱かかえ上あげても一向に目を覚まさなかった。思っていた以上に軽い体重に少しぎょっとした。

「大金持ちの貴族の子供だよね？　この子」

「たぶんな。……じゃなきゃ、こんなに役に立たなそうな靴履はいてねえだろ」

　どんな事情があるかは知らないが、こんなところにいていい子供ではないだろうということだけは俺やルファにもわかった。

「捨てられたんじゃなかったら、何だろう？」

　ルファが首を傾かしげる。

「……ここに、隠したとか？」

　もしかしたら、子供に優しいという女神シュリエガに加護を願ったのかもしれない。

「どっちにせよ、あんまり目立つのは得策ではないよね」

　何か事情があることは確かで、だとしたら、こっそりと連れて行くべきだろう。

「司教様にバレるのもよくないよね」

「あったりまえだろ。あのおっさんにバレたら金かね蔓づるにされるっての」

「だよね」

「よし、ルファ。上着貸せ」

「あ、うん」

　そう言いながら、俺も自分の外がい套とうを脱ぬぐ。少し大きめのルファの上着に少女の身体を包み、俺の上着を頭にかぶせた。このきらっきらの金きん髪ぱつは絶対に目立つからだ。

　熱のせいなのか、少女はまったく目覚める様子を見せない。俺が抱え上げて立ち上がったときにほんの少し眉まゆを顰ひそめただけで、すぐに小さな寝ね息いきをたてはじめた。

　見つけたのが俺達じゃなければ、このまま拉ら致ちされたか、売り飛ばされてしまったかもしれない。

「綺麗なお人形みたいだね」

「ほんとにな」




　これが、俺達とお嬢フアラの、いささか一方的な最初の出会いだった。

　そしてこの綺麗な子供が、人形なんていうおとなしやかなものではないことを、この時の俺達はまだ知らなかった。
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　王宮で生活していると、人の気配には少し敏びん感かんになる。

　一人になりたいと思っても、本当に一人になれることなどまずありえない。見えている範はん囲いには誰だれもいなくても、どこかに護衛がいるんだろうなといつも思っている。

　だから、目を開く前から人の気配には気付いていた。気付いていたけれど……それでも、目を開いた瞬間、口付けをする直前のような近さで顔を覗きこまれていたら驚おどろかないはずがない。




「……っ!!!!　きゃあああああああああああああっ」




　本当に驚いたとき、声はすぐには出ないものらしい。喉のどが一いつ拍ぱく引きつって、気息を整えてから声を絞しぼり出だした。

（……声ってこんなに出るんだ）

　今まで、ここまでの大声をあげたことはなかった。

　悲鳴をあげているわりには、頭の中は意外と冷静だったけれど、勢いは止まらない。

　私の悲鳴に、顔を覗きこんでいた人達が慌あわてて飛びのく。

「……ちょ、ちょっと……」

「だから、止めようって言ったんだよ。貴族のお嬢さんが寝ているところに踏ふみ込こむなんて、護衛とかいたら殺されても文句言えないよ」

「別に襲おそうつもりとかねえって!!」

　まだ事態を理解していない私は、起き上がってベッドの上で後ずさる。そんなものでは何の頼たよりにもならないのに枕まくらに縋すがっていた。

　息が途と切ぎれ、そこでようやく、私は彼らをしっかりと目に入れた。

　視界に入ったのは、二人────一人は紅茶色の髪かみに青い瞳ひとみ。もう一人は鋼はがね色いろの髪に緑の瞳。私より二、三歳くらい年上と思われる二人組の少年だった。
















　二人が私を見る。

　私も二人を見た。

「何事ですかっ！」

　そこに駆かけ込こんできたのは、ゆめうつつの中で私を看病してくれていた修道女レラだ。

「ラグ！　ルファ!!　あなた達！」

「ごめーん、レラ」

「淑しゆく女じよの部屋に無断で押し入るとは何事ですか！」

「だから、ごめんってば。俺達が助けた子の様子が知りたかっただけなんだよ」

　ラグと呼ばれた紅茶色の髪の少年がパンと両手を合わせて、申し訳なさそうに謝罪する。

「眠ねむっていると言ったでしょう。まったく!!」

「襲う気とかないってば」

「そういう問題ではありません。淑女の寝しん室しつに無断で入るなど、言語道断の所業です」

「で、でも、レラ・アデーレ。確かにこちらのご令れい嬢じようは淑女かもしれませんが、ここは孤児院ですよ」

　レラというのは、修道の誓いを立てた人に対する敬けい称しようだ。正教はそれほど戒かい律りつに厳しくないが、修道の誓いを立てた彼らにはいろいろな勤ごん行ぎようが課かせられている。

「だから許されると思ったら大間違いですよ、ルファ。いいですか、ここがこの方のお屋や敷しきであれば、あなた達の首はとっくに胴どうから離はなれていますよ」

「こっわ」

「……あー……」

（……たぶん、そうです。っていうか、今のことをナディルさまにお話ししたら、きっと恐おそろしいことになるような気がします）

　彼らにはもちろんのこと、私も。

　うん。戻ってもこのことは話さないでおくから！

「そういうものなのです。ほら、二人とも、出なさい」

「なんでだよー。いくらキレイだからって、こんな子供に手は出さねーぞ」

「そういう問題ではありません。家族でない限り……いえ、家族であっても夫以外の男性は淑女の寝室に踏み入ることは許されないのです。さあ、早く出なさい」

「え────っ。まだなんにも話してねえのに！」

「あなた達は学校です」

「えーっ、もう祭りだろ！」

「今年は特に準備の必要もないですから、お休みの必要はありません」

「いえ、レラ・アデーレ。ちょっと考えていることがあるのです。僕らはその準備をしたいと思います」

「ルファ、ラグ……仕方のないことなのですよ。祭りの前にロゼフィリアの花壇が荒らされて、花が枯れてしまったこともまた母女神の思おぼし召めしなのでしょう」

「レラ、ご迷めい惑わくはおかけしませんから……」

「お願いします」

　少年達がそろって頭を下げる。息の合ったコンビだった。

「……仕方がありませんね」

　修道女……レラ・アデーレは大きなため息をついた。

「わかりました。屋台セルドのことはあなた達に任せます。……ただし、何をするか決めたら、必ず報告すること。いいですね」

「はーい」

「もちろん」

　やった！　と口々に喜びをあらわしながら、出ていく二人を見送る。

「さて……」

　そして、レラ・アデーレは私のほうに向き直った。

「……あの……」

「……申し訳ございません、おフ嬢ア様ラ」

　深々と頭を下げる。

『おフ嬢ア様ラ』と呼びかけるのは、私の身分がわからないからだろう。その呼びかけは汎はん用よう性せいが高く、貴族の令嬢に対する呼び方としてほぼ万ばん能のうだ。

　ただし、王族に呼びかけるにはやや不適切だ。敬意が足りないと思われる。

（でも、ここで身分を明かすわけにはいかないので……）

　私は何くわぬ顔でレラの方を向いた。

「あ、いえ。驚いただけなので……気にしないでくださいませ。あの……この寝間着ありがとうございました」

「いいえ」

　レラは穏やかに笑った。

「それで……その……ここは、どこなのでしょう？」

「ここは、王宮の西側。レガリア地区にある聖堂に付ふ随ずいした孤児院です」

「こじいん」

「はい。おフ嬢ア様ラは、なぜこのようなところに？　失礼ながら、ここは貴女のような貴族の方が足を踏ふみ入いれるような場所ではございません」

「……その……私、逃げて来たのです」

「逃げて来た？　何からですか？」

「それは……」

　ここで生命を狙ねらわれているようだと言ってもよいのだろうか？

（いや、でも、下手に何かを言って孤児院に迷惑がかかるのは困る）

　エレーヌ様がいない以上、グラーシェス公こう爵しやく家けの屋敷に私が行くというのはちょっと保留だ。となれば、当面の拠きよ点てんが必要だった。

　私が目を伏ふせて考えこんでいるのを見たレラ・アデーレは、私がどうしても答えられない理由を自分で考えて補完してくれたらしい。

「わかりました。今は理由を問いますまい。ですが、このようなところでは、いつまでもお嬢様をお預かりすることはできません」

「……私、建国祭の日にはどうあっても家に戻らねばならないのです」

　花の乙女おとめを務める私がいなければ、建国祭ははじまらない。

　他の年であれば代役がいるけれど、今年に限って代役はない。王おう太たい子し妃ひである私の代わりはいないのだ。

「そうですか」

「どうやって戻ったらいいか……少し、考えたいと思うのです」

「……わかりました。それまでは、どうぞこの室へやを遠慮なくご利用ください」

　建国祭までであれば、あと一週間弱といったところ……それくらいならばかまわないと思ってもらえたのだろうか？

「ありがとう、レラ……」

　あっさりと提案されて、私はほっとしてうなづいた。

「アデーレですわ」

「ありがとう、レラ・アデーレ」

「いえ。……後こう悔かいなさいませんよう。ゆっくりお考え下さい」

「はい」

　レラ・アデーレはたぶんいろいろ勘かん違ちがいしている。

　でも、その勘違いを正すことはできない。今の私には話せないことが多すぎるのだ。

（ごめんなさい）

　美しい所作で一礼して出ていくレラは、おそらく貴族の出身だ。身のこなしがとても美しいし、言葉に上流階級特有のアクセントがある。

（たぶん、事情があるのでしょう……）

　貴族の娘が修しゆう道どうの誓ちかいをたてて修道女にまでなるのだ。軽い事情ではないだろう。

　もしかしたら、レラ・アデーレが私にとても親切なのは、我が身とひきくらべたのかもしれない。

（でも、たぶん、あなたの事情と私の事情はまったく違うと思います……）

　それが少しだけ、申しわけなかった。
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「よっ」

「……あの、こんにちは」

「別に怪あやしいもんじゃねえからな。もう声あげるなよ」

　レラのご厚こう意いで着替えとして簡素なワンピースをお借りした。さすがにあのガウンのままでは目立ってしょうがないのでとてもありがたい。ちょうど着替え終わったところに、さっき出て行ったはずの二人組が窓から顔を出した。

「……………こんにちは」

　もちろん、私は警けい戒かいを隠かくせない。相手は少年とはいえ、見ず知らずの相手なのだ。

「ほんとに怪しい者じゃないよ。僕らはここの孤児院でお世話になっているんだ」

「……あのさ、俺らがあんたを助けたんだ」

「……それは、ありがとうございます」

　それを聞いて、少しだけ肩から力が抜けた。

　そして寝台に腰をかけたまま背筋を伸ばして、改めて二人に向き直る。

「助けてくださって、本当にありがとうございました」

　心からの感謝を伝えて頭を下げる。

「……あ、うん」

「ご丁寧にどうも」

「あんたさ、しばらくここにいるんだろ」

「……迎むかえが来るまでお世話になります」

「……迎え、ね」

　ラグと呼ばれていた方の少年が唇くちびるを歪ゆがめて嗤わらった。

「はい。私の家族は一人きりですから……きっと心配していると思います」

（ナディルさま、どうしているかしら……）

　離れている夫を思った。離れていること自体はいつものことだけれど、今回はおかれている状じよう況きようが違う。

（きっと捜してくれている……もう外に出ていることはわかっているのかな。……それとも、まだ城内を捜しているのかしら……）

「一人きり？　家族ってお父さん？　お母さん？」

「母は私が生まれた時に亡なくなりました。父は再さい婚こんしているので……」

「じゃあ、家族って誰？」

　矢や継つぎ早ばやに聞いてくるルファと呼ばれた少年の勢いに気け圧おされながらも、私は答える。

「……夫です」

「へ？」

「おっとぉー？」

「ええ」

（隠すことじゃないよね？　別に）

「事情があって結婚がとても早かったのです」

　詳くわしくは申し上げられません。と言うと、二人は顔を見合わせて「人妻？　え？　人妻なの？」とか「夫って……夫って……」とぶつぶつつぶやいている。

　何がそんなに彼らの琴きん線せんに触れたかわからないけれど、ちょっとおかしい。

「それで？　私に何か御ご用ようですか？」

　放っておいたらいつまでもやっていそうだったので、私の方から問いかけた。

「……え、ああ、すまねえ。ちょっと衝しよう撃げきだったもんで……」

「ごめんね。ちょっと驚いただけなんだ」

「いえ、かまいません」

　それよりも、用があるなら早く言って下さい。私はこの後、どうやって帰るのかを考えなければいけないのです、と目線で二人を急かす。

「あ、ああ……」

「えーと……君、貴族のお嬢様だよね？」

「はい」

　私はうなづく。

　より正確に言うならば、大貴族のお嬢様で王族で王太子妃だ。

　とはいえ、今ここで、身分や家いえ柄がらが役に立たないことくらい私にだってわかっている。もちろん、それを明らかにすることはないけれど。

「あのね、知ち恵えを借りたいんだ」

「は？」

「あのさ、ちょっとこっちに来れねえか」

「こっち？」

「そう。こっち」

　ラグが私のほうに手をのばす。

「……私に、窓を乗のり越こえろと？」

　あちらでならば、窓から外に出たことはある。

　私の住んでいた地域は北ほつ海かい道どうの中では雪の積もらない地域だったけれど、友達の家が豪ごう雪せつ地ち帯たいに引っ越して、お泊まりにいった時に二階の窓が玄げん関かんになったことがあったし、小さい頃住んでいた家は、玄関よりも窓から出た方が通学路への近道だったから。

「え、ドアから出てもいいけど、こっちのが早いぜ？」

　いや、そういう問題じゃないです。あなた達、私のこと貴族のご令嬢だと思っているんですよね？　貴族のご令嬢と認識しているくせに私に窓を乗り越えろと言うのは結構な無茶ぶりじゃないんでしょうか？

「危なくないよ。僕も支えるから」

　ルファが真しん剣けんな顔で言った。この二人には、窓を越える以外の選択肢はないらしい。

「……わかりました。内ない緒しよにしておいてくださいね」

「何を？」

「私がこういうはしたない行為をしたということを、です」

　言いながら、壁かべ際ぎわの椅い子すを窓に寄せて、そそくさと椅子によじのぼる。椅子から窓まど枠わくへ。そして、差し出された二人の手を支えに、窓枠から飛び降りた。

「慣れてんじゃん」

「慣れてません！」

　少なくとも、今の私にはありえない不作法だ。

（……バレなきゃいいのです）

　そして、少しだけ……私を捜しているだろう皆みなや心配してくれているだろうナディル殿でん下かには申し訳ないけれど、本当に少しだけ楽しくなっていた。

（こんなの王宮ではありえません）

　王宮では礼れい儀ぎ作法で一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくが注目されて雁がん字じ搦がらめなのだ。普段はあまり意識しないようにしているけれど、時々とても息苦しくなる。

　窓を乗り越えて抜け出すなんて絶対にありえない。そのありえないことを自分がしてしまったことが驚きで、それで、どこかずっと息苦しく思っていたものを乗り越えたような気がした。
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　一歩、足を踏み入れた瞬間、全身がぞくっとした。

「……なんですか、この惨さん状じようは」

　そこは厨ちゆう房ぼうだった────いろいろとひどい有あり様さまだったけれど。

　だって、床ゆかが食材なのか廃はい棄き物ぶつなのかわからないもので埋うもれている。

　オーブンも薄うす汚よごれていて、鍋なべが出しっぱなしだ。これ、もしかしたら使う時に洗っているのではなかろうか。

「あー、ちょっと……」

「……掃そう除じです」

「え？」

「厨房は、食事を作るところなんですよ！　食べ物を扱あつかうんです。それがどういう意味かわかりますか？」

「え、あ？」

　私の中でちょっと面めん倒どうくさいやる気スイッチが入ってしまう。またの名を汚れ完全殲せん滅めつスイッチ。

　だって、この汚きたなさはとてもじゃないけれど許せない！

　こんなところで口に入れるものを作るなんて決して許されない！

「一人はまずごみを全部まとめて片づけてください。もう一人はそこのモップで床を磨みがいてください……いえ、床を磨く前にまずモップを綺き麗れいに洗ってきてください。汚いモップで床を磨いても汚くなるだけです」

「え？　あ？」

「はい、さっさと動く！」

　私はパンと手を叩たたく。

「このエプロン借りますね」

　私はそこにあったエプロンを借りて、ワンピースの上に重ねる。

　このワンピースは借り物だから、万が一にも汚よごすわけにはいかない。

　たぶん大人用の服を解いた布地を使ってつくられたもので、私には少し大きかった。

　きちんとアイロンされていたから、大切にしていたのだ。それを貸してくれたのだから、絶対に汚すことはできない。

　エプロンのポケットに入っていた三さん角かく巾きんを使って髪をまとめた。大きめの三角巾は私の頭をすっぽりと覆ってくれる。

「私はオーブンと作業台を磨きますね。……あ、そこのごみも片づけてください」

「あ、はい」

　オーブンは古かったけれど、まだ現げん役えきだ。

　王宮の私の厨房にあるものとほとんど変わらない……私が使い慣れている型の原型となったタイプで、一度にスコーンとクッキーが焼けるだけでなく、空いている火ほ口くちでジャムを煮に詰つめることもできる。

「いいですか、食べ物を扱う場所はまず清潔が第一ですからね！」

「「はい」」

　二人はそろって良い返事でうなづく。

（あれ？　ところで用事はなんだったんだろう？）

　きっとまだ言い出さないところを見ると緊きん急きゆう性せいが薄うすいのだろう。

（まずは何をするにせよ、掃除です）

　私はたわしを握にぎる手に力をこめ、古いオーブンの煤すすだらけの扉を磨き始めた。

　掃除をはじめておよそ二時間足らず。よく働く二人のおかげで、厨房はあっという間にピカピカになった。

「……綺き麗れいになりました」

　新品同然とはいかないものの、磨き抜いたオーブンは鈍にぶい光を帯びている。

「こっちも、見ろよ、ほら！」

　二人の少年も嬉しげに声を上げた。

　床も壁かべも元の色を取り戻し、見違えるようだった。

　もちろん、古さはある。壁にはシミもあるし、床だってベコベコなところがある。でも、綺麗にきれいに磨きぬいたおかげで厨房は驚くほどその印象をガラリと変えていた。

（厨房は清潔が一番です！）

「……ここがこんなだったなんて」

　綺麗になって整理もしたせいで何だか広くなったようにも見える。

「これが当たり前の状態ですよ。厨房というのは口に入る食べ物を扱うところなんですから、常にピカピカでないと！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめて力説する。

　クレンリネスは重要なのだ。

「……で、何のお話でした？」

　私はぐったりと床に座すわりこんだ二人にたずねる。この二人は何か私に話があったはずだ。

「……やっとかよ」

「覚えていてくれたんだね……」

「はい」

　私は綺麗に磨いた棚たなに、砂糖壺つぼや塩の缶かんを戻していく。

（……砂糖、塩、これはたぶん小麦粉……あっちにある大きな袋ふくろも小麦粉だった。それから、この麻あさ袋ぶくろに入っているのは蕎そ麦ばで、この壺は蜂はち蜜みつみたい……）

　当然のことだけど、それほどいろいろなものがあるわけではない。

（孤児院だからさほど裕ゆう福ふくではないわけで……つまり、一いつ般ぱん庶しよ民みんのおうちの台所はこれくらいの水準なんですね）

　少し落ち着いてみると、ものすごく興味がわいてきた。

　ピカピカに磨いた鍋は、古いけれどちゃんとした銅製だ。

　たぶん、ここが聖堂の付属施し設せつだからこその贅ぜい沢たく品ひんだと思う。おそらくこの子たちは贅沢品だと思っていないだろうけど。

（不ふ釣つり合あいなものが時々ありますよね）

　たとえば、砂糖だ。砂糖は高価なものだけど、国内で生産が可能になったためにダーディニアでは一般家庭にも普及している。

　そんな砂糖がここには二種類もある。

　茶色い普ふ通つうの砂糖があるのはいい。一般家庭でも手を出せる安価な砂糖で、ちょっと雑味があるけれど、これはこれでおいしい。

　でも、白晶砂糖は違う。このさらさらの白砂糖は、昔は薬として扱われていたくらい高価な品だ。最高級の品ではないけれど、この孤児院にあるには高価すぎるものだ。

（……それもきっとここが聖堂付きの孤児院だからってことなんだろうな）

　二十歩歩けば神様にあたるなどと言われるくらい、王都アル・グレアには多くの聖堂や祭さい殿でん、大小さまざまな祠ほこらなどがある。それは、国教であるルティア正教のものに限らない。

　他のさまざまな宗教や民間信しん仰こうや土着の神の祠などもあって、ダーディニアの宗教に対する寛かん容ようさのあらわれとなっている。

　王都にあるそういう施設の数はおよそ三百を超こえると言われているが、それは、それほど多くの宗教施設が運営していけるほどの寄進、喜き捨しやが恒こう常じよう的てきに行われているということだと思う。つまり、王都の人々にはそれだけ生活に余よ裕ゆうがあるのだ。

（本当に貧しかったら、寄付とか寄進なんかできないもの）

　食べるのに精いっぱいだったら、他者への施しなど無理だと思う。

　以前、シオン猊げい下かにおうかがいしたことがあるのだけれど、ルティア正教における寄進、喜捨の品で最も多いのは金だという。金──黄金で作られた数々の細工品や金貨……それから金塊。形状はさまざまだが、どれも価値ある品であることは間違いない。それは金が母女神の恩おん寵ちようと呼ばれ、母女神の光が地上に落ちて生まれたものとされているからだ。

　そして、金に次いで多いのが砂糖だ。母女神であれど、女性であるからには甘あまいものが好きに違いないという噓うそか本当かわからないような理由がはじまりだったらしいが、本当のところはよくわからない。今ではもう砂糖は聖堂における定番の喜捨品だ。

　貧しいものは茶色の安価な砂糖を、裕福なものは白銀の高価な砂糖を寄進する。

　そのせいで聖堂には常に砂糖が売るほどあるのだという。

　シオン猊下は甘いものが大好きなのだけれど、聖職者になった理由の一つが甘いものを好きなだけ食べられるからだと、どこまで本気かわからない話をしてくれたことがある。聖職者にそういう例は珍めずらしくないのだとも言っていた。

　聖堂では寄進された砂糖を使ってジャムを作ったり、女神に捧ささげる砂糖菓が子しを作って評判になっている聖堂もあるとナディに聞いたことがある。

　聖堂を挙げて大々的に菓子を作っているらしいけれど、それでも砂糖が余るそうだ。

（だからこそ、さほど生活の余裕があるとは思えない孤児院にもこれほどの量がある……）

　この大きな砂糖壺は、聖堂に付属の孤児院だからこそ許されているいささか不釣り合いとも言える贅沢だろう。

　砂糖は需じゆ要ようが高い商品だ。売ってお金に換かえればいろいろなものが購こう入にゆうできるのだけれど、聖堂では喜捨品の直接売買が禁じられている。

　母女神に捧げられたものを売り買いすることは許されないのだ。

（じゃあ、聖堂で売ってる他のいろいろな品々は何なんだ、っていうことになるよね）

　例えば、土産物として聖堂の片かた隅すみの台の上に定番のジャムや焼き菓子などが並べられているのだが、形式上それらは販はん売ばいされているわけではないのだ。

　この例で言うと、寄進された砂糖はすべて一度母女神に捧げられ、それを加工したものもまた母女神の為に作られたものであるとされる。そして、それを再度母女神から下さげ渡わたされて私達が賜たまわったとすれば対価は必須であってもそれは売買ではないというのが建前なのだ。

（屁へ理り屈くつみたいなものですけどね）

　それで宗教的な戒律に触ふれることなく上手に運営してゆけるのならば、それはそれでいいと思う。




「あんたに頼たのみがあるんだ」

　ラグと名乗った少年が真剣な顔で私に言う。

「僕らに少しでも恩を感じてくれてるなら、願いを聞いて欲しい」

　ラグよりも幾いく分ぶん丁てい寧ねいな口調で……そして、同じくらい真剣な様子でルファも言った。

「できるだけお礼はしたいと思っていますけれど、できることとできないことがありますから……」

　安やす請うけ合あいはできない。

「……そんな難しいことじゃない。まずは、これを食って欲しい」

　ラグがどこから出したのかわからない皿を私に差し出した。

「……これは？」

「とりあえず食べてくれないか」

（……あー、毒見なしで何かを口にするのはちょっと躊躇ためらいますよね）

　何しろ、殿下にさんざん注意されている。けれど、ここで断るのはちょっと角がたつ。

（……でも……）

　殿下の言いつけを破るのは本当に心が苦しいのだ。

　私はマジマジと差し出された皿を見た。ここには殿下がいないとはいえ、心理的にすごくプレッシャーがかかる。

　白い皿に並べられているのは、たぶんクッキーだ。

　特別な技ぎ巧こうをこらしたわけでもない、材料もこの孤児院で揃えられる最低限のもの。

（……普通のクッキーに見えます）

　少なくとも、殿下の心配するような毒物が含ふくまれている可能性は低い。

「うちで一番料理がうまいやつが作ったクッキーなんだ」

「……わかりました」

　女は度胸だ！　と思って、私はそのクッキーを口に入れた。

　ちょっと粉っぽくてかため。トッピングは特になし。けれど、ほのかなバターの香かおりがするのがアクセントになっている。

（ちょっと甘いホットミルクなんかに添そえるといいかもしれません）

　バリバリと音をさせておせんべいみたいに食べる。ミルクにつけて少し柔かくして食べてもいい。王宮ではありえないけれど。

「どうだ？」

「味はどうですか？」

　二人は身を乗り出すようにしてこちらをうかがってくる。

「……別に普通です」

　少し焦こげ気味のものが混ざっているけれど、味は特別でも何でもない。ありきたりなクッキーだ。

（可もなく不可もなくっていったところかな……）

「じゃあ、これは？」

　ルファが差し出した皿にのっているのは焼き菓子だ。

（見た目は何となくフィナンシェっぽいけど……）

　指先でつまんでマジマジと見つめる。

　真四角の焼き菓子を観察してから、口の中へといれた。

　バターが強く香るのは、さっきのクッキーと一緒だ。

（たぶん、材料がほとんど一緒なんですよね）

　卵と小麦粉、それからバター。

「……これも、普通ですね」

　フィナンシェのようなお菓か子しを目指したかったんだろうけど、なりきれていないというか、まだまだフィナンシェには程ほど遠とおい。

「じゃあ、次はこれだ！」

　今度はラグが再び皿を持ってきて差し出す。

「……ちょっとこれは焦げていませんか？」

　私が口にしたのはサクサクのスティックパイもどきだ。見た目が一部焦げてしまっているけれど、生き地じ自体は成功している。

「……試食はいいんですけど、いったい、私に何をさせたいんです？」

（さっきからこの子達は、何がしたいんだろう？）

　厨房のテーブルの上に並べられた三枚の皿と二人を見比べる。二人はお互たがいに顔を見合わせ、それから私を見た。

「あー……えーと、最初から話すと長くなるんだけど」

「……どうぞ」

　とりあえず、時間はあるのだ。

　二人はまた顔を見合わせ、目だけで打ちあわせてちょっとだけ長い話をしてくれた。
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「つまり、売るはずだったお花がダメになってしまったから、孤児院の屋台で売るものを探しているのですね？」

「そう」

「お花をダメにした犯人はわかっているのですか？」

「証拠はないけど、うちの屋台の場所を狙った店の仕し業わざだと僕達は思ってる」

「だから、絶対泣き寝入りしたくないってこいつが言うんだ」

「当然だろ」

「何を売るかという目星くらいはつけているんですか？」

「……できれば食べ物。それでいて、簡単に作れるものがいい」

　屋台のことを王都の下町ではセルドと呼ぶ。

　元々の意味は、彼らが商品を並べている台のことを指すのだが、それが転じて今では屋台を意味するようになっていた。

「僕らでも作れて、あまり屋台で見たことがないちょっと珍しいものだとなおいい」

「貴族のお姫ひめさんなら、俺達なんかよりずっといろんな菓子を知ってんだろ」

「確かに知っています。でも、知っていても、作れるかどうかは別の話ですよ？」

　私は作れる。でも、この子達はそれを知っているのだろうか？　知っているのだとしたらどうして？

（まさか、私が誰なのかわかっているんだろうか？）

　私は内心で一度は下げた彼らへの警戒レベルを再度引き上げる。

「……俺達の孤児院にとって、建国祭の屋台ってのは貴重な現金収入の場だ。孤児院の運営費はいつもかつかつで、何をどうしたって余裕なんて生まれない。でも、この屋台セルドの現金収入は運営の予算に入ってない。稼げば稼ぐほど余裕ができる」

「僕達は学校に行かせてもらってる。孤児院の子供の授業料は無料だけど、教材費まで出してもらえるわけではなくて……いつも、レラには苦労をかけているんだ」

　身につまされる話だった。

　それは今の私ではなく、あちらでの私の境きよう遇ぐうと似ていた。

　幸い、私はささやかな遺い産さんのおかげで無事に学校を卒業できたけれど、授業料は何とかなっても、バイト代なしで生活費を賄まかなうことはできなくて、バイト三ざん昧まいだった。

（でも、だからって今の私が何かできるわけじゃない）

　今、私がするべきなのは、何としてでも王宮に戻ることだ。

（一刻でも早く、殿下の元に戻らなければいけないんです）

　彼らに同情したり肩入れしたりするのは、戻ってからのことだ。

　王太子妃の肩書のない私に何ができる、と思わないでもない。

（でも……）

　肩書のない私であっても、元お菓子職人パテイシエールである私には彼らを手助けできる技術がある。技術……あるいは、知識が。

（ううん……建国祭まであと一週間もないのに、彼らを手伝っている余裕なんかない）

　なのに、どうしようもなく心が揺れるのは、あんな夢を見てしまったせいかもしれない。

（アルティリエの想いを知ってしまったから……）

「あんたが作れるなんて、最初から思っちゃいない。だから、試食したり、貴族の間にはこういう菓子があるっていうのを教えてくれるだけでいいんだ。作るのは俺らでやる」

（……いや、それは無理だから）

「……今年だけはどうしても稼ぎたいんだ」

　ルファが決意を定めたまなざしで私を見た。

「なぜ、ですか？」

　聞いたらダメだと思った。

　理由を聞いてしまったら、きっと私は彼らの願いを断れなくなってしまう。

　でも……聞かずにはいられなかった。

　口を開いたのはラグだった。

「……ここの孤児院ってのは、ワケアリの子供が多い。俺やこいつ……ルファなんかは別に普通だけど、他の子供は、貴族の愛人の子とか、捨てられた貴族の子供とか、そういうのがたくさんいる」

「捨てられた貴族の子供ですか？」

「そう。で、そいつは母親が病気で死んで……そうしたら、母親との結婚をなかったことにされて、捨てられた」

（……遡そ及きゆう離婚だ）

「その子は今年が最後の機会なんだ」

「機会、ですか？」

「そう」

「何の機会です？」

「「大学受験」」

　二人は声を合わせて言った。

「そいつはとびっきり頭が良くて、でも、大学の受験なんて夢のまた夢だった……誰でも受験できるのが建たて前まえだけど、受験するには高額の受験料が必要だから」

「でも、そいつの書いた歴史学の論文を評価してくれる大学の教授がいて……その人が推すい薦せん状じようを書いてくれたんだ」

「それはすごいですね」

「そう。すごいんだ。……で、推薦状があると、受験料が半額になる」

「半額」

「うん。それでも、僕らには驚くほど高額だけどね」

「で、そいつに推薦状を書いてくれた大学教授が亡くなって、今年で三年になる」

　亡くなっている教授の推薦状って今でも有効なんだろうか？

「推薦状の有効期限が三年なんだ」

「今年で受験料半額の特典がなくなる。正規の受験料は俺達ではどうにもならない」

　だから今年限りなんだ、と彼らは言った。

「……大学を卒業できれば、あいつは戻れる」

「……戻れる、ですか？」

「だってヴェラになれれば、奴ど隷れいだって宰さい相しようになれるんだろう？」

「そうですね。ヴェラは特別です。貴族でなくとも、国王の側近になる資格があります」

　彼らの必死になる事情はわかった。

（わかりましたけれど……でも……）

「……自分のことじゃないのに、どうしてそこまで必死になるんです？」

　彼ら自身のことではないのにそんなにも必死になって、藁わら同然の私に頼むのだろう。

（仲間意識にしても必死すぎます）

「理り不ふ尽じんに奪われたものを取り返すことができるって思いたいからかな」

　ルファが言った。

「理不尽に奪われたもの……」

「うん」

「受かるかどうかわからないんですよね？」

「そうだけど……でも、せっかくのチャンスなのに、受験することもできずに諦あきらめるなんてひどすぎるから」

「別にあいつの為だけじゃない。これは俺達の……ひいては孤児院の為でもあるんだ」

「孤児院の為？」

「あいつが出世したら、孤児院の為にいろいろ尽じん力りよくすることもできるだろう？」

（でも、その時にはもう孤児院にあなた達はいない）

「俺らじゃなくても、俺らの後こう輩はいの為になればいいんだ……親がいない子供が、親がいないからって全部を諦めなきゃいけないのが嫌なんだ」

「!!」

「ルハイエ教授が言ったんだ」

「……ルハイエ教授」

　思いがけない恩おん師しの名前に、私は心底驚いた。

「推薦状をくれた大学の教授だよ。ここの近くに家があったんだ」

「すっごい偏へん屈くつで頑がん固こなじいさんな」

　その名前を聞いたら、もうだめだった。

（……ごめんなさい、ナディルさま）

　ちょっとだけ、寄り道を許してください。心の中で殿下に手を合わせた。

「……約束してください」

「約束？」

「準備、材料、手順。絶対に省しよう略りやくしないでください。お菓子づくりはとっても厳げん密みつなものなんです」

　私の真顔につられるように、二人もまた真顔になった。

「わかった」

「わかりました」

「それから、他た言ごん無む用ようです。教えるレシピは特別なものですから」

「……貴族の秘ひ伝でんとか、そういうのか？」

「そうです」

　私はあえて重々しくうなづいてみせた。

（というか、この国にあるかわからないお菓子のレシピなので……）

　それだけで彼らは、なぜ貴族の令嬢であるはずの私にお菓子が作れるのかを疑問に思わなくなったようだった。

（もしかしたら、貴族の令嬢は料理をしたりお菓子を作ったりはしないって知らないのかもしれないけれど……）

「その代わり、絶対に後こう悔かいはさせません。……私は最悪でも建国祭の前日までに帰らなければなりませんから、実じつ質しつ、一緒に作って売れるのは三日というところです」

　これから試作して、仕込みをして、明日から売り始めるとして三日。それが私の精いっぱいだ。

（三日で道みち筋すじだけでも作ってみせます）







　用意できる材料はそれほど多くはない。

　それでいて彼らの要望は多すぎる。

（基本材料は、小麦粉、バターにラード、砂糖、卵にミルクくらいでしょうか）

　それを踏ふまえて頭の中のレシピを検けん索さくする。

「……作り置きがきくものがいいと思うので、まず一つは焼き菓子ですね」

　その観点からすれば、クッキーというのはなかなかいい選択だ。

「そちらのフェグの実を使ってもかまいませんか？」

　目についたところにあった木の実を所望する。

「あ、うん。必要ならもっととってこようか？　裏の林でいくらでもとれるから」

「……いくらでも？」

「裏がフェグの林なんだ。この時期、孤児院のおやつはだいたいがフェグの実で。……チビどもでも簡単にとれるからさ」

「つまり、材料費がかからない？」

「ああ。いっつも腐くさらせちまって全部は食べきれないくらいとれる。……フェグの白い花の花びらからとれる香こう料りようが女神の薔ば薇ら香こうの材料なんだってさ。だから、聖堂ならどこでもフェグの樹を植えてる」

「……聖堂なら、どこでも……」

　それは、すごい。

　ちなみに、フェグの樹きというのは最長でも二メートルくらいにしかならない樹木だ。秋になると白い花を咲さかせて、冬に実がとれる。青いままの実からは少量とはいえ油がとれて、春近くにとれる茶色の実はちょっと大おお粒つぶのアーモンドみたいな見た目をしている。しかも味までアーモンドそっくりで、下町の屋台ではこれを塩と胡こ椒しようで乾から煎いりしたものをつまみとして売っていたりもする。

「フェグの実、採用ですね。とりあえず、これを細かく刻んでください。こっちは粗あらく」

「了りよう解かい」

「あと、そうですね。この孤児院ではバターとラードのどちらが手に入りやすいですか？」

「んー、バターかな」

「高価ですか？」

「いや、バターも喜捨品にあるから……だから、あんまり買わないな」

「ならばバターで……そうですね、バターの塊かたまりの半分くらいの量をこのボウルにいれて、砂糖をこのカップ二杯分」

「おう」

「それができたら、砂糖をこちらのカップ摺すり切り一杯分、白い方の砂糖だったらこの目盛りのところで。それで、そのボウルにいれてかき混ぜてください」

　クリーム状になると良いです、と言うと、ルファの手がそのスピードを増す。

（ポルボロンを作りましょう）

　ここが聖堂付きの孤児院というところからの連想なんだけど、スペインだったかポルトガルだったか……あちらの世界の修道院で作られていた美お味いしいお菓子だ。

「あとでちゃんとレシピは書きますけど、とりあえずは作業手順を見ていてくださいね」

　ポルボロンの一番のポイントは、歯ざわりがサクサクで口の中ではホロホロとほどけること。このサクサクさを出すのはそれほど難しくない。

「一番大事な作業は、最初に小麦粉と細かく刻んだフェグの実を炒いることです」

　見た目だけを言うなら皮なしのアーモンドプードルが一番なのでそこまで細かくしたものを使いたいのだけれど、粉にするのは重労働だ。子供達が作業するかもしれないことを考えたらできるだけ手間は少ない方がいい。

　フェグの実を挽ひいて粉状にするにはちょっと力も人員も不足している。

（あと、今のところこちらに来て食べたことがないものですから……）

　多少は目が粗あらいものを使っても、インパクトは充分あるだろう。

　まずは、細かく刻んだフェグの実を最初に十五分くらい炒ってボウルに移し、そこにさっき作ってもらったクリーム状にした砂糖とバターを混ぜる。

「よく混ぜたら、こんな感じにブロック状にして生地を少し休ませます」

　生地をいれたボウルにぬれた布ふきんをかぶせておく。

　休ませた生地を厚さ一センチくらいに切って天板に並べて焼けばできあがりだ。最後に真っ白な砂糖を粉にしてふるってもかわいい。

「ポルボロンの手順は、炒って、混ぜて、焼くだけです」

　簡単で、なおかつ食感が珍しいから、彼らの望む条件に合っていると思う。

「少し休ませるってどのくらいかな？」

「そうですね、三十分くらい。その間に別のものをもう一品作りましょう」

「もう一品って？」

「フェグの実のお菓子を作ります」

「フェグの実で？　この時期、フェグは珍しくも何ともないぞ。どこの屋台でも売ってる」

「そこで一ひと工く夫ふうです」

　余っている砂糖で飴あめの衣ころもをつけるのだ。

（糖衣のフェグの実にしたらちょっとは珍しいと思うんですよね）
















　簡単すぎるからもう誰かが作っているかもしれないけれど、聖堂付きの孤児院だからこそ気軽に使えているだけで、基本的に砂糖は高価なものだ。

（それを考えたら、充じゆう分ぶん、採算とれるはずです）

　フライパンに一つかみのフェグの実をいれて炒る。全体的に火が通ったら、砂糖を振ふりかけて、フライパンを揺らしながら砂糖を溶かして飴の衣をつけていく。

「これをちょっと高級そうにするのでしたら、仕上げに粉砂糖の中にいれてコーティングします。でも、手順が増えるので今回はこのままです」

「「おお─────っ」」

　二人が感心したような声をあげる。

「焜こん炉ろがあればこの甘いフェグの実は屋台で実演してもいいかもしれません」

　何たって手順が簡単だ。炒いって砂糖を絡からめるだけでいい。ただそうすると、競合店がたくさんできると思う。見た目どおりで、タネも仕掛けもないから。

「木の実でしたらフェグの実と限らず何にでも応用できます。それから、同じ材料でお砂糖を増やして飴にするとまた違うものになります」

「あめ？」

　説明するよりも作った方が早いだろう。

　綺麗に糖衣がついたフェグの実を皿にあけ、軽くフライパンを洗って火にかける。それから荒あらく砕くだいたフェグの実をいれて炒めはじめた。

　味見にと糖衣のフェグの実に手を伸のばしたラグとルファの手が、しきりに皿と口を行き来している。

（味見だけで全部なくなってしまいそうですね）

　やや粗熱がとれ、薄くキャラメリゼをした実はパリパリとした食感がとても楽しい。

（……甘くて香ばしくて、確かにクセになるかも）

　ここから発展させてアーモンドドラジェならぬフェグのドラジェを作ってもいいかもしれない。そんなことを考えながら、荒く砕いたフェグの実が薄く色づき始めたところで砂糖を振り入れた。さっきと違って砂糖の量は多めだ。

「これ、もうちょっと砂糖いれて飴の分量を増やして、冷やしてなめる飴にしてもいいんですけど、今回は飴というよりはフェグの飴がけみたいな感じですね」

　砂糖が溶けてぷつぷつと泡あわ立だつ。それが少しずつ飴あめ色いろを帯びてゆくのを観察しながら、適当と思うところで止め、木べらでかき混ぜた。

「で、これは温かいうちに成形してしまいます」

　木き匙さじで丸くすくって、皿の上に並べていく。

「温かいうちに、こうして砕いていないものをのせて飾かざりにしてもいいですね」

　舐なめる飴というよりはフェグの飴がけなので、一つ一つを少し大きめに成形した。

「包装はどうするんだ？」

「花束に使うはずだった薄い蠟ろう引びきの紙を使えばいいんですよ。クッキーと飴がけはキャンディのように包んで、リボンで留とめます。リボンの色をかえると見栄えがしていいと思います」

　蠟引きの紙は飾かざり気けのない白だけど、リボンはいろんな色を用意してあるという。

「さて、ではそろそろメインのポルボロンを焼き始めましょうか」

「ぽるぼろん……？」

「ホロホロとした食感のクッキーのことですよ。さっきの生地を焼くだけです」

　といってもここからの作業に難しいことは一つもない。

　焼けるまでの間を惜おしむように、二人はちょっと待っててくれと急いで出て行った。

　他の子供達にフェグをとってこさせるのだという。

（……疲つかれた）

　誰もいなくなった厨房で、私はようやくほっと一息をついた。

　ここでこんなことをしている場合じゃない、というのはわかっている。

　でも、もう彼らを無視して帰ることはできなかった。

（……これは、教授の遺のこした宿題ですから……）

　なぜあんな夢を見たのかわからない。でも、今この時にこの記憶を取り戻した事に、特別な意味があるように思えた。

　三日間だけ、今日を入れても四日だけ手伝うと決めただけだ。

（別に帰ることを諦めたわけじゃない……）

　ちゃんと帰り道を模も索さくしながら手伝うだけだから、と心の中で呟いた。

（これはナディルさまの力を借りずに、『今』の私ができる精いっぱいの手助けです）

　教授の宿題の答えになるかは、まだわからなかった。

（ナディルさまは待っていれば絶対見つけてくれる……）

　そう思いはするけれど、待っているだけでいいのか、とかそれでは間に合わないかもしれない……とか心は千ち々ぢに乱れる。

（……間に合わないかもしれない）

　ちゃんと決めたはずなのに迷う。

　私は、パンと両頰を叩いて気合をいれた。

（……まず、最初から状況を整理しよう）

　とばっちりなのか、あるいは自分が本命なのかわからないけれど、生命を狙われた。

　次、逃にげ出だしたら王宮で迷子になり、戻るに戻れなくなって王宮を出ることになった。ちなみに迷ったせいで疲れ切って体調を崩くずした。

　そして、詳しよう細さいがよくわからないけれど今はレガリア地区の孤児院にいる。ここにいることはたぶん誰も知らない。

　それから、一番大事なこと────帰るためのタイムリミットは、ギリギリなら五日。

（しかも、ただ戻ればいいってわけじゃない）

　ほぼ唯ゆい一いつにして絶対の条件は、『秘ひ密みつ裡りに戻る』こと。

（私が王宮の外に出た事実が公おおやけになれば、ナディルさまの立場が悪くなる。下へ手たをすれば、建国祭どころではなくなるかもしれない）

　でも、私が一人で王宮にこっそり帰るというのはたぶん無理。

（エレーヌ様がいない今、グラーシェス公爵を頼ることはできない）

　不思議なことだけど、私はエレーヌ様は無事に戻られたのだろうな、という確信をもっていた。エレーヌ様は世間知らずな方だけれど、これまでの人生をあの性格のままで生きられるほど運が良いし、それにあの方に本気でひどいことができる人はいないと思う。

（エレーヌ様には裏表がないから）

　人というのはたぶん、自分を映す鏡のようなところがある。

　だから、誠意には誠意が返ってくるし、悪意には悪意が返ってくるものなのだ。

　たぶんエレーヌ様はたくさん騙されているだろうけれど、騙した人はきっと、その報いを受けているに違いない。

（でも、そうなると、エルゼヴェルトを頼るしかないのかしら……）

　私が己おのれの実家であるエルゼヴェルトを頼るというのは本来であれば自然なことなのだけれど、正直、実家との縁が薄い私にはそういう感覚が乏とぼしい。

（何よりも、ナディルさまが絶対に嫌いやがる……）

　でも、エルゼヴェルトならば私をこっそりと王宮に戻すことができる。

（ちょっとずるいけど、あのお父様は断らないでしょうし）

　私に負い目のあるエルゼヴェルト公爵は絶対に断らないし力を尽つくしてくれるだろう。

（あとは……）

　おそらく秘密裡に私を捜しているだろう殿下の配下の人達とうまく巡めぐり会あうことができるかどうか……。

（とりあえず、エルゼヴェルトに頼るのは最後の手段だ）

　殿下の仏ぶつ頂ちよう面づらが脳のう裏りに浮うかんだ。

　心配しているだろうな、とは思うものの、心のどこかで殿下が慌てたり焦あせったりしている想像がつかないとも思う。

（私が行方ゆくえ不明になったからといって、それだけに構っていられるほどお暇な方ではないし……）

　即そく位いを控ひかえた忙いそがしい時期にこんな事態になったことを申し訳なく思う。

（……ミレディが責められてなければいいけど）

　目の前で私が狙われて、それで行方不明になってしまったのだ。さぞ、気にしているだろう。

（……本当に、ごめんなさい）

　もちろん、ミレディだけじゃない。リリアも他のみんなもきっと心配してくれているに違いない。

　なのに、オーブンからフェグとバターのいい匂においが漂ただよってきたら、それまで感じていた焦しよう燥そうとか、どうしていいかわからない不安とかそういうものがふわりと軽くなった。

（我ながら現金というか、何というか……）

　こんな時であっても、おいしいものがあれば元気になれるのだ。

（お菓子は疲れた心の特とつ効こう薬やくです！）

　私は目を閉じて、甘い香りを堪たん能のうする。

　甘くて、香ばしくて、それでいて心をくすぐる香り。

　もうすぐできるよ、の合図の香りだ。

「たっだいまー」

「戻りました」

　二人が戻ってくる。

「……えーと……」

　私はここで二人におかえりなさいを言うべきなんだろうか？

（でも、私の家はここじゃない……）

　迷った末に結局何も言えない。でも二人はまったく気にしていないようだった。

「あー、お嬢、紹しよう介かいするな。こいつら、うちのチビども」

　彼らの背後から姿をあらわしたのは子供達だった。

　上は十二、三歳から、下は三歳くらいだろうか。総勢九人がずらりと並ぶ。

「おねえさん。おかしありがとう！」

「あのね、あのね、甘いのおいしかった！」

「フェグの実嫌いだけど、甘い実は大好き！」

「クッキー、なんで口の中で溶けちゃうの？　フィーが作ったのと全然違うよ」

「フィーのは固焼きビスケットだろ」

「ねえねえ、いい匂いするのなあに？」

　口々にいっせいにしゃべり出すと、まるでスクランブル交差点のど真ん中の喧けん騒そうに放ほうり込こまれたみたいだった。

「あー、おまえら、そんなにいっぺんにしゃべっても、お嬢さんにはわからんから！」

「はいはい、整列っ」

　ラグとルファは、彼らのまとめ役なのだろう。パンパンと手を叩いたルファが皆を整列させる。

　二人の言葉に、子供達はちゃんと従った。

「みんなでお願いするぞ」

（え？　何を？）

「チビどもにもう一度、さっきの作り方を教えてやってほしいんだ」

「え？」

「あ、火を使うのはこっちの二人だけ」

　こいつら、と示されたのは私と年ねん齢れいがそんなに変わらない女の子と男の子だ。

　そして、小さな声が、いっせーのーで、という合図を口にする。

「え？」

　私が聞き返そうとした瞬しゆん間かん、全員が一斉に頭を下げた。一いつ瞬しゆん前までは口々に別のことを話していたはずなのに、そこらへんの息の合いっぷりに驚く。

「「「「「「「「「よろしく、おねがいします」」」」」」」」」

「あ、はい」

　こんなことをしている場合じゃない、と思う、乗りかかった船なのだから、と考える己がいる。

（別に、子供達に同情してるとかじゃない）

　ただ、あちらの世界でもこちらでも自分のことを孤児のようだと思っていたから、何となく一方的に共感を持ったのだ。そして、今は自分にできることで手助けができるならしたいという気持ちがある。

（帰るまでの間だけだから……）

「……こちらこそ、よろしくお願いします」

　私は覚悟を決めて深々と頭を下げた。
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「だから、言っただろ。絶対にいつか遭そう難なん者しやが出るって！　全面封ふう鎖さしておけばよかったんだよ！」

「そんなこと言ったって、今いま更さらだろ」

「そもそも、警備の騎き士し達は何をしていたんだ？　王宮内に曲くせ者ものの侵しん入にゆうを許すなど！」

　怒ど声せいが飛とび交かう会議室の中、ナディルの周囲だけはとても静かだった。ナディルの発する怒ど気きに恐おそれをなしているのか、話しかける者もいない。

　この状態のナディルに話しかけることができるのは、どちらも別な意味で怖こわいもの知らずなフィル＝リンかクロード・エウスくらいのもので、彼らが不在の今、皆みなはチラチラとナディルの方を窺うかがうだけで誰だれも何も言えずにいた。

「失礼します」

　だから、その何思うこともなく話しかけられる二人であるところのフィル＝リンとクロード・エウスが連れ立って戻ってきたとき、皆は一様に胸を撫で下ろした。

「殿でん下か、ご報告を申し上げてもよろしいですか？」

　先に口を開いたのはクロードだ。

「……ああ」

「妃ひ殿でん下かの女官が言っていた通り、祖母が本日あの場所で妃殿下にお目にかかったのは本当に偶ぐう然ぜんだったようです」

「……なぜ、ルティアは正宮に行くのにあのルートを？」

　アルティリエの使っている後宮の一角から、ナディルの執しつ務む室しつへと続くルートは何通りかある。その中で、今回アルティリエと公こう爵しやく妃ひが出会ったあの場所を通るルートは最さい短たん距きよ離りではなかった。

　その疑問に答えたのは、何やら微妙な表情をしているフィル＝リンだ。
















「まず、姫さんがあんたに差し入れするって決めたのはたまたまだ。ただ、あのルートを通ったというのは偶然じゃない」

「偶然じゃない？」

「あのルートは姫さんのお気に入りのルートなんだ。途と中ちゆうの廊ろう下かに掛かっている絵が好きだとかでよく通るらしい」

「では、公爵妃がいたのは偶然か？」

「祖母がそこにいたのは故意です。どうも侍じ女じよが仕組んだようです。通りすがった者の話では、連れていた侍女が急に腹が痛いと言い出し、あそこで祖母に待っていてくれるように言ったらしいので」

「……そんな侍女、クビだろ」

　呆あきれた表情でフィル＝リンがつぶやきを漏もらす。

「知っての通り、祖母は侍女や女官に甘あまいので……」

　申し訳ありません、とクロードが頭を下げる。

「それで？　その侍女はどうしたのだ？」

「……トイレで死んでいたよ。腹痛を抑えるために飲んだ薬が毒薬だった」

　フィル＝リンは首を横に振ふる。

「……つまり？」

「たぶん、姫さんはとばっちり。本命は公爵妃のほうで、そいつらは王宮内にも人員を送り込めるくらいの権力や身分がある」

　そのへんは、そっちのが詳くわしいだろ、とフィル＝リンはクロードの方に視線を向けた。

「……どうも祖母は前々から脅きよう迫はくを受けていた様子なのです」

「様子とは？」

「……脅迫というのは、されている当人がそれを自覚しないと、脅迫として成立しないのですよ、殿下」

「意味がわからぬが」

「祖母は何度か脅迫状を受け取っていたようなのですが、自分が狙ねらわれているという自覚がなかったようです」

「はぁ？」

「なんだ、それ」

　周囲から突つっ込こみが入る。

「祖母は最初の頃ころの脅迫状は間ま違ちがって届いたと思っていたようなのです」

「宛あて名なが自分なのだろう？」

「はい。ですが、恨うらまれるのが祖母には己おのれのことだと思えなかったのでしょう」

「公爵妃が恨まれる理由は？」

　ナディルがトントンと指先で机を叩たたく。

　これは考え事をしている時のナディルのくせだった。

「……二年前の五日熱、わかりますか？」

「ああ」

「脅迫状の主はその時に身内を亡なくしたそうです」




　二年前、『五日熱』と呼ばれる熱病が隣となりのレサンジュ王国で発生した。

　この熱病が発生したことを知ったナディルは、即そく座ざにレサンジュとの国境封鎖と西部国境に隣りん接せつする地域すべての移動禁止を布告した。

　だが、レサンジュに隣接していたグラーシェス公爵領ネーヴェでは、それが徹底できなかった。貴族領において、王宮からの布告は絶対の強制力を持たない。領主の意志こそが、最優先とされる。

　この熱病の感染力に対してさほど危機感を持っていなかったグラーシェス公爵家の人々は、寒空の下、国に戻ることもできずに隔離されたテント村の病人達を哀あわれんだ。

　北国の冬は寒い。寒さに慣れぬ旅人が難なん儀ぎしていることを見過ごすことはできなかった。特に病人に子供がいると聞いた公爵妃は心を痛め、自らの別荘を一時的に病院として提供すると申し出たのだ。

　そして、一週間もたたぬうちに、ネーヴェの町にも五日熱が広がった。

　隣りん国ごくで人口を一割も減じるほどの猛もう威いを揮ふるった病は、ここダーディニアではネーヴェでの被害を除いて初期の隔離政策がある程度機能したために封ふうじ込こめが成立した。




「……それで？」

「祖母が五日熱の患者を別荘に入れねば自分の身内は亡くならなかったのだと……」

「それ、もう犯人の身元、明らかじゃないか？」

　話に加わってきた他の側近達の視線がクロードに集中する。

「首しゆ謀ぼう者しやと言っていいのか……脅迫状の人物はわかっている。それについては後で話す。とりあえず話を戻すぞ」

「おう」

　フィル＝リンがうなづく。

「我ネがー領ヴ地エでは、あの時に多くの犠ぎ牲せい者しやを出しました。ですが、隣国に比べればはるかにマシでした」

　内情を知っている者たちは深くうなづく。

「隣接していた王室直轄領ネイシュに比べると犠牲者の数は多い。とはいえあの病の感染力を考えればずっとマシです。不満をいだく者があったのは承知していましたが、原因となったと言われる別荘受け入れの件を言い出したのは祖母ではありません。噂になってしまったのは、祖父が不在だったために祖母が決断したせいでしょう」

「それでも、公爵妃が移動を決めなければ助かったのにと思う人間は多いでしょう。善意からの行動ではありますが、間違いだったのですから」

「間違い？　絶対に間違いというわけではない。結果だけ見ればネイシェと比べて死者の数が多かったせいでそうなるのかもしれないが……テント村に隔離されていたら熱病ではない病で死んでいたかもしれない。現に隔離が行われたネイシュでは寒空のテントに留め置かれたせいで肺はい炎えんになり亡くなった者もいる。ネーヴェはネイシュよりも北にあるのだ」

　何が正解なのかは他者にはわからないことだ、とナディルは穏おだやかに言ってつづけた。

「……話を聞いている限り、それは逆さか恨うらみではないのか？」

「私は逆恨みだと思っています」

　クロードが力強くうなづく。

「でも、だからこそ、祖母には恨まれる理由がまったくわからず、話が通じていなかったのです」

「……おまえんちのばあさま、浮うき世よ離ばなれしているからな」

「祖母は箱入りなんだ。祖父がそれをよしとしているものだから、この年ねん齢れいまでそのままで来てしまった……ほめられたことでないのはわかっているが、祖父がそれでいいとしている以上、周囲がどうこう言えることではない」

「それで？　なんで脅迫だとわかったんだ？」

「祖母が生命を狙われ始めたからだ。……我々が気付いていないところで他にもあったのかもしれないが、一つは侍女の仕業で……それで、護衛に取り押さえられた侍女が言った。自分の妹はあの熱病で死んだのだと。妹を返せ、と」

「一件ではない？」

「はい。こちらで取り押さえたのはすでに三件です。以降、祖母あての手紙は全部祖父が開けるようになり、いつの間にか脅迫は祖父に対して行われるようになったのです」

「それ、おかしくないか？」

　フィル＝リンが首を傾かしげる。

「何がだ？」

「公爵家では、手紙を全部自分で開けるのか？」

「まさか。ただ、祖母が絶対に自分で開ける例外が二つある」

「例外？」

「ああ。……エルゼヴェルトの紋章がついたものと、王宮の公こう用よう箋せんで書かれたものだ」

「……それで、これまでの手紙はどちらで来た？」

　ナディルの指先が小さくリズムを刻む。

「公用箋です──正宮のものが四通、政庁のものが二通、そして、王太子妃宮のものが五通」

　指先が止まった。

「……それで？　全部が全部、熱病被ひ害がい者しやの会なのか？」

　フィル＝リンが話を変えるようにわざとらしく声のトーンを変えた。

「そんな会はないが、あの熱病で身内を亡くした者ばかりだった」

「そもそも、そっちだってフィオニー嬢じようが亡くなっただろうが」

　公爵家ではクロードの姪めいにあたる長ちよう兄けいの娘むすめを、五日熱で亡くしている。

「……煽あおっている人間がいるな」

　ナディルがつぶやいた。

　何のために？　と皆が首を傾げる。

「グラーシェス個人に狙われる理由はあるか？」

「ない、とは申し上げられませんが、そもそもはじめから祖母を狙う理由がわかりません。祖母を亡くしたらもちろん我らは哀かなしみを覚えますが、年齢も年齢ですからもともと覚かく悟ごはしております」

「おまえんとこのばあさまが亡くなって得する人間なんているか？」

「……さあ。こういう言い方をすると人でなしみたいなんだが、祖母にそこまでの価値があるとは思えない。価値をつけられるのは祖父だけだろう」

「では祖母君が亡くなったら、老公が気落ちなさるとしよう。得をするのは誰だ？」

「跡あとを継つぐだろう私とアリエノールか？　父は関係ないだろう？」

　クロードが首を傾げる。北家はクロードの父をとばし次代をクロードにする話が進んでいる。

「そりゃあ、ないだろう。父君は公爵位を重荷と感じられる方だろう」

「まあな」

「……とりあえず、目的は置いておいていい」

　ひんやりとする声がした。

　誰もがそちらに視線をやらざるを得ない圧力。

　ナディルの場合、穏やかな声こわ音ねだからこそ逆に恐きよう怖ふを感じるのが側近達の常である。

「それよりもクロード、今王宮に入り込んだ賊ぞくを狩からせている。背後関係を洗え。フィル＝リンは公爵妃とルティアの足取りを追え」

「あー、姫さん、たぶんあれだと思うな」

　少しだけ口にするのを躊躇ためらう様子でフィル=リンは言った。

「たぶん、だけど……」

「心当たりが？」

「……地下に入ったのは間違いないんだよな？」

「ああ。……賊のうち何名かが姿無き衛兵に殺害されているのが見つかっている。……が、場所がバラバラで一定しないせいで、ルティアの足取りが追えない」

「……たぶんだけどな」

「さっさと言え」

　ナディルは眉まゆを顰ひそめて続きを促す。

「……たぶん、姫さん、方向音おん痴ちなんだよ」

「方向音痴？」

「おう」

「……そうか」




　ナディルがその一言で何を考えたのか、その横顔からは誰も窺い知ることができなかった。
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「お嬢フアラ、こっちはどうする？」

「それは水色のリボンにしてください。青系統の色のリボンをクッキー、赤系統のリボンを飴あめがけで使います」

「お嬢様、火加減、これくらいでいい？」

「ええ、いいです。フィー、焦こがさないように煮に詰つめてください」

「お嬢様、紙の大きさはこれくらいで大だい丈じよう夫ぶ？」

「ええ。のりしろをちゃんととってね」

　一番広い子供達の共同寝しん室しつは、今やどこぞの工房か、はたまた工場かというありさまだった。

　そして私はその中心で指示を出す立場になっている。でしゃばるつもりはまったくなかったのに、気が付いたらこういうことになっていた。

（なんか、王宮にいる時みたい）

　侍じ女じよや女官達と大量の差し入れを作るときを思い出す。

　まだ、王宮を出て三日しかたってないのに、もうずいぶんと時間が過ぎたように思えた。

（……ナディルさまは、ちゃんと食べてるでしょうか？）

　私がいないと面めん倒どうくさがって、またあの携けい帯たい糧りよう食しよくの缶かん詰づめを食べているかもしれない。

（いいえ、食べているならまだマシですね）

　私がいなくなったことできっと忙いそがしくしているだろう。忙しさがピークに達すると携帯糧食すら食べなくなるから要注意なのに、ここからでは何もできないことが口く惜やしい。

（心配かけるつもりは全然なかったんですけど）

　できれば仕事を減らすお手伝いをしたいと考えているのに、自分がさらに仕事を増やしてしまうなんて本ほん末まつ転てん倒とうだ。

（でも、でも、これは不ふ可か抗こう力りよくなんですよ！）

　そう。それだけは強く主張したい。

　だって、誰だれが王宮内であんな風に狙ねらわれると思うのだ。とっさに地下に逃げ込んだ判断は間ま違ちがっていないと思う。

（ただ、思っていた以上に私が方向音おん痴ちだっただけで）

　ついでに、同行者が自分と大差ない箱入りだったことも不運だった。

（……せめて、戻もどったらたくさん謝あやまって、それでナディルさまのお好きなものをたくさん作ろう……）

　私にできるのはそのくらいだ。




「ねえねえ、これでいい？」

　ふわふわの金の巻き毛の小さな男の子が、手にした紙の束をドヤ顔で見せにくる。

「はい。大丈夫ですよ。よくできました」

「えへへへ……」

　頭をそっと撫なでると嬉うれしそうに笑った。

　孤児院に客が滞たい在ざいするのが珍めずらしいせいだろう。小さな子達は割合早く懐なついてくれた。

　ここでの私の呼び名は『おフ嬢ア様ラ』ということになっている。

　私が名を教えたくなかったのと、孤児院の子供ではない以上、名で呼ぶわけにはいかないというレラ・アデーレの言い分とが一いつ致ちした結果だ。

「ラグ、今日からもう売りに行くんですよね？」

「おう」

「では、この後の手順をお話ししますね」

　作業に入る前に、まず、子供達を三つの組に分けた。

　愛あい想そが良く物おじしないタイプの子達をラグの組に。

　それから、背が高い子と身体能力が高そうな子をルファの組に。

　そして、それ以外の全ての子が私と一いつ緒しよに厨ちゆう房ぼうに入る。

「まず、ラグ達の組が屋台で販はん売ばいする係です。すでにできている商品をどんどん売ってください。商品名は『ホロホロクッキー』と『琥こ珀はく飴あめ』、それから『糖とう蜜みつ豆まめ』です。売るときには名前を連呼すること。足りなくなったら誰かがここまで補ほ充じゆうに来てください」

「りょーかい」

　ラグは売り子をする仲間達とうなづきあう。

「ルファ達の組はフェグをとりに行ってもらいます。で、とってきたら大きさを大・中・小に選えり分わけてそれぞれの箱にいれてください」

「わかった」

　すでに選り分けるための箱は準備済みだ。

「それで、お留守番組は私と一緒に作業してもらいます。フィー、お願いしますね」

「……わかった」

　女の子の中で一番年長のフィーが力強くうなづく。

「まず、お留守番組は、厨房で商品を作る班と大部屋で商品を包装する班に分かれて作業します。厨房班はルファ達がとってきたフェグを使ってクッキーを焼いたり、飴を作ったりして、包装班はそれを包んでいきます。包装できたものは随ずい時じ、聖堂に運んで祭さい壇だんに置いてください」

「なんで祭壇に？」

　ルファが首を傾かしげる。

「祭壇にはレラ・アデーレがいます。レラが祈き禱とうしてくれますので、祈禱が終わったら祝福の証明をいれてもらいます」

「祝福の証明って、御お印しるし？」

「はい。……きっとお菓子の真ま似ねする人間が出てくると思うんですよ。その時にそれが本物のシルシになります」

「本物のシルシ……」

「どのみち、聖堂の砂糖から作った品です。女め神がみに捧ささげてからじゃないと売る……じゃなくて、頒はん布ぷすることはできません」

「お嬢、聖堂のことに詳くわしいのか？」

　私が売るという言葉を使いかけてやめたことに気付いたラグに聞かれた。

「義理の弟が聖堂にいるので、よくお話を聞かせてもらっています」

「義理の弟……」

「ええ。夫の弟なのです」

　いい子なんですよ、とシオン猊げい下かの面おも影かげを思い出しながら笑うと、ラグはどこか複雑そうな表情をした。

（夫、とか、義理の弟ってラグのＮＧワードなんでしょうか？）

「ボクは？　ボクは？」

　私のエプロンを摑つかんでまとわりついている一番小さなウェイはもうすぐ四歳になるところ。人見知り癖ぐせがあると聞いたのに、私にはすぐに懐いてくれた。

「何がですか？」

「えっとね、ボクのおしごと！」

　この年ねん齢れいくらいの子は手伝いたがりだ。でも、できることはそう多くないし、任せるには忍にん耐たい力りよくがいる。

「ウェイには特別なお仕事がありますよ」

「ぼくのおしごと？」

「はい。だから今日は厨房で手伝ってくださいね」

「うん」

　こっくりとウェイはうなづいた。

「あー、お嬢、大丈夫なのか？」

「何がです？」

　ラグの問いの意味がわからずに問い返した。

「チビどもだよ」

　暗に足手まといだろうと言っているのだ。

「大丈夫ですよ。ウェイにもちゃんとやってもらうお仕事があります」

「うん」

　ウェイが、その言葉に力いっぱいうなづく。

「フェグを潰つぶす係ですからね。責任重大ですよ」

　試作では刻んでいたけれど、刻むより潰すほうが早く楽に細かくできることが判明してから、フェグは潰すことにした。紙かみ袋ぶくろに入れて木き槌づちで叩たたくだけなので小さなウェイでも十分立派な戦力になる。

「ウェイの作る潰したフェグがないとホロホロクッキーも、琥珀飴もできないですからね」

「ボク、がんばる」

「はい。お願いします」

　拳こぶしを握にぎり締しめて、固く決意する小さなウェイの姿は健けな気げで可か愛わいらしくて思わず頰ほおが緩ゆるんでしまう。

「人たらしだなぁ、お嬢は」

「そうでしょうか？」

「おう。……俺もだけど、あんたに何か頼たのまれるとつい調子にのっちまう」

「別に私は関係ないと思いますけど？」

「あんたがそこにいるだけで、何でもできるような気がすんだよ」

「ありがとうございます？」

「そこで疑問形なのがお嬢だよね」

　くすくすとルファが笑う。

「……私のことはもういいです。それよりも、これを皆みなに」

　エプロンのポケットから出したのはシュシュだ。こちらでは、髪かみを結ぶだけではなく、ブレスレットとしても使うので男性が持っていてもまったくおかしくない。

　王宮を出るときに着ていた孔く雀じやく緑みどり色いろのドレスは、滞在費代わりにレラに寄付したのだけれど、レラがその切れ端で作ってくれたのがこのシュシュだ。解いた上質なシルクの布から、たくさんの寄付がいただける品が作れると喜ばれた。

「売り子はこのシュシュを利きき手てにいつもしていてください」

　鮮あざやかな孔雀緑色は、生き成なりやごくごく薄うすいグレーといったあまり色のない服装をしている皆の中ではとても目立つ。

「……ねえ、お嬢」

「はい」

「これにも意味があるの？」

　ルファは自分の手首をひらめかせた。

「ええ。売り子の目印ですよ」

「鮮やかな色だから、目立つもんね」

「そうです。あと、この色は染めることが難しいので、模造品を作ることができません」

「なるほど。偽の売り子とかを防止するんだな」

「はい。商品は、おいしいことはもちろん大事なのですが、聖堂の孤児院で作っているということが最大の売りです」

「……それが、売りになるのか？」

「なります」

　私は即そく座ざにうなづいた。

「……ほんとに？」

　私のエプロンの裾すそをひいて尋たずねたのは、リナリーと呼ばれている小さな女の子だった。

「ええ。正確に言うと、聖堂の孤児院で作っているからというよりは、皆が作っていることが売りになります」

「私達が作っていること？」

「はい。食べ物で一番大切なのは安心して食べられることですよ。皆は聖堂付きの孤児院で育っていますから、清潔が習慣づいています」

　女神の傍近くにお仕えする聖堂の者達は、一いつ般ぱんの人達に比べてこまめに湯を使う。それから、洗せん濯たくもまめだ。

「あと、つくるまえにせっけんで、てあらい、にかい！」

「その通りです」

　そして、厨房に入るときの決まりは私が教えた。

　しっかりと手を洗うこと、髪をまとめること、三さん角かく巾きんをすること、エプロンをすること……あちらで当たり前だったルールは、こちらでは特別なことになる。

「ホロホロクッキー、琥珀飴、糖蜜豆……この三つのレシピは条件付きで聖堂に寄進するつもりです」

「お嬢？　それはどういう意味だ？」

「たぶん、すぐにマネする人間が出ると思うのです。でも、このレシピを聖堂に寄進すれば、取とり締しまってもらえますよね」

　聖堂に寄進すれば、それは聖堂の……いや、母女神のモノだ。母女神のモノを侵おかされることを聖堂は絶対に許さない。

「あとでレラに相談しておきますから、皆は一いつ生しよう懸けん命めい作ることを考えてください」

　子供達に裏の事情をこと細かく説明するのは野や暮ぼというもの。こういうことは大人の仕事だ。

（とはいえ、私の見た目は、皆と同じ子供ですけど！）

「おら、おまえら、仕事はじめるぞ」

　ラグが一声かけると、子供達は気合が入ったように背筋をのばす。

　殿下とはまったく違う方向だけど、その一声で皆を奮ふるい立たせることができるのは同じだと思う。




　そこで、くぅぅぅっと小さな可か愛わいらしい音がした。

「……おなかへった……」

　小さな小さな声で、私のエプロンの裾を摑んで纏まとわりついていたウェイが呟つぶやく。

　釣られたのか、別の方向からもぐうううううっと誰もが聞こえるくらいの大きな音が響いた。

「……ラグ？」

「あー、考えてみれば朝飯食ってないだろ」

　そこここで子供達のおなかの音が鳴る。

「……フィー、何かできるか？」

「何かって言われても……」

　すぐには無理だよ、とフィーは困った顔で言う。建国祭の前後というのは聖堂がとても忙しい時期だ。大人達も孤児院のことまで面倒を見ていられないのだろう。

　どうやら、自分達で食事を調達することになっているらしい。

「……私が作るわ」

「え？　お嬢、料理もできるの？」

「もちろん」

　任せなさい、と胸を張る。

　私の中ではどちらも同一線上にあるのだけれど、どうもこちらでは、お菓か子し作りと料理は別物という認にん識しきらしい。

「材料、ぜんっぜんないよ？」

「あるもので工く夫ふうするのがお料理です。フィー、リナリー、手伝ってくれるかしら」

「もちろん」

「はい」

「材料は何があるの？」

「……残り物の野菜と肉屋の手伝いに行ってもらってきた塩漬け豚の端っこ」

　それ以外だとニンジンの端っこが小さなボウルに一杯。それからネギの青いところばかり五本と、売り物にはならなそうな小さなジャガイモがボウルに半分に玉ねぎが三個とキャベツが一つ。塩漬け豚の端っこは、細かい切り落としが中くらいのボウルに半分と脂あぶら身みばかりの小さな塊かたまりが幾つか。

（どれも、これだけではちょっと……）

　食べ盛りの子供達九人の胃を満たすには少し……いや、だいぶ足りない気がする。

「主食になるものは？　パンとか……」

　フィーは無言で作業台の上で保管用の袋からパンを出して並べる。固くなったバケットっぽいパンだ。量は結構あるけれど、端っこばかり。

「いつも、パンはじぶんたちでやくの」

　今から焼いていたら、おなかと背中がくっつくんじゃないだろうか？

「あー、お嬢、小麦粉はクッキーに使うから、俺達の飯には使わないでくれ」

　しかも、すかさずラグから注意が入る。

「わかりました。では、何か穀こく物もつはありますか？」

「……米がちょっとあるな。あと、鶏にわとりのエサにもするようなひえとかあわとかきびとか」

「鶏を飼っているのですか？」

「おう、聖堂でな。……卵、何個か持ってこれるけど」

（卵と雑穀か……）

「では、雑穀たっぷりの肉にく団だん子ごスープと、ミルクトーストを作りましょう」

　雑穀で嵩かさ増ましした野菜スープの中に、塩漬け豚の肉団子を落としたスープと、ミルクトーストだ。ラグが持ってくる卵の数がわからないからフレンチトーストではなく、ミルクトーストということにした。

「まず、フィーは野菜を剝むいて切るのを手伝ってください。リナリーは水を汲くんできて」

「どんな形に切ればいい？」

「お水、どのくらい？」

「フィー、野菜はじゃがいも以外は全部荒いみじん切りです。ジャガイモはこれくらいのキューブ状で。……リナリー、お水はこのボウルとこの鍋にいっぱいです。まずはボウルにいれてね」

　まずは、スープから作ることにした。

　雑穀を軽く洗って水につけておく。野菜は火が通りやすいように全部粗あらみじんだ。

　塩漬け豚の脂身の塊を細かく刻み、同じく刻んだ青いネギと一緒にラードで焦げ目がつくくらいに炒め、リナリーが汲んできてくれた水を注ぐ。

　ジャガイモ以外の野菜を全部入れて茹ゆで、ひと煮立ちしたところでジャガイモを入れ、最後に脂身と一緒に叩いた塩漬け豚に細かく刻んだ野菜とパン屑くずをいれて嵩増しした肉団子をスプーンで鍋に落としていく。

「良い匂いがするー」

「おじょー、ぼくにもにくだんごくれる？」

「ええ。一人、三つかな」

　鍋が大きかったのでかなり多めに作ってしまったけれど、明日はこのスープにもっと雑穀をたくさんいれてリゾットにすればいいと思う。

　味付けはシンプルに塩と胡こ椒しように似たガザの実の粉。お肉のおいしい脂あぶらと炒めたネギがいい味を出している。ジャガイモと肉団子に火が通ったらできあがりだ。

「煮ている間にミルクトーストを作るわね」

　ラグが持ってきた卵は三つ。このパンの量だとやっぱり牛乳がだいぶ多い。

（ここはお砂糖多めにしましょう）

　さっきの様子からすれば、子供達はいつも甘いものに飢えている。いちおう、遅めの朝食というかブランチ代わりなのだけれど、たぶん、甘くてもまったく問題ない。

　私の手元をフィーがじっと見つめている。

「なぁに？」

「お嬢様は、貴族のお嬢様なのに、料理をするんだね」

「……ええ。お料理も私の仕事の一つなの」

　ナディル様の食事を整えるのは私の役目だ。……今のところはまだすべての食事というわけではないけれど、いつか！　という野や望ぼうはある。

「貴族のお嬢様にも仕事があるの？」

「もちろん。……貴族には、貴族の仕事や役目があるわ」

「貴族の役目？」

「ええ」

「……いばること？」

「まさか」

　私は、ボウルに卵を割り入れ、たっぷりのミルクを注ぐ。

　この孤児院で買っているミルクは生クリームができそうなくらい濃のう厚こうだ。

　お砂糖をたっぷりと投入し、泡だて器で丁寧に混ぜてゆく。カシャカシャという小気味よいリズムが心地よい。

「じゃあ、何が貴族の役目なの？」

　たぶん、フィーはそれほど難しい質問をしたつもりはなかっただろう。

　けれど、私が答えるにはそれはなかなか難しい質問だった。

　ダーディニアという国は、鍵かぎの姫を守るために成立した。

　つまるところ、王家の藩はん屛ぺいたるダーディニア貴族の役目もまた鍵の姫を守ることと言っていいだろう。

　私の中に脈々と流れるこの血を守るために建てられた国……建国王は、己の妃となった最後の皇こう女じよをどれほど愛したのだろう。

（ただ一人の為に国を興おこすほどの想い……）

　そして、今もなおこの血を守るためにいる人々のことを想う。

「……貴族の役目はね、この国を守ることよ」

「この国……」

「そう。ダーディニアを守ること」

「……お嬢様も？」

「私？　……私は……」

　私は亡くなられた陛へい下かの言葉を、それから、ルハイエ教きよう授じゆの言葉を思い出した。

「……私の役目は、この国の民を愛すること」

　ごく自然にその言葉が口をついて出た。

「……あいするって何？」

「んー……好きになること。大切におもうこと」

「……私達も？」

　フィーの質問の意味が一瞬わからなくて、それから、わかった瞬間に泣きたくなった。

「……当たり前だわ」

「お嬢様は、私達を好きになってくれるの？　親に捨てられた、私達を」

「ええ」

「どうして？」

（……私は、この国の王妃になるから）

「……こうやって、フィーたちと出会ったからよ」

　だから、心を決めることができた────たった今、生まれたばかりの覚悟だけれど。




（私は、この国の王妃だから）




「……ありがと」

　小さな小さな声で言われたその言葉を、私は決して忘れないだろう。

（こうして出会ったことは奇跡のような偶然だけど……でも、決して夢ではないから）

　この時間はなかったことになる。それはわかっていた。

（記録上はなかったことになっても、忘れたりはしません……）

「お嬢様？　どうしたの？」

「ううん。何でもありません」




　残り物の野菜や豚の塩漬け肉の端っこ等から作ったのは、雑穀と肉団子のスープとミルクトースト。

　どちらも皆が競ってお代わりをしたので、大鍋も大皿もきれいさっぱりと空になった。
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「……すごい人出なのね」

「祭りだからな」

　思っていた以上に販売用の荷物が多かったので、最初に皆で運んでしまうことにした。私も荷物を運ぶ組に入ったのは、一度くらい街を見てみたいと思ったからだ。

（たぶん、これはまたとない機会だ）

　こんなことしている場合ではない、と焦る気持ちがないわけではない。

　でも、正直なことを言えばどうすれば良いのかわからない。

　こういうとき、この世界での人生経験が足りないことをひしひしと感じる。

（……失なくしてしまった、私……）

　夢の中で思い出したように、失われたアルティリエの記き憶おくがあればもっとうまくやれるのだろうか？

　今の私は、どうすれば王宮にいる殿下に無事を伝えられるのかすらわからない。

　自分だけではできないから、誰かに頼たよろうと思っても、今の私には頼りにすべき人が誰もそばにいないのだ。

（地下を通らなければ、きっと影かげ供どもの人がいたんだろうけど……）

　影供というのは、わかりやすくいえば忍にん者じやみたいな護衛のことだ。騎き士しと違って、表には出ない人達……私にはそういう護衛がたくさんつけてあるとナディル殿下は言っていた。

　そういう人がいることに気付くこともあるけれど、気付かないことのほうがずっと多いし、普ふ段だんはあまり意識しない。

　彼らは気配を殺すことにとても長たけていて、私もそこまで敏びん感かんではないから。

　その彼らが絶対に立ち入れない場所というのが幾いくつかあって、その一つが王宮の地下通路だ。地下を通るというのは彼らを撒まくのと同じ意味を持つ。

（それに、自分から連れん絡らくをとるにしても、誰ととればいいのかがわからない）

　身分を明かさない……名乗らない私がナディル殿下と直接連絡がとれるはずがない。

　王宮では、侍女か女官に言付けるか手紙を渡わたせばそれで良かった。

　誰か信しん頼らいのおける人を間にいれて連絡をとろうと考えるのだけれど、結局最初に誰を選べばいいのかがわからない。

　そして秘密を守るためには、間に入る人の数が少ない方がいいわけで、そうすると殿下と直接会える人を選ばなければならない。

　昨日は、グラーシェス公こう爵しやくやエルゼヴェルト公爵を頼ることを考えていたけれど、よく考えれば彼らもまたおいそれと連絡をつけることができない身分であることに気付いた。

（ツテも何もない者が彼らのような大貴族に連絡をつけることができるんだろうか？）

　執しつ事じとか使用人に門もん前ぜん払ばらいされて終わりのような気がする。

　そして、こういう時に頼ることができるような人……と考えても誰も思いつかないあたりが、私の交友関係がごくごく限られているということの証明みたいなものだった。

　王宮の中で……ナディル様の作ってくれた箱庭の中で守られているのは安心だったし、居心地が良かった。

（……でも、もうそれだけでだめなのだ）

　だって私にはもう、守りたいものがある。

「……お嬢、どうしたんだ？」

　前を歩いていたラグが無言になった私を振ふり向むいた。

「いえ、ちょっと連絡をとりたい人がいるのですけれど、どうしていいかわからなくて」

「連絡をとりたい人ですか？」

　私の後ろを歩くルファが興味深そうな声で問う。

「はい。……身分が高い人なので、どうすれば連絡がとれるかがわからないんですよ」

「……それでずっと浮うかない顔をしていたのか？」

「……私、そんな顔をしていました？」

「おう」

「自分ではわかりませんでしたけど……」

「最初に会った時から、なんか悩なやんでる顔でしたよ。今はちょっと元気になったみたいだけど」

「まあ、お貴族様の話せない事情ってのがあんだろうから深くは聞かねえけど、このへんのことなら俺らが一番詳しいから、話せることがあったら話してみろよ」

「……正直、八方ふさがりなのですけど……」

　そこでなぜ話してみようと思ったのか、自分でも不思議だった。

　普ふ通つうに考えれば、下町の孤児院の孤児でしかない二人に話したところで解決するようなことではない。二人にはコネもツテもないし、そもそもが私より数歳年上なだけの子供にすぎない。

　それでも私が口を開いたのは、たぶん彼らが私とは縁えんも所縁ゆかりもない人達だったからだ。

　それは、しがらみとか思おも惑わくとか、そういういろいろなものが絡まない立場で話ができるということだ。

「えーと、まず前提条件として、大貴族の奥おく様さまである私はお屋や敷しきにいることになっていると思ってください」

「おくさま……」

「人妻だと言ったじゃないですか」

「……マジで結けつ婚こんしてんの？　お嬢」

「はい。今のところ年齢差は倍以上ですが、それは年々縮まるので気にしなくていいです」

「倍以上……」

「今は倍以上ですけど、そのうち倍になってちょっとずつ追いつきますから！」

「いや、年齢差自体はまったく変わらないから」

　ルファの言葉をスルーして続ける。

「別に珍しいことではありませんし、それについては今いま更さらどうこう言うことではないです。もちろん政略結婚ではありますけれど、私達、ちゃんと仲良しですから」

　ちょっとケチはついたけれど、公式行事デビューだって大好評だったんだから！

（……なんか、今ではあれは夢だったのかなみたいな気分だけど……）

　そっと見回した光景は、見慣れない雑多な街並み。天てん秤びん売りと呼ばれる担かつぎ売りの人や、一目でわかる格かつ好こうの職人や、大きな籠かごを担ぐ謎なぞのおばちゃん集団がいたりする。

　私も王宮にいたときとは比べものにならないような簡素な木も綿めんのワンピース姿で、借り物の少し大きなブーツを履はいて知らない街を歩いている。

（自分の足型からつくったオーダーメイドの靴くつしか履いたことなかったからなぁ……）

「で、なぜ私がここにいるかというと、親しん戚せきの大おお叔お母ばさんが襲おそわれたところに居合わせて、一緒に逃にげ出だしたからなんですね」

「……その親戚の大叔母さんとやらはどうしたんだ？」

「わかりません。……たぶん、具合の悪い私のための助けを呼びに行ったと思いますが」

「ねえ、その親戚の大叔母さんってあの馬車のおばあさんじゃないの？」

「馬車のおばあさんって何ですか？」

「えーとね、お嬢を見つける直前に僕らが辻つじ馬ば車しやに乗せてあげたおばあさんだよ」

「……クリーム色のガウンの、すごく上品な方でした？」

「あー、あんましゃべらなかったから……でも、確かに少し黄色っぽいドレスだった」

「なんでコート着てないか不思議に思ったんだよな」

「……それは室内から逃げ出したからですよ」

　でも、良かった。やはりエレーヌ様はちゃんとお屋敷に帰っていたんだ。それがわかって心底ホッとした。

「で？」

「最初はその親戚のおばあさんのおうち経由で戻るつもりだったんですけど、おばあさんが戻った以上、お迎えは期待できないんです。……おばあさんの家の人が私を探してくれていてこっそりと接せつ触しよくできればいいんですけど、それが結構難しいと思うんですよね」

「なんでだ？」

「……おばあさんの家の人達は私を見たことがないんですよ。そして、たとえ接触できても、私がその人達を信じられるかは別の話です」

　信じられる人にしかこの身を預けることはできません、と私は言い切る。

「……そっか、そうだよね。その人達が本当におばあさんの家の人達かお嬢にはわからないんだ」

「ええ、そうです。……で、私には実家もあるのですが、そちらの実家とはつい最近までほとんど没ぼつ交こう渉しようだったのでいまいち頼れないという気もしています」

「実家」

「父親が生きていますが、ほとんど話したことがないのです。ついでに、父は私の母と結婚する前から関係のあった人を後妻にしていて、その人との間に兄が何人かいるのですが、私は彼らとほとんど面識がありません」

「貴族らしい複雑な間あいだ柄がらってやつか」

「まあ、そうです。……なので、そちらにはできるだけ頼りたくありません」

　実家の父親と夫は犬けん猿えんの仲ですし、と言うと、よくわかる、とでもいうような顔でラグがうなづく。

　たぶん貴族も庶民もそういうところはまったく変わらないのだ。

「そんなわけで、誰に頼れば夫に連絡がとれるかな、と思っているのです」

　私は小さなため息をついた。

「……普通だったら、絶対に無理っていうとこだけど、お嬢は運がいい」

「何がです？」

「……あのな、明日か明後日あさつて……どっちになるかわかんねーけど、うちの聖堂にはおエライさんが来るんだ」

「お偉えらいさん？　ですか」

「おう。別におエライさんだからっていうんじゃねえけど、ただのおエライさんじゃねえんだ、その人は」

　私は思いっきり不ふ審しんな表情でラグを見た。

「あのね、ギッティス大司教猊下なんだよ」

「ギッティス大司教……え？　あ、シオンさま？」

　ここが俺達の屋台だ、とラグは緑で塗られた台に荷物を置いて、そして私をまっすぐ見て言った。




「そう。シオン・ルクセール元王子殿下だ」
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　ギッティス大司教シオン猊げい下か……聖職者になる前の御み名なは、シオン・ルクセール。ナディル殿でん下かの末の弟君だ。

　もちろん、私も何度もお会いしたことがある。

（……考えてみれば、ナディをのぞけば一番交流のある方かもしれません）

　ナディル殿下の弟君というだけでなく、私の腹心の女官であるリリアの乳ち姉きよう弟だいでもある。そのため、いろいろな話を聞いていて、お会いする前からかなり親近感があった。

　また、出会いとその後の事件の経けい緯いもあって、シオン猊下は私のことを『義あ姉ね上うえ』と呼んで慕したってくれている。




「ギッティス大司教猊下だったら、お嬢フアラの連れん絡らくとりたい人と連絡がとれるんじゃないか？」

「元王子にして現在は王都大司教猊下です。大司教様だったら連絡がとれない人はまずいないと思いますよ」

「え、ええ。シオンさまならば間ま違ちがいありません」

　二人の言葉に、私はこくこくとうなづいた。

　まったく想定外の方だったけれど、シオン様だったら他の誰だれかに知られることなくナディル殿下と連絡をとることができる。

　王都大司教の地位を最大限に利用し、最近は週の半分くらいは王宮にいらしているから、いつ殿下に会いに行っても誰も不思議に思わない。

　それだけではない。ナディル殿下と人ひと払ばらいをして話をすることもできる。

　そして、何より────。

（シオンさまは、ナディルさまの為ためにならないことは絶対にしない）

　天てん秤びんの片方がシオン猊下が最も大切にしているリリアだったとしても、その片方にナディル殿下がかかるならば、シオン猊下の秤はかりはナディル殿下に傾かたむくだろう。……それが、どれほど苦く渋じゆうの決断だったとしても。

　だから、私は安心できる。

（……シオンさまならば信じられる）

　本来であれば、シオン猊下に会うことも間に人を介かいさねば無理だろう。そんな相手と直接会えるチャンスがあるというのだから、確かに私は運がいい。

「王都大司教様だから、年に二回くらいは視し察さつすることになってて、それがたまたま今の時期ってわけだ……ただ、孤こ児じ院いんに来るわけじゃない。隣となりの聖堂だけど」

　建国祭のための屋台セルドは、どこも皆みな同じ作りをしているようだった。ラグは手慣れた様子で屋根の日よけを伸のばして紐ひもで留とめる。

「孤児院の子供は聖堂に近寄らないように言われているけど、何とかもぐりこむか、もしくは行き帰りの馬車から入り口までの移動の時に声をかけるのがいいと思う」

　孤児院用に指定されている屋台はいつも同じ場所────聖堂からの参道と大通りがぶつかる角のところだ。

　そしてここはかなりの好位置なのだという。

「……ありがとうごさいます。でも他の人に私の存在がわかってはいけないんです。だから、目立つような声のかけ方はできません」

　私は持ってきた雑ぞう巾きんで台を拭ふき上げながら、簡易な作りの台の強度を確かめる。

（これなら、相当な重量でも大だい丈じよう夫ぶそうですね）

　シオン猊下の方から自主的に見つけてもらうのが理想的だけど、千せん載ざい一いち遇ぐうの機会を逃すわけにはいかない。偶ぐう然ぜんを待つだけでは目的を達することはできないと思う。

（ギリギリであと四日……ううん、三日で戻もどらなければ）

　建国祭のその朝、私は準備万端で王宮にいなければならない。

（ぎりぎりで戻るわけにはいきません！）

　かつてのように蛇じや口ぐちをひねればすぐにシャワーを浴びられるような環かん境きようにはない。

　お風ふ呂ろに入って髪かみと身体を洗い、眠ねむることができる状態にするだけでいつも最低でも一時間はかかる。準備から含ふくめれば二時間以上かかるとみていい。

　夜明けきらぬ春の中……建国王と運命の乙女おとめは出会う────という建国神話のその一節は、そのまま儀ぎ式しきを描びよう写しやしたものだという。つまり儀式は早朝から始まるから、最低でも前の晩には戻っていなければならないのだ。

「護衛の目をかいくぐるのは僕らでも難しいですよ」

「他のヤツならともかく、大司教サマの護衛はなぁ……」

　ラグは眉まゆを顰ひそめた。

「腕うで利ききなんですか？」

「高位聖職者についてる護衛は守護官とか守護騎き士しっていうんだけど、大司教サマの守護官はあのセファリス・レムスだ」

　ラグが、とてもじゃねーけど出し抜ける気がしない、と首を横に振る。

「有名人なのですか？」

「……お嬢、セファリス・レムスを知らないの？」

「……恥はずかしながら、聞いたことのないお名前です」

　有名人なのかもしれないけれど、私は知らない。

「あー、元近この衛え騎士団の筆ひつ頭とう騎士なんだ」

「筆頭騎士？」

「えーと……一番強い騎士ってことです。近衛で一番強い騎士っていうことは、まあ、ダーディニアで一番強い騎士ってことなんですよ」

　ルファが私の疑問に丁寧に答えてくれる。

「じゃあ、シオン猊下はダーディニアで一番強い騎士に守られているんですね？」

「元、だから。セファリス・レムスは大司教サマの兄君に負けて、近衛を退団したんだ」

「……あにぎみ」

　即そく座ざに頭に浮うかんだのはもちろんナディル殿下だ。

　どきっとした。ここでナディル殿下の話を聞くことになるとは思わなかったからだ。

「えーと、確か、今、中央の団長やってるんじゃないかな」

「……ああ、アルで……いえ、第二王子殿下のほうですか」

　ナディル殿下じゃない、ということがわかって、安心したのと同時に少しだけがっかりしたけれど、私は何でもない顔をして見せた。

　私にとって、シオン猊下の兄といえば、まずナディル殿下が思おもい浮うかぶのは致し方のないことだと思う。

「そう。アルフレート・ヴィルヘルム第二王子殿下。たぶん今、ダーディニアで一番強い騎士なんじゃないかな」

「総合力って意味では、たぶん王太子殿下が一番だろうけど」

「確かに」

　不意打ちに、ドクリと高鳴った鼓こ動どうが全身に響ひびいた。

「……そ、総合力って？」

「純じゆん粋すいな剣けんの腕うでだけなら第二王子殿下の方が強いかもだけど、何たって王太子殿下は頭がいいからな」

「そ、そうなんですか？」

「おう。何たって、王太子殿下は『ヴェラ』なんだからな」

　なぜかラグがドヤ顔で胸を張る。

（なんであなたがそんな表情してるんですか～～～！）

　そこは私がするとこでしょう！　そう言いたいのに言えないジレンマがもどかしい。

「……まあ、いいです。大司教猊下がいらっしゃるのは、明日か明後日あさつてって言いましたよね？」

「おう」

「できれば明後日がいいんですけど、そこは仕方がありません。……ラグ」

「なんだ？」

　私の声こわ音ねにひそむものに気付いたのか、ラグが真顔で少しだけ姿勢を正した。

「厨ちゆう房ぼうで商品を作るつもりでしたが、事情が変わりました。私もここで売り子をしたいと思います」

「へ？」

「お嬢が？」

「ええ」

　私は拳こぶしをぐっと握にぎり締しめて宣言した。

「売って、売って、売りまくります」

「なんでそうなるんだ？」

「私が帰るためには、シオン猊下とお話しできないといけません。それも、こっそりと」

「そう言ってたね」

「そのためには、猊下の方からお声がけいただくのが一番理想的なのです。もちろん、普ふ通つうならば難しいでしょう……でも猊下は甘あまいものがお好きなんですよ」

「らしいね。よく聞く」

　なるほど、猊下のお菓か子し好きは聖堂関係者の間でも有名な話らしい。

「ならば、私達が今日から売り出すお菓子が売れて売れて売れまくったら、シオン猊下がいらしたとき、司祭さまは私達が作ったお菓子をお茶菓子に出すことになりませんか？　しかも、これまでに食べたことがないお菓子です」

「それは、出すと思う」

　ルファがあっさりうなづいた。

「もう出すもんは決まってるけど、まあ、たぶん出すだろうな」

　ラグも同意した。

「特にうちの聖堂の司教サマはすっごい俗ぞく物ぶつだからな。上には媚こび売るし、すりよる。新しい菓子なんか見み逃のがさないだろう」

「大司教サマは賄わい賂ろは受け取らないことで有名だけど、菓子だけは受け取るからな」

　それはシオン猊下の中で、菓子は賄賂として認にん識しきされていないからだ。

「つまり、私の作戦は充じゆう分ぶん勝算があります」

「……そうだな」

　ラグの表情がやや翳かげった。

「どうしました？」

「いや、お嬢には帰る場所があるんだな、と思ってな」

「はい」

　私はしっかりとうなづく。

「私は夫の元に帰ります」

　念を押すように言い切った。

「……迷ってたんじゃねえの？」

「帰ることを迷っていたわけじゃありません。どうやって帰っていいかがわからなくて途と方ほうに暮れていただけです」

　私が帰る場所は一つしかなく、そして、私の家族も一人だけ。

「私に、夫を一人にするという選せん択たく肢しはありません」

　こう言うと傲ごう慢まんに聞こえるのかもしれないけれど、ナディル殿下は私ゆえに国王となるのだ。その私が、ナディル様を一人にしていいはずがない。

（いつか……分かたれる時が来るのかもしれないけれど……）

　そう。死が私達を分かつ時が来るのかもしれない。

　でも、それは今じゃない。

「惜おしいな。……お嬢は、随ずい分ぶんとマシな貴族なのに」

　貴族にしておくには惜しい、というのはラグにしてみれば最高のほめ言葉なのだと思う。

（ラグは貴族を嫌っているから……）

　あからさまではなくても、言動の端々にそういう態度が見える。だから、私を頼ろうと決めた時にはおそらくすごく葛かつ藤とうがあったはずだ。

「ありがとう。そう言ってもらえるのは光栄だけど、私は、すごくお金がかかる女なの」

「は？」

「小さい頃ころから大切に大切に温室の中で育っているから……少しくらいは外に出られるけど、たぶん、長くは無理なの」

　見て、とブラウスの袖そでをめくってみせる。

「何だ、それ」

　白い手首には赤い痕あとがある。

「ブラウスがごわごわしているから、肌はだが荒あれたの」

「は？」

「布が硬かたくて、肌が荒れたの」

「はぁ？　だって、フィーはそのブラウス普通に着てるぞ？」

「うん。……フィーが普通なの。私が人より弱いだけ」

　私もこんな風になるなんて思わなかった。

　化学繊せん維いなんてない国だ。染せん料りようも何も使っていない生き成なりのままの綿布でつくった衣服だったから、最初は何がチクチクするのかわからなかったのだ。

　毛け織おり物ものではないし、素材に何かおかしなものが混じっていたわけでもない。

　でも、今朝着替えてわかった。

　手首やスカートの裾すそが触ふれるところ、首筋……全部、直接布が触れている場所だ。

（化か繊せんじゃないけど、かぶれみたいなものかも）

「孤児院で借りている寝しん台だいのマットも、私には硬すぎて起きると背中が痛いの」

　それどころか、全身バッキバキだ。

「お嬢、あんた、どんだけ普段甘やかされてんの？」

「……わからないけど、多分、ものすごく」

　大切にしてもらっているのはわかっているけど、誰かと比べたことがないからよくわからない。

「……だからね。私がここにいられるのは、最長でもあと三日だと思って欲ほしい」

「建国祭の前日まで？」

「ええ」

「わかった」

「わかりました」

　ラグとルファがうなづく。

「なあ、お嬢」

「何ですか？」

「ありがとうな」

「え？」

「本当はお嬢には急を要する何かがあるんだろう？」

「ええ」

「でも僕らの為に残ってくれた」

「残ったわけではありません。帰り道がわからなかっただけです」

「それでもさ。なりふりかまわなければ手段はあったんだろう？」

「なかったわけではないです……」

　できれば実家は避けたかったので、別に二人が気にすることはない。

「もし俺達にできることがあったら言ってくれ」

「これ、私のお礼だったのでは？」

　私は少しおかしくなって笑った。

「僕らがもらっているものの方が圧倒的に多いですよ」

「私だってたくさんもらいました。だから……私達は対等です」

「対等……」

「今だけですけど」

　私が帰るまでの期間限定ですね、と告げると二人も肩の力を抜いて笑った。

「たくさん作って、売って、売って、売りまくりましょう」

　それが私にとっても彼らにとっても利益になる。一いつ挙きよ両りよう得とくということだ。

「おう」

「はい」

　この時、私達は同じ目的に向かって強く団結した。
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　なのに……そこまでかっこつけて宣言したにもかかわらず、私はこの世界に来てほぼ初めてといっていい挫折を体験することとなった。

　どれだけ意欲があったとしても、たとえ、どれだけ自信のある商品だったとしても、新商品というのは売れない。人が、今までにまったく食べたことがないものに手を出すにはなかなかの勇気が必要とされるらしい。

「……売れないな」

「だね」

　急きゆう遽きよ、参加する班編成を替かえて残ってくれたルファと、売り子経験者であるラグが丸まる椅い子すの上でだらけている。

「やっぱ、初めての商品ってのは難しかったかなぁ」

　昨年まで孤児院の屋台は毎日売り切れ御おん礼れいだったそうだけど、それは毎年毎年、それこそ二十年以上ずっとここで花を売っていたからだったらしい。

　台の上の籠かごにこんもりと盛られた包みの山が減る様子がないのが悲しい。

「似た商品ってのがないからなぁ……」

「クッキーって言ってるのにダメなのか？」

「しっつれいしまーす。わー、もしかして……まだ一個も売れないの？」

　追加のホロホロクッキーを持ってきたフィーが軽く眉を顰める。

「あー、うん」

「お嬢様がどんどん作れって言ったから、まだまだ作っちゃってるよ」

「……それはかまわないわ」

「なんで売れないのかなぁ、食べてもらえればわかるのに……」

「そうだなぁ……」

「だってさ、食べたらふわっとバターの味がして、口の中でホロホロって甘いのが溶けて、それですごーく幸せな味が広がるのに」

　フィーが困った顔をする。

（……最近、ちょっとイイ気になってたかもしれない）

　別に奢おごっていたつもりはない。ないけれど、でも、やっぱりちょっと調子に乗っていたとこがあるのかもしれない。

（ナディルさまの餌え付づけは連戦連勝で、昼ちゆう餐さん会かいのメニューもとても評判が良くて、公式行事デビューも順調だったから……）

　自分が作ったものならば売れると思っていた。

　美お味いしいのだから、きっと喜んでもらえるに違ちがいないと。

　でもそれは、ナディル様が私を信じて、私が作るものを食べてくれたからだ。

　昼餐会だってナディル様が推してくださったから、皆も口にしてくれたのだと思う。

（あと、私が王太子妃だから……）

　身分が保証されているから……王太子妃が作ったものだから食べてくれたっていうところがあると思う。

（……最悪です）

　自己嫌けん悪おで胸の中がモヤモヤしてどうにかなりそうだった。

　叫さけび出したくなるような恥ずかしさと、口く惜やしさと、己おのれの醜みにくさを突きつけられて、泣きたいような気持ちになる。

　でも、ここで泣いている暇ひまなんてないのだ。

（早ければ、明日にはシオン猊下が来る）

　そこでシオン猊下とコンタクトがとれない限り、私が期限内に王宮に戻る確率はほぼ絶望的になってしまう。

　パン、と自分の頰ほおを叩たたいた。

「お嬢？」

　どうしたんだ？　という顔を向けられる。

「ちょっと落ち込んでました。……でも、もう大丈夫です」

　いつまでもここでうじうじしていてもはじまらない。

（とりあえず、市場調査に行きましょう）

「ラグ、つきあってください」

「お？　どこ行くんだ、お嬢」

「偵てい察さつです」

「偵察？」

「はい。何が足りないのか、他の売れているお店を見て考えたいと思います」

「へえ……」

　ラグがにやりと笑った。




　まず、角の自分達の屋台から聖堂までの間を歩く。

　これは競合品の調査だ。

「……菓子売ってるのがあそことあそこだ」

「屋台は全部同じサイズなのよね？　どうしてあそこだけ大きいの？」

「元が二店てん舗ぽだったんだよ。それが店主同士の結婚で一いつ緒しよになったからああなった。あれで二軒分ってことだ」

「減らされないんだ？」

「売ってるもんが違うから。……それから、あっちが焼き菓子で、そっちの右のところに餅もち菓が子しな。……で、そっちがボンボン」

「……競合するのは焼き菓子だけですか？」

「あー、飴あめもあるけど、あっちの大通りだな。……ただ、琥こ珀はく飴あめとはモノが全然違う」

「そうですか」

「……買ってみるか？」

「え？」

「今、ちょっと金があんだよ。……前に言ったろ。たぶんお嬢の同行者だったばあさん。辻つじ馬ば車しやに乗っけてやったやつ……そん時お礼にってもらったブローチを換かん金きんしたんだ。それがかなりいい値段でさ」

「それならいいんですけど……では、すみませんが、参考までに買わせてくださいね」

「おう。俺は投資は惜しまないから！」

「投資、ですか？」

「そう。……売るための初期投資だ」

「責任重大ですね」

　口ではそう言いながらも、さほど圧力は感じていない。そんな風に考えられるラグがいるなら、レシピを託してもきっとうまくいくような気がした。

「じゃあ、お願いします」

　にっこりと笑顔を向ける。

「おう！　さっすがお嬢。わかってるな」

「何がです？」

「男なんて単純だから、そんな満面の笑顔見せられたら、ついつい貢みついじまう」

「貢ぐって人聞き悪いですから！」

「いいじゃねーか。俺が好きでやってるんだ。お嬢は笑って喜んでくれりゃあいいさ」

　それならばと、私はそっとワンピースのスカートをつまんで、優ゆう雅がな礼をしてみせた。

「……ありがとうございます」

「なっ[image: ]」

「私の示せる最上級のお礼です」

　私は、私のできることをする。帰るまでは全力で。

（ナディルさまの隣に戻るから……。その為にがんばるから！）

「……ほんとに、貴族のお嬢様なんだな」

「『お嬢様』じゃありません。本当は、『奥おくさま』です」

「奥さま……」

「でも、構いません。……今だけは、ただのお嬢でいいです」

　私は本来、ここにはいない人間なのだから。

「……わかった」

　何か考え込む風を見せながら、ラグはうなづいた。

（本当は私も気付いてます……あなたやルファが普通の子供じゃないって）

　年ねん齢れいは確かに子供かもしれない。でも、二人には何か秘密がある。

　他の子達にはない秘密が。

（だって、あまりにも詳くわしすぎるんです……）

　最初に聞いた二人の経歴に噓うそがなかったとしたら、二人は生きつ粋すいの一いつ般ぱん庶しよ民みんだ。

　なのに、大司教猊下や護衛のこと一つをとっても、普通は知らないような細かいことまでよく知っている。

（……でも、暴き立てる必要はない）

　私はここに留まるわけではない。

　だから、秘密なんか知らなくていい。

　ただのラグとルファとお嬢のまま別れるのが最善なのだ。




「おー、ずいぶん買い込んできたのな。おかえり～」

　次々、聖堂から届く菓子を綺麗に盛りながらルファが言う。

「ただいま。お嬢に貢いできた」

「貢いでもらいましたよ。……で、売れましたか？」

「あー、とりあえず、琥珀飴が三つばかし」

　それは全然ということだ。

「あー、値札、作り直します。もっと大きくして全部五十ディーで」

「えー、他の屋台見てきたんだろ？　なのに、その強気？　売れてないのに値下げしないの？」

「ええ。そうです。価格設定が間違ってるわけじゃないですから」

　間違っているのは売り方だ。

「それから、売り子を招集します。売り子やってくれる皆の分の宣伝板を作ってください。全部五十ディーって書いて、首から下げます」

「おう」

「それで、どうするんですか」

「試食販はん売ばいをします」

「試食販売？」

「そうです。……さっきフィーが言ってたじゃないですか。食べてもらえばおいしさがわかるって。だから、食べてもらいましょう」

「でも、試食ったって……」

「ホロホロクッキーは割れてしまったものや、潰つぶれてしまったものが多くあるじゃないですか。……正規品として売るのにはちょっと厳しいものですね。そういうものを使えばいいんですよ」

「琥珀飴とか糖とう蜜みつ豆まめは？」

「そっちも包装の段階でハネた品がありますから。それを使いましょう。売り子さんはとりあえず全員試食係をしてもらいます。ラグとルファは屋台にいて売り子ですね」

　包装の必要がないからお金と商品を引き換えるだけだ。

　籠にこの三種類をいれて、大通りで試食をさせて屋台へと誘ゆう導どうしてもらう。

（食べてもらえさえすれば、わかってもらえる）

　値段だってルファは強気だと言うが、原価から考えるとまったく問題ないと思うのだ。

（だってこれ、普通のお店だったら絶対に赤字ですもん）

　フェグの実と砂糖が無料だからこの値段でできるのだ。

「さて……では、私も行ってきますね」

「え？　お嬢も試食係をする気か？」

「はい」

　私はこっくりとうなづく。

「いやいやいや、何、そんな当たり前の顔でうなづいてるの？　お嬢はダメだって」

「なんでですか？」

「お嬢、あんた、今度は誘ゆう拐かいとかされたらどうすんですか」

「……誘拐、ですか？」

「このへんは王宮勤めの下級の文官とか役人が多い地域だから安全な方だけど、でも悪いやつがいないわけじゃない。お嬢みたいな見た目のお姫様なんか、ぜってー、狙ねらわれんだろ」

「特にその髪の色とか……」

「あー、じゃあ、これでどう？」

　私は調理の時に使っていた三さん角かく巾きんで髪をうまく隠した。

「これなら、目立たないでしょう？」

　何たって一番目立つのはこの金色の髪だから、これを隠かくしてしまえば何とかなるはずだ。

「いや、でも……」

「売って、売って、売りまくるんですよ。他ひ人と任まかせになんかしていられません」

　他人任せにはできない！　と思ったところで、そういえばナディル様もその傾向があるよなぁと思う。他者をコキ使いながらも本当に大事なことは絶対に他人に任せないのがナディル様だ。

　そんなことを思ったら、不意にひやりとしたものが胸に忍びこんできた。

　それはあるいは、ホームシックみたいなものだったのかもしれない。

（ナディルさま……）

　会いたかった。

　どうしようもなく会いたくて……会って、話がしたいと思った。

（声が聞きたいし、名前を呼んで欲しい……）

　それにはまず目の前の条件をクリアしなければいけない。

（シオン猊下に会う……そのために、売りまくるのです）

　他にももっと方法はあるのかもしれない。

　これはすごく遠回りで稚ち拙せつな方法なのかもしれない。

　でも、この屋台で……新しく作ったこのお菓子を売りまくってシオン猊下と無理のない形でコンタクトをとることだけが、今の私にできる唯ゆい一いつの道だった。

（絶対、帰るから……）

　私はぐっと拳を握り締めた。
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　屋台を観察して気がついたことは二つある。

　一つ目は、安ければ売れるわけではないということ。

　建国祭の屋台というのは、公的な機関の主導で行われているらしく、一般の店も出店している。

　屋台の格安商品とは違い、普通に店で並んでいる品……たぶん、不良在庫とか、そうなりかかっている品……を割引価格で販売している。そういう商品は、店売りの品に比べれば確かに破格の値段ではあるけれど、屋台の商品としてはなかなか高価だ。

（それでも売れる）

　それは、その店の商品だからという信用なのだろう。

　これを突つき詰つめると、たぶんブランド力ということになるんだと思う。

（つまり、私のお菓子にはその信用がないんですね）

　二つ目は、何を売っているのか一目でわからないと売れないということ。

　孤児院の屋台では、いつもお花を売っていた。

　花なら見るだけで何を売っているのかわかる。

　というか、屋台で販売しているものはだいたい剝むき出だしなのだ。

　でも……。

（良かれと思って包装にこだわったのが仇あだになりました）

　クッキーと糖蜜豆は、蠟ろう引きの紙で作った紙かみ袋ぶくろにいれてリボンで留めるかキャンディ包みにした。

　琥珀飴は、袋ふくろをわざわざテトラ型にして、リボンで飾かざった。

　どちらも簡易だけど、ちょっとひと工く夫ふうというか、そのまま誰かにプレゼントできるようなおしゃれさを目指した。見た目は可か愛わいいけれど、中身はまったく見えない。

（そうなると、パッケージを開ける楽しみよりも、中身が見えない不安が先にたつわけで……）

　これはほんとに私の失敗だ。

　これまでうまくいきすぎるほどにうまくいっていたから、あちらとこちらの違いをちゃんと考えていなかった。

　こちらの一般の店の例をあまり知らないのだけれど、屋台では最初から包装している商品など一つも見なかった。

　となれば、こちらの人は中身が見えないものを、気軽には手に取らないということだ。

（ほんと、大失敗だ）

　安易に考えすぎていた。

（最初からもっとちゃんとリサーチしておけば、こんな失敗しなかったのに！）

　こんなにはっきりとわかることに気付かなかったのは、私も冷静じゃなかったのだ。

（もう同じ失敗はしないんだから！）

　では、ここからどう改善すればいいか。

　まず、まっさきに思いついたのは試食で、これはもう実行している。

　商品にできないものを試食してもらって、売り上げに結び付くなら万ばん々ばん歳ざいだ。

（……でも、待って。もしかしたら、それ以前の問題があるかも？）

　私のこれまで見聞きした範はん囲いでは、無料で商品を配るなんてことをしている屋台は一つもなかった。

　試食、と言われても、そうそうすぐに手を伸ばせるものではないだろう。

（そうなると、試食させるのは売り子……じゃなくって、試食係の腕ってことになるよね）

　私は、試食してもらう品物の入った籠を大切に抱かかえ直し、それから、周囲を見回して試食係をやっている子の姿を探す。

（あ、ジャーロ……）

　視界の端はしに淡あわい金の髪が映る。

　私より二つ年上で、孤児院ではラグ達に次いで古くからいるジャーロだった。

　ジャーロは愛あい想そが良いいことで知られていて、近所の奥おく様さま方がたのアイドルなのだと皆が言っていた。

　ご近所さまからはよくジャーロご指名の『奉ほう仕しのお仕事』が入ってくるらしい。

『奉仕のお仕事』というのは、孤児院の子供達が引き受けている地区内のささやかな仕事のことで、私が助けられた祠ほこらの掃そう除じなんかもこれにあたる。

　公的な仕事ばかりじゃなくて、普通の商店からの依い頼らいも受けることもある。内容は聖堂で厳しく精査され、依頼主は依頼時に聖堂に喜捨をし、完かん了りよう時じに孤児院にも寄付をする仕組みなのだという。

　この奉仕のお仕事を通じて、孤児院の子供達は自分達の将来の仕事を決める。中には仕事ぶりが気に入られて養子先が決まったりすることもあるらしい。

「ねえねえ、そこのお姉さん。甘いものは好き？　そう。良かった。良ければおひとつどうぞ。そこの角の屋台で売っているから、気に入ったらぜひ買ってね。あ、待って、そこのお兄さんもクッキーどう？　え、クッキーは食べごたえがなくて好きじゃない？　じゃあ、こっちの糖蜜豆がいいよ。歯ごたえあるからね。どうぞ、食べてみて」

　満面の笑えみ────どこまでも爽さわやかに見えるけれど、実は仲間内でジャーロは、毒どく舌ぜつ家かで知られている。

　だから、その愛想の良さも、流れるような話術も、すべて営業活動だ。

　これまでに何度となく養子にと望まれてきたけれど、ジャーロは一度もうなづかなかったそうだ。

（……ジャーロは、もしかしたら……ううん、たぶん、貴族の子供だったと思うんですよね）

　孤児院の子供達が私に興きよう味み津しん々しんな時も一人だけ離はなれて様子を窺うかがっていた。

（なのに、無視するわけではなくて、すごく私を気にしていたし……）

　それは王おう太たい子し妃ひアルティリエを知っているからというほどのものではなくて、たぶん、私が貴族だからなのだと思う。

（それに、ジャーロの言葉は、イントネーションの端はし々ばしに貴族特有の響きがある……）

　もしかしたら、ラグ達が言っていた大学の受験を考えている子というのは、ジャーロのことかもしれない。

　私が見ている間に、ジャーロは次々と試食させる標的を替え、そのすべての人が笑顔で屋台に積みあがっているものを買って行く。

（さすが、ジャーロ！　私も負けてはいられません）

「奥様、よろしければクッキーのご試食をおひとついかがですか？」

　通りかかった子連れの女性ににっこりと笑みかけると、一緒に居た子供が歓かん声せいをあげる。

「やあだ、奥様なんて言われるような身分じゃあないんですよ」

「お子様たちもどうぞ」

　もちろん、子供達にも奨すすめる。

（食べておねだりしてくださいね～）

「わー、お口の中でとける～～」

「すっごく甘いです～」

　子供達の歓声に足を止める人達がちらほらと出る。

　人のいない屋台には人は寄ってこないものだ。どういう法則かはわからないが、列がずらっと並んでいる屋台にこそ皆が集まってくる。

「そちらのおじさまもおひとつどうぞ。……お気に召していただけましたら、ぜひお買い求めください」
















　試食をしてもらうと、ほとんどの皆が屋台の方に足を向けてくれる。

　飛ぶように、というわけにはいかなかったけれど、じりじりと在庫が減ってゆくのをみながら、私は次の手を打つことにした。
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　王おう太たい子しナディルの執しつ務む室しつは、それほど広くはない。

　元より余人を入れることを想定していないからだ。

　現在の執務室は、立太子された時からずっと使っていた王太子宮のものより幾いく分ぶん広くはなったものの、テーブルセットが増えているため使用範はん囲いはそう変わっていない。

　ナディルは、ちらりとテーブルセットが備えてあるコーナーに目をやる。

　それは、アルティリエの為ために設けた一角だった。

　食事を一いつ緒しよにとることにこだわる彼女が、差し入れをもって執務室に出入りすることがあるので、引ひっ越こした時に設しつらえさせた。

　木目の違ちがいで美しい模様を描えがき出だしているテーブルセットは、アルティリエのために選んだ逸品だ。美しい工芸品を好む彼女は、ナプキンの小さな刺し繡しゆう一つにさえ目を留とめてそのセンスを褒ほめるので、侍じ従じゆう達たちが家具倉庫でさんざん悩なやんで選び抜ぬいた品だった。

　初めてそのテーブルで朝食をとった時、アルティリエは大切に手入れされてきたがゆえの飴あめ色いろの風合いと、執務室の中で悪目立ちをしない落ち着いたたたずまいの良さを褒めた。

　新品を好む者が多い中で、アルティリエは大切に使われてきた古い物を喜ぶ。

　ダーディニアでは、一部の分野においては顕けん著ちよに工業化が進んだ。もちろん、政庁の主導と大学の監かん視しの上でのことだが、ここ数年で陶とう器きや生活雑器は機械と手作業を併へい用ようした大量生産が主流となり、最近ではもっぱら機械織の布等が市場を占しめはじめている。

（人の手によるものは高級品となり、大量生産された品は消しよう耗もう品ひんとなるのだろう）

　アルティリエの好みはある意味、時代に逆行するものであるが、ナディルはそれをより好ましく感じていた。

　ナディルはまったくそういったものに興味や関心がない。

　道具は使えればそれでよく、身分にふさわしければ何でもよい。

　アルティリエに贈おくるものくらいは自分で選ぼうと考えるのだが、いつも選びきれないため、色や条件だけを決めて得意な者に任せることが多い。

　ため息を一つついて、もう一度テーブルセットに目をやる。

　アルティリエ専用のそのテーブルセットには、現在二つの人ひと影かげがある。

　一つはグラーシェス公こう爵しやくで、もう一つは公爵妃ひ。

　アルティリエ以外にこの執務室に初めて迎むかえた客が彼らだった。

　彼らに聞こえぬようそっと息を吐はく。

　さめざめと空気を震ふるわせる細い泣き声──公爵妃が来訪時よりずっと泣いていて、公爵の慰なぐさめですら受け入れないせいだ。

（夫ふう婦ふの問題ならば、自分達だけで片付けてほしいものだが……）

　グラーシェス公爵が己おのれの妻を溺でき愛あいしていることは周知の事実だった。

　謹きん厳げん実直な老公爵は、部下や使用人に対しても相応に厳しい主あるじである。

　そして、それ以上に子や孫に厳しい。獅し子しは我わが子を千せん尋じんの谷たにに落とすと言うが、公爵が突つき落おとすのは谷ではなく地じ獄ごくの底だと言われるほど。

　その公爵が唯ゆい一いつ甘あまいのが、公爵妃だった。エルゼヴェルト公爵家から嫁とついだ公爵妃は、老公の唯一の弱みといっても良かった。

（……信じられないことだが、まあ、惚ほれている、ということなのだろうな）

　正直なところ、同じような過あやまちを何度も繰くり返かえさせるのではなく、よく思い知らせて反省させろと言いたいのだが、それは己の範はん疇ちゆうではあるまいといつも口を噤つぐむ。

　もちろん、そこには年長者であるグラーシェス公爵への配はい慮りよが多分にあった。

「……すまなかったな、公爵。急ぎの仕事があったのだ」

　きりのいいところまで終わらせた書類を重ねてトントンと整え、立ち上がった。

「いいえ、急な来訪にもかかわらず、面会をお許し下さりありがとうございます」

　老公は、そっとかたわらの妻の背を撫なでた。

「エレーヌ、いつまでも泣いていないで殿でん下かにご報告申し上げなさい」

「……は、はい……」

　何枚目になるのかわからない手ハン巾カチでそっと目元を拭ぬぐい、エレーヌ妃が口を開いた。




「……話はわかった。つまり、襲われて逃げ出した後、地下をさまよって王宮の外に出、アルティリエが倒たおれて、そなたは助けを呼びに屋や敷しきに戻もどったのだな」

「はい。……途と中ちゆう、親切な子供達に助けられて馬車に乗り、屋敷に戻りました。それから、息子むすこと共に妃ひ殿でん下かと別れた祠ほこらに戻りましたけれど、妃殿下のお姿はなく……」

　エレーヌ妃は、泣なき伏ふしてかたわらの夫にすがる。

「老公、今も祠の周囲に人をいれているのか？」

「はい。ただ、妃殿下が外においでと知られれば良からぬことを企たくらむ輩やからもおるでしょうから、密ひそかに捜そう索さくをさせております」

「……そうだな」

　ナディルは公爵妃から与あたえられた最新の情報を頭の中で整理する。いつもの癖くせで、指先が小さなリズムをとった。

（アルティリエは何事もなく王宮に戻らねばならない）

　行方ゆくえ不明になった事実などあってはならない。

　元より自身に与えられた区域から出ることのない身だ。周囲の侍じ女じよ、女官が口裏を合わせればその不在を隠かくし通すことはそれほど難しいことではないだろう。

「……公爵妃」

「……はい、王太子殿下」

　涙なみだにぬれた青い瞳ひとみがナディルを見上げる。

　白くなってしまった髪かみ色いろこそ違えど、その瞳はエルゼヴェルト特有の奇き跡せきの青。ナディルはアルティリエと公爵妃が血けつ縁えん関係にあるということを思い出しながら問うた。

「先ほどの話だが、地下でも襲おそわれたというのは本当か？」

「はい」

「心当たりはあるか？」

「ここ最近、届いた脅きよう迫はく状じようがこれでございます」

　公爵が写しはとってあります、と原本を数枚積み重ねた。

　ナディルは無造作にその一番上のものを手に取って目を通す。

「……また、二年前か」

「また、と申しますと？」

「先日、クロードが持ってきたものも二年前の事に言及していた」

「同じ輩であれば当然では？」

「いや、こちらは手て蹟が違う。それから、インクも紙も違う。……まあ、おそらくは単独犯ではなく複数犯だろうから当然と言えば当然かもしれないが……」

「しかし、なぜ我が妃を？」

「世間では、そなたの妃の不注意が病を広げたと考えられているらしい」

「……しかし、それは事実ではありませんが」

「当時はいかにもそれが事実のように噂うわさされていたようだな。現にアルフレートですら、公爵妃が言い出して病に冒された旅人を別べつ邸ていに移転させたのだと思っていた」

「……私が、移動させる許可を与えたのです。そのせいで病を広げたと言われても致いたし方ございません」

「だが、それで恨うらまれるのは筋すじ違ちがいというものだ。……そもそも、私が不思議に思っているのは、なぜ今いま頃ごろなのだ？」

　今いま更さら復ふく讐しゆうしたところで、タイミングは逸いつしているだろう？　とナディルは首を傾かしげた。

　あの事件の恨うらみだというのなら、なぜ二年もたってからなのかがよくわからない。

「大切な者を亡くした痛みは風化しないということでございましょう……」

　でも、それは私が引き受けねばならないものです、と公爵妃は涙をぬぐいながら告げた。

「エレーヌ……」

「いつも貴方あなたが庇かばってくださっていることはわかっております。でも、この件は私の責任でございますから……王太子殿下、罰ばつは私がお受けいたします。ですから、どうぞ、私の身一つでおさめてくださいませ」

「エレーヌ!!」

　それは、怒ど声せいというのではなく……どちらかといえば悲鳴のような叫さけびだった。

「公爵妃、今回の一件は公おおやけには処理をしない。……被ひ害がい者しやが存在しないからだ」

「え？」

「妃は、今、自室で菓か子しを焼いているところだ。……そなたも地下になど足を踏ふみ入いれてはおらぬ」

　よいな、と念を押すと、エレーヌ妃は大きく目を見開いて、そして涙を流した。

「……殿下、そんなことをおっしゃらないでくださいませ。私は妃殿下に何てことを……」

　大おお粒つぶの涙が次から次へと溢あふれる。
















「気にせずとも良い。アルティリエは無事だ」

「ですが、殿下……」

「同じ年頃の少女の被害の報告も受けていない。……アルティリエの身み柄がらについてはこちらで保護する。老公は、捜索している者達をひかせろ。どうせ彼らはアルティリエの顔も知るまい」

　ナディルは窓の外に視線をやりながら続けた。

「そして、ルティアもまた彼らを知らぬ。……で、あれば彼らが見つけることは不可能だ」

　そして、あの娘むすめはとても用心深いのだ、と小さくわらった。

「捜索はこちらの手の者にやらせる」

「御ぎよ意い」

　公爵は恭うやうやしく頭を下げた。

「ルティアは頭の良い娘だ。今頃、何とかこちらと連れん絡らくをとろうとしていることだろう」

　ナディルはめずらしく楽観的な口調で付け加えた。

「そうでしょうか？」

　老公は、否定的な表情で軽く首を振った。

「安心するといい。ルティアは、建国祭までに必ず私の元に戻る」

　ナディルはきっぱりと力強く言い切った。

「殿下……信じておられるのですね？」

　エレーヌ妃が涙を拭った顔で問うた。

「信じている……というよりは、私は知っているだけだ」

「何を？」

「……あの娘が私を一人にしないことを」

　己の隣となりに立つためのルティアの努力のすべてを、ナディルは知っている。

　昼ちゆう餐さん会かいの献こん立だてのために費ついやした時間や心こころ遣づかい……決して声こわ高だかに誇ほこることのないあの娘のそのすべて。

　そして、ただ一度きりのほんのわずかな時間の夜会のダンスのためだけに費やされた努力……それが己のためのものだとわからぬほどナディルはあさはかではない。

　ルティアの帰る場所はナディルの腕うでの中以外にはなく、それは、ナディルにとっても同様だった。

　それを想おもったら不思議と焦あせる気持ちは消え、笑えみさえ浮うかべることができた。

（だからといって、犯人を許すつもりはまったくないが……）

「公爵、帰りは西回りで帰ってほしい」

「殿下？」

「案内をつけておく。何かあったら地下へ降りるように」

「……かしこまりました」

　深々と頭を下げた二人に退出を命じて、ナディルは再び机の前に戻った。

「……フィル＝リン」

「はいよ」

　隣室の扉がそっと開いて、いつもの様子のフィル＝リンが顔を出す。

「手て筈はずはいいな」

「おう。ばっちり」

「……ルティアに刃やいばを向けたものは一人も残すな」

「おうって言いたいとこだけど、奴やつらは、姫さん巻き込んだこと、知らないと思うぜ」

「知っていようが、知らなかろうが関係ない。事実がすべてだ」

「へーい。……厳しいこって」

「当然だ。……あれが許しても、私は絶対に許さない」

「りょーかい。……あと、これ」

　小さな紙し片へんを渡わたされる。

「姫さんらしき子供が孤こ児じ院に拾われたらしい。いま、確かく認にん急がせてる」

「……そうか」

　それを聞いて、いつの間にか握にぎり締しめていた拳こぶしをゆっくりと開いた。

　無事であればよい、と心の中で祈いのりを唱え、まだ祈る気持ちのあった己に気付いて少しだけおかしくなった。
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　屋台セルドを開いて二日目の朝がやってきた。

　初日の売り上げは及きゆう第だい点てん。最初に作った分は完売で、追加分も半分は売れた。

　追加の残り半分はあるけれど、クッキーも琥こ珀はく飴あめも糖とう蜜みつ豆まめも生ものではない。冬のこの時期ならば余よ裕ゆうで一週間はもつ。建国祭が終わるまでの期間ならばいつ販売してもまったく問題ない。

（もちろん、これは今日中に全部売ってしまいますけど）

「昨日はひやひやしたけど、終わりよければすべてよしってな。……お嬢フアラ、今日はどうするんだ？」

「もちろん、昨日の形でいきます」

「ってーと、袋ふくろ詰づめを屋台でやらせるんだな」

「全部ではありませんけど」

　剝むき出だしで売った方がいいのはわかっているけれど、パッケージの可か愛わいさはやっぱり捨てられなかった。

　だから、商品の一部を屋台で包装することにした。具体的には紙かみ袋ぶくろ包装タイプのクッキーと糖蜜豆の一部だけ。

　屋台のスペースは限られているから全部の包装をするのは無理だけど、一部といえどここで詰つめていると中を見ることができるから安心して買う人がいるのもよくわかった。

　あと、紙袋タイプの大おお袋ぶくろは一袋で五十ディーだけど、キャンディタイプの小分けのものは三つで五十ディーで売っている。量としては大袋のほうが多く入っているのに、キャンディタイプのものの方が意外によく売れた。

（ちょっとずついろんな味を試してみたいんだよね。うん。それ、よくわかるから！）

「あ、袋詰めをこっちでするやつも、絶対にレラに祝福をいただいてから運んできてね」

「レラからもらう祝福がそんなに大事か？」

　面倒じゃねえか、との言葉が言外に滲にじむ。

　ラグは聖堂付きの孤こ児じ院いんで暮らしているのに、どうやら母女神を信じていないらしいことが何となくわかった。

「大事です。……前にも言いましたよね。これのレシピはいずれ聖堂に寄進するから、類るい似じ品ひんは聖堂が取とり締しまってくれる。でも、それはすぐではありません。違うレシピだって言って似た物を売り出された時、祝福をいただいていることが差別化になるんです」

「差別化……」

「味には自信があります。一度食べてもらえばお客様にもっと食べたいと思ってもらえます……好みがあるから全員ではないでしょうけど。……同じ材料を使って作れば、類似品であってもたぶん見た目でそれほど差は出ません。でも、祝福をいただいていれば教会のシルシがもらえる。リボンか蠟ろう引びきの紙にもらえればそれだけで証明されます」

　真ま似ねしたレシピで一ひと儲もうけを企たくらむ者達といえど、教会印の偽ぎ造ぞうまではできないだろう。

「お嬢、いろいろ考えているんだな」

「……孤児院に定期的な現金収入があれば、皆みながもう少し楽に暮らせると思いました」

「え？」

「孤児院は決して裕福とは言えません。なのに、事情も詮せん索さくせずに私を置いてくれたこと、とても感謝しています。あなたもルファも貴族なんか嫌きらいなのに、私には決して当たろうとしなかった。むしろ、とても親切にしてくれたでしょう」

　そのお礼です、ありがとう。と告げた。

「……いや、あんたなんでそれを知って……いや、だって、お嬢は貴族だけど、俺の嫌いな貴族とは違うから……」

　ラグは一いつ瞬しゆんぽかんとした表情をして、それから、照てれ隠かくしのように早口になった。

「そう思ってくださってありがとう」

　私は笑えみを浮うかべる。

　ラグはどこか困こん惑わくしたような表情でがりがりと頭をかいた。

「……あんたにゃ、かなわねーよ」

「何がですか？」

「そんなみすぼらしいかっこしてても、貴族のお姫さんだってわかる。なのに、俺らに本気で礼を言う。……本当はすぐにでも帰りたかったんだろうに、俺らにつきあってこんなとこで菓子売りの屋台なんかやってる……ほんと、びっくりだ」

「結構、似合ってますでしょう？」

　目立つ髪かみはきっちりと編あみ込こんで三さん角かく巾きんの下に隠かくした。そして今着ているのはきわめて簡素なエプロンドレスだ。

　貴族と違って、一いつ般ぱん庶しよ民みんには複雑なドレスコードはない。スカートの長さは大人であってもそれほど長くないし、髪をあげれば既き婚こん者しやで、垂らしていれば未み婚こんと判断されるくらい。もちろん、それも絶対的なルールではない。

（……私は既婚者だから、編み上げていてもいいんです）

「おう。……なあ、お嬢」

　ラグの瞳ひとみが、何かいたずらでもしかけるような愉快そうな色を浮かべる。

「なんですか？」

「……知ってるか、うちの屋台にゃ、看板娘がいるって噂うわさがたってるんだぜ」

「看板娘ですか？」

　私は小さく首を傾かしげた。

「そっ。他ひ人と事ごとの顔をしてるけど、あんたのことだからな、お嬢」

「はぁぁぁぁ？」

　そんな私のちょっと間ま抜ぬけな顔に、ラグだけじゃなくて近くにいた子達もみんな笑った。
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「いらっしゃいませ」

　近くを歩いている人がいたら、すかさず声をかける。

　それだけで、人の意識はこちらに向く。

　目が合ったらにっこりと笑顔を向けて、話しかける。

「これから聖堂におでかけですか？」

「あ、ああ、うん」

　一言でも返答したら、もうこっちのものだ。

「よければ、ご試食どうぞ。母女神の祝福をいただいている品なんです」

　私の隣となりで待ち受けていたジャーロが、すかさずクッキーを差し出す。

「ありがとう」

　ここでのポイントは、母女神の祝福をいただいている品ということをちゃんと耳に入れておくこと。

　ここで買ってくれてもいいのだけれど、私達が想定している落としどころがここではないので、そそくさと試食だけ口にいれて去っていこうという相手を無理に追うことはない。

「どうぞ、お帰りにもお立ち寄りくださいね」

（勝負は帰りなんです）

　行きにできるだけ多くの人に食べてもらうのは、罠わななのだ。

（食べてもらえればそのおいしさはわかってもらえる）

　行きに試食しておいしいと思った人は、その場で買わないまでも、帰りにもう一度試食して帰ろうと思うはずだ。

（それはもう半分くらい買っていこうって思ってるようなものなんです）

　聖堂からの帰り道、最初に出会う試食係はクッキーを持っていない。

「いらっしゃいませ。おひとつどうぞ」

　差し出すのは糖蜜豆をトングでひとつまみ。だいたいフィグ三粒くらい。

「えっと、クッキーは……」

「ホロホロクッキーは奥で販売しております。お買い上げ、ありがとうございます」

　子供にそんな風に言われたら、だいたいの大人は大袋の一つか小分けの三個セットくらいは買ってくれる。小分けの三個セットなら、自分の分も確保しつつ、お土産みやげにもできる。

　こんな風に言われても試食しかしないのなら、それはお客様ではないので追いかける必要はない。

　私たちは押し売りをしたいわけではないし、他にもお客様はたくさんいる。

「ありがとうございます。ホロホロクッキー二個で百ディーです」

　商品を渡してお金を受け取るのは少し年長の子供達の仕事だ。そして、品物を渡した後、クッキーの籠かごをもった試食係がお見送りをする。

「良ければ、最後におひとつどうぞ」

　買った人には試食はいらないって意見もあったけど、昨日は買った後で試食をした人のうち、何人かが午後に他の人を連れてきたり、もう一度買いに来たりしていたので、ケチらずにあげようということになった。

　試食は最初は手渡しだったのだけど、手渡しに顔を顰しかめるお客様が何人かいたから、ルファに何かないか聞いたら竹のトングを教えてくれた。使い勝手が悪くないことを試してから、試食係は全員トングでお渡しをするようになった。

　気付いたらすぐに改善していくのが子供達の良いところだ。

「……あー、お嬢、そういや今日の夕方になったらしいぜ」

「え？　何がですか？」

「聖堂に大だい司し教きよう猊げい下かが来る時間だよ」

「夕方！　……夕方ってどのくらいの時間ですか？」

　夜までやっている屋台もあるけれど、孤児院のこの屋台は陽が落ちてきたら終わりだ。

「まだ大丈夫だから。それに大司教猊下が来るときは、絶対にこの道を通るから」

「それから、お嬢にいい知らせだよ」

　追加発注分を持ってきたルファが教えてくれる。

「聖堂の司教様から、お土産用として売っているお菓か子しを二十ずつ用意しろって」

「何時までに？」

「四時までにチビ達から聖堂に届けさせろってさ」

「え？　なんで小さい子達に？」

「チビ達の健けな気げな姿を見せて、大司教様から孤児院の資金を引き出そうってハラだろ」

　あのおっさんの考えそうなことだよ、とラグが肩を竦すくめる。

「……もしかして、搾さく取しゆされていたりするのですか？」

「あー、搾取されるほどのものもないんだよ、ウチの孤児院」

「この屋台の売り上げの四割を聖堂におさめるのは昔からの決まり事で、それ自体は搾取でも何でもないですからね」

「あのおっさんがなかなかのヤリ手ってだけ。……じゃなきゃ、王都に四つしかない救貧院付きの聖堂に赴ふ任にんしてこないって」

「そうなの？」

「そうだよ。俺らにも別にフツーだし」

「普通……」

　彼らの言う普通の意味が私にはよくわからない。

「子供だからって甘あまやかしちゃくんねーけど、勉強したいって言えばちゃんと学校も通わせてくれる……いい人って手放しで言う気にはならねーけど、まあ、マシな大人だな」

「……そうですか」

　あまり安心できる説明ではないが、本人達が納なつ得とくしているから大だい丈じよう夫ぶなのだろう。

「お嬢のことは内ない緒しよにしといたんだ。おっさんにバレたら、こっそりお屋や敷しきに戻るとかぜってー無理だからな」

「貴族のお嬢様を拾ったなんてわかったら司教様が大おお騒さわぎするってわかっていましたから。あの時はまだお嬢の事情とか知らなかったけど、何かワケアリだとは思ってたので」

「お気き遣づかいありがとう」

　心の底からそう思う。

　無事に戻れたあとに謝礼を払はらうことは造作のないことだった。殿でん下かはそういうことでケチる方ではない。

　でも私はここにはいないことになっている以上、騒さわぎ立たてられるのは困るのだ。

（下へ手たに騒ぎ立てたら、騒さわいだ人の身が心配です）

　だから、二人の気遣いはとっても有あり難がたい。

「お茶菓子のご用命はありましたか？」

「今のところはありませんね。お茶菓子は予定通りの品を使うんじゃないんですか？」

（……お土産を食べてからでは遅いんですよね）

「では、届けに行く小さな子達を私が引いん率そつしてもよいですか？」

「いいぜ」

（そこで気付いてもらえればいいんですけど……）

　街で話題になっているお菓子だったら、シオン猊下は絶対に食べたがる。ううん、たぶん、ありとあらゆる手……自分の世話係や秘書を使って絶対に手に入れるに違いない。

　そして、シオン猊下にとって私の作るお菓子は特別らしい。

　本人にはっきりと確認したことはないのだけれど、リリアの言動の端はし々ばしから考えると、たぶん、クッキー一籠あげたら大たい概がいのお願いを聞いてくれるレベルだ。

　だから、お茶菓子としてホロホロクッキーや糖蜜豆や琥珀飴を食べてもらえれば、シオン猊下ならすぐに私だと気付くと思った。そうしたら会いに来てくれるだろうと。

　けれど、その場で食べないとなるといつ私に気付くかわからない。

（まあ、元々、行きあたりばったりの大おお雑ざつ把ぱすぎる作戦なんだけどね）

　でも、考えた時はそれしか道がないような気がしていたし、ものすごくいいアイデアのように思えていた。

　自分の作ったお菓子を食べてもらい、シオン猊下に気付いてもらってコンタクトをとる……言葉にするとすごく簡単そうだけど、こうしてその局きよく面めんに立たされてみるとあまりにも偶然の要素が強すぎてダメダメである。

　そもそもシオン猊下の味覚に頼りすぎじゃない!?

（……もしかして、私、ものすごいバカな子じゃなかろうか……）

　作戦、とか言っていたけれど、これを作戦と言ったら、ナディル殿下には縊くびり殺されそうな気がする。

（……フィルがいつも殺されそうになっている理由がわかった気がする）

　とりあえず、フィル＝リンと違って巻き込むのは自分だけの私は自じ業ごう自じ得とくになるだけなので大丈夫。

「……お嬢？　大丈夫か？」

「ええ。大丈夫です」

　終わりよければすべてよし、というありがたーいお言葉もある。

　最終的に私が戻れればそれで万事解決だろう。

（めでたしめでたしで終わらせてみせます！）

　私はきゅっと拳こぶしを握にぎり締しめて言った。

「……とりあえず、売りましょう」

「え？」

「来るの夕方なんですよ。それまでにこれ、ぜーんぶ売り切りましょう」

「え？　なんで？」

「俺ら関係なくない？」

「不ふ測そくの事態に備えておきたいんです」

「不測の事態って？」

「わかりませんけど、わからないから不測の事態なんですよ」

「まあ、いいけど……」

「売りきることには異存はねえ」

　二人の言葉に、私は当然ですという顔でうなづいた。





[image: ]






「……やっぱり、出てきましたね、真似っこ」

　昼近くになって少しだけ人波が切れると、周囲の状況がよく見えるようになった。

　そうすると、あっちこっちに砂糖豆やら豆飴という看板が出ている。

　看板をよく見ようと道の半ばまで足を進めたところで……。

「引っ込んでろ、捨て子」

　小さな罵ば声せいが響いた。

　私はそれを聞かなかったことにする。まともにとりあうだけ馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

「朝からチラホラ出てたんだけどな」

「こんなに増えるとはねぇ」

　この屋台がすごく売れているのを見て、商売替えをした屋台が出たのだという。

「店もちの屋台はそんなことしないけど、屋台商人は売れれば正義だからさ」

「作るのはあまり難しくないしね」

　ホロホロクッキーはともかく糖蜜豆と琥珀飴は、お料理をする人間ならば見ればだいたいの作り方もわかるくらいシンプルなお菓子だ。

（でも、完かん璧ぺきにコピーできるかっていうと、それは別の話なんですよね）

　孤児院の子供達だけで作れるくらい難しくない品だけど、それはレシピをしっかりと決めてあるからだ。

　子供達は目分量で作ったりしない。

　この量の小麦粉にはこの量の潰したフェグをいれるのだと教えれば、きっちりその通りにする。手順をおろそかにしないし、母女神への捧ささげものなのだからと真しん剣けんだ。

（そういうのってちゃんと味に出るんですよね）

　わりといい加減に作っても似たようなものはできる。

（でも、こういうのはね、オリジナルが一番なんですよ）

　こちらはきっちりと定められたレシピで作っている。どれだけ作っても、いつも同じ味を提供できるというのは強みだ。

（こういう一時的な屋台ならいい加減でもいいのかもしれませんが）

　全品五十ディーという強気の値段設定が付け入る隙すきだと思われているらしく、看板には四十八ディーとか四十五ディーという文字が躍おどっている。

（原材料費がかなり圧あつ迫ぱくしてると思うんですよね……）

　孤児院では、お菓子づくりのうえで最も高価な材料である砂糖もフィグの実も無料で、人件費も無料だ。だからこの値段でも充分な利益が出ている。

「……で、どうすんの？　お嬢」

「別にどうもしませんよ。別に彼らが悪いことをしているわけではありませんから」

　これで、こちらの販売の妨ぼう害がいをしてきたり、自分達が元がん祖そだとか本家だとか言い出して何かしてくると言うのなら話は別だけれど、今のまま紛まぎらわしい看板を出している程度で咎とがめるのはちょっとどうかと思う。

（えーと、専せん守しゆ防衛というかそういう感じかな）

　あちらが手出しをしてこないのだから、こちらから仕し掛かける必要はない。

「安売り競争にのる必要もありません。五十ディーでも充分安いと思っていますから」

「いや、でも、何か気に入らないっていうか……」

「仕方ありません。真似をされるのは最さい先せん端たんを行く者の宿命ですから」

「そういうものですか？」

「ええ。そういうものなんです」

　ルファはふーんと納得したようなしないような顔で小さくうなづいた。

「……そういえば、お嬢、もうすぐ砂糖がなくなります」

「え、あんなにあったのに？」

「そうなんです。……砂糖だけじゃなくて、小麦粉とか薪まきとか炭とかもなくなりそうなんですよね」

「それはすごい」

　パチパチと手を叩たたく。

「いつもだったら売る花がなくなったら、レラの心こころ尽づくしの小こ遣づかいを握り締めて、建国祭を楽しむんだけど……」

　今年はその限りではないそうだ。

「……受験代には足りましたか？」

　そっと声をひそめて聞いた。売り上げを管理しているのはラグとルファだ。私は売るだけでそのあたりには全然タッチしていない。

「ああ、うん。去年までに貯ためていた分もあるから、たぶん何とかなるっぽいんだけど」

「できれば、もうちっと余裕をもっておきたい」

　つまり、まだ売りたいってことですね。

「建国祭当日までは売り続けた方がいいと思います。今後の為も含ふくめて」

「じゃあ、手分けして材料を買って……」

「待ってください。……今の時期、何を買っても高いですよね？　まあ、高い小麦粉や薪や炭を買って、それで作っても多少の利益は出ると思いますけど、問題は砂糖なんです」

「「砂糖？？？」」

　ラグとルファが声をそろって同じ方向に首を傾げた。

「今の時期、高い砂糖を買って作るのは決してオススメしません」

「いや、砂糖は買わない。砂糖が必要になったときは、聖堂に頼むんだ」

　聖堂には、いつも大量の備び蓄ちくがあるという。

「ならば、薪も炭も……可能なら小麦粉も聖堂の備蓄を融ゆう通づうしてもらえるよう交こう渉しようしてください。……建国祭が終われば、品物の値段も下がりますから」

「そうだな。十日後に同量を返すっていえば、貸してくれるか……」

「もしくは、材料を提供してもらう代わりに売り上げの六割を渡す、とか」

「え、それってこっちの損にならない？」

「損ではないと思いますよ。だって、こちらの経費は包装紙とリボンと人件費です。実質、包装紙とリボン代だけでいいんですから」

　リボンはまだまだ在庫がある。薄うすい蠟ろう引びきの紙は何度も買い足しているけれどこういうものはどの時期でもあまり値段の上下はない。

「それと、記録はちゃんととっておいてくださいね」

「何の記録だよ」

「一日ごとに、どれを何個売ったか、試食に使った数、作った数、作るために使った材料の量もわかればなおいいですね。もちろん、仕入れに使ったお金も全部記録しておいてください」

「それはジャーロがやってる」

（ジャーロもそうですが、ここの孤児院は貴族の子供らしい子が特に多い気がします）

　ジャーロとフィー、それから、あんまりお話はしていないけどエディとか……。

　発音とか言いまわしとか、あとカトラリーの使い方なんかで、違いがわかる。

　捨てられた子なのか、あるいは、愛人の子供なのか、それ以外の理由があるのか……それぞれにいろいろ事情があるようで気になるけれど、好こう奇き心しんで問うて良いことではないので聞かないことにする。

「売れた数くらいは僕もわかってるけど、試食に使った数とかは何に使うの？」

「厳げん密みつにいえば、試食に使った数＝商品にできなくてハネた数ではないですけれど、どれだけの量を作ったらどれだけ商品にできないものができるか、というのがだいたいわかりますね。あとは、試食の量からだいたいの人数を割り出して、何人に食べてもらったら、何人くらい購こう入にゆうしてくれるかもわかります。こういう記録からいろいろなことが読み取れるそうなんですよ」

　予算管理と統とう計けいですね。こういうの、殿下が大好きなんですよ。数字を見てそこからあれこれ読み取ったりするのが得意で、暇ひまさえあればいろいろな統計に目を通しています。

　趣味と実じつ益えきを兼かねているというか……そういう知識が殿下の政まつりごとの下支えになっているのだと思うので、私はそういう時は絶対に邪じや魔ましないようにしてるのです。

「へえ……」

「ちゃんと記録しておけば、来年、どのくらいの量が必要でどのくらい買わなければいけないのかがだいたい予測できるんですよ。そうしたら、期限を考えながら材料が安い時に大量購入することも可能です」

「すごいんだな」

「ええ。……そういう記録の蓄ちく積せきが大切な財産なのだそうです。だから、ちゃんととっておいてください」

　きっとここの記録を殿下は取り寄せるに違いない。そうしたら、分ぶん析せきをいろいろ聞いてみたい。




「お嬢っ、小麦粉終わっちゃったって連れん絡らく来たよ」

　ジャーロが少し慌あわてたような顔で告げにきた。

「……だそうですよ。どうします？　ラグ、ルファ」

　この先も続けるかどうかは二人次し第だいだ。

　真顔になったラグとルファはすばやく視線を走らせ、台上の在庫を確認した。

（今、聖堂にある分を合わせても、今日一日もつかもたないか、というところでしょうか）

「お嬢、ちょっと、ここ抜ぬけてもいいか？」

「……二人とも、ですか？」

「うん。ごめんね。……司教様や助じよ祭さい様といろいろ交渉しなきゃいけないから……」

「……わかりました。でも、大司教猊下の馬車が通ったらその段階で私も抜けますから、それは承しよう知ちしておいてください。もしかしたら、そのまま帰る事になるかもしれません」

「わかってる。なるべくその前までには戻るから」

　どうやら二人は販売続行を決めたらしい。

「いってらっしゃい。がんばってね」

「おう」

「いってきます」

　二人に手を振って、見送りながら気付いた。

（……私、殿下に『いってらっしゃい』とか言ったことありませんね）

　それは一応、一つ屋根の下に常に一緒に居るということになっているからだ。

（広すぎて一緒に暮らしている感がすごく薄いですし……）

　王おう太たい子し妃ひ宮ぐうにいたときは建物が違ったけれど、物理的な距きよ離り自体は同じ建物に住んでいる今よりも近かった。

（あと、ナディルさまはいつも私が知らないうちに外出していたりするせいもありますね）

　だから、『いってらっしゃい』も『おかえりなさい』も言ったことがないのだ。

（だから何だというわけではありませんけれど……少しだけ淋さみしいような気がします）

　二人の後ろ姿に、殿下の後ろ姿が重なる。

　会いたいと思う自分の心がそんな幻まぼろしを見せるのだとわかっていた。

（ちょっと重じゆう症しようかもしれません）

　離はなれてみて改めてわかった事実に、私は小さく笑った。
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　建国祭を控ひかえ、街の中はどこかソワソワとしたくすぐったい空気に包まれている。

　期待にも似た何か……それは、密ひそやかに場を満たしていく。

　時々、どこか遠くで気の早い者の、国王陛へい下かばんざーいの声が聞こえていた。

（……皆が殿下の即そく位いを待ち望んでいるみたいです）

　そう思うと不思議と頰ほおが緩ゆるんだ。

（……こうして街の中を見ているだけでちょっと楽しい）

　でも、殿下と一緒だったらきっともっと楽しめたのに、と思う。

（まあ、ナディルさまとご一緒だったら、今ここにはいないんですけどね！）

　ナディル殿下が道に迷うことなど万に一つもありえない気がする。

「……お嬢、ちょっといい……？」

「何ですか？」

　ちょうどお昼の時間のせいかお客様の姿はまばらで、このあたりの屋台は私達の屋台も含めて、閑かん古こ鳥どりが鳴いていた。

「何か、あっちの屋台で大安売りを始めたんだよ。それで、こっちにお客が全然流れて来なくなってて……」

　ジャーロが大通りの向こう側を目線で示す。

「別に気にする必要ないですよ。あちらはあちら、うちはうちです」

「でも……」

「……材料の関係もあるので、ちょっとペースを落とすくらいでいいと思いますけど、不安ですか？」

「不安って言うか……何か口く惜やしいかなって」

「口惜しい？」

「うん。……あのさ、もしかしたらもう聞いてるかもしれないけど……俺も含めて、孤児院にいる人間は、皆、捨てられた子供なんだ」

　私は知ってるよ、の意味でちょっとうなづく。

「僕らにはお嬢と違って帰る場所がない。孤児院しかないんだ。……それでね、捨てられたってことはさ、選んでもらえなかったってことなんだ」

「選んでもらえなかった？」

「そう。理由が何なのかは知らないけれど、自分より大切な何かの為に僕達は捨てられたんだよ。……一番になれなかったってことなんだ」

「一番……」

　ここで順位なんてどうでもいいと口にするのは簡単だけど、それだけは言ったらダメな気がした。

「だからなのかな？　うちのほうが絶対美お味いしいのに、選んでもらえないことが口惜しい。あっちはただの真似で、全然違うのに」

「……うん」

「見た目だけで、中身は全然違うのに」

「……そうですね」

「なんで選ばれないのかって腹立たしさを通り越して、悲しくなる」

（それはもうお菓子じゃなくて、自分のことですよね……）

「……あのね、ジャーロ」

「うん」

「お菓子と自分を重ねるのはやめましょう。ジャーロは真ま面じ目めにそう思っているのかもしれないけれど、ちょっと笑ってしまいそうになるから」

「ひどいな、お嬢。僕は真剣なのに……」

「あのね、捨てられたことはもうどうにもならないんです、ジャーロ」

　私ははっきりと告げた。────ジャーロが目を見開いているのがよく見える。

　それから、一呼吸して続けた。

「だってそれはもう過去のことで、終わってしまったことだから」

「……まだ、終わってない」

「いいえ。終わったことなんです。……あなたの心の中でどんなに苦しくても、どんなに認め難がたくとも、それはもう昔のことなんです」

　私もね、親に捨てられた子供なんです、と小さな声で告げた。

「え？」

「捨てられた過去は、変えようがないんです。……だから、私はそのことを忘れることにしました」

　というよりは、実際に忘れてしまったんですけどね。

「忘れる……」

「ええ。……忘れて、今は新しい環かん境きようで新しい生活をしています。そして、自分で新しい家族を作りました」

　私のただ一人の家族は殿下で、殿下の家族は私だ。

　私はそれでいい。

「……僕は……」

「いつまでも選ばれるのを待つだけじゃなくて、あなたは、自分が選ぶ方になることを考えるべきだと思います」

　そうじゃないといつまでたっても縛しばられ続けますから。

「そういうの、もったいないと思うので」

「…………」

　ジャーロにだってとっくにわかっているのだろう。

　ずっと、認められなかっただけで。

「……見ててください」

「え？」

「あの人達にこちらのクッキーを買ってもらいましょう」

「え？　何する気？」

「ただの呼び込みですよ」

　私はにっこりと笑った。

　自信なんてない。でも、本当に私が看板娘だというのなら、それくらいできるはずだ。







（食べ物を売るときに一番効果があるのは現物だ）

　つまり、試食が一番だと思う。

（異い論ろんは認める。……でも、『おいしい』が一番最強だから、こうやっておすすめし続ける以上の良作はないんですよね）

「……いらっしゃいませ、おひとつどうぞ」

　安売りの屋台の方へ足を向けようとしている人達の中に入って、試食をすすめる。

　口にしてにっこり笑顔になる子供とおじいちゃん。ちょっと強こわ面もてのお兄さんはもっとよこせと何度も手を出し、それだけじゃ足りないと屋台に来て、たくさん買ってくれた。

　食べてもらえればおいしさはわかってもらえる。

　でも、食べてくれない人だってもちろんいる。

　いらない、と安売りの屋台のほうに行ってしまう人もいる。

「おひとつどうぞ」

　そういう人達をあまり気にせずに、にこやかな笑顔でおすすめし続ける。

「五十ディーはちょっと高いんじゃない？　あっちは三十八ディーで売ってるよ」

「質が違いますから。……食べ比べていただければわかると思います」

　食べ比べて、それでもあちらを選ぶのならそれはもう仕方がない。その人の好みがあちらだったというだけだから。

「よろしければ、どうぞ。こちらの糖蜜豆もおすすめですよ。……今が旬しゆんのフェグの実をあまーい砂糖の衣ころもで包みました。パリパリサクサク食べていただけます」

　籠が空からになって、試食におすすめするものがなくなったところで、ようやく私は屋台を振り向いた。

　屋台では、押しよせるお客様をジャーロともう一人が必死に対応している。

　看板娘の面めん目もく躍やく如じよですね！　なーんて自じ画が自じ賛さんしながら、私も戻って屋台を手伝おうとしたときだった。

　腕うでを摑つかまれて引っ張られた。

（……え？　……）

　見知らぬ男が私を見ていた。ギラギラしたその眼まな差ざしはどこか虚うつろな熱を感じさせる。

「離してください」

　少し高こう揚ようしていた気分が一気に冷めた。

　腕を解こうとしたら無理やり抱き込まれ、悲鳴をあげないようにと口元を押さえられる。

（……嫌っ）

　思いっきりその足のつま先を踏ふみにじった。

　口元にあてられた手が緩んだ隙に思いっきり嚙かみ付いた。

「いってえ！」

「変態っ！　痴ち漢かん！　誘ゆう拐かい犯はんーっ！！！！！」

　声の限りに絶ぜつ叫きようする。

「お嬢っ」

「黙だまれ。静かにしろっ」

「いや────っ」

　ここで黙っていたら誘拐されてしまう。逃げようとしても、圧あつ倒とう的てきな体格差と力の差が、私を自由にしてくれない。

　けれど、これだけの騒ぎになっているのに、私を助けようとしてくれる人はいなかった。

（……私を、孤児院の子供だと思っているから？）

　どうしようか迷っている人はいる。でも、目を逸そらす人や、見なかったことにして通り過ぎていく人も同じくらいいる。

　そして、積極的に助ける気はないけれど無視もできないというやじ馬が私達の周囲をとりまいていた。

「お嬢！　お嬢！　ちくしょう、離せ！」

「捨て子は捨て子らしく聖堂の隅すみっこでおとなしくしてればいいんだよ。俺達の商売の邪魔をするな！」

「邪魔なんかしていません。当たり前の競争だわ」

　商売だっていうのなら、普通に競きそえばいい。自由競争こそが、商売の基本原理だ。

「……おまえさえ、いなければ」

　憎にく々にくしげに男が私を睨にらみつける。

　まるで私の腕を握にぎりつぶそうかとでもいうようにぐっとその手に力が込められた。

「いた……」

（痕あとになるかも……）

「看板娘だか何だか知らねえが、その可か愛わいい顔が見られなくなれば、看板だなんて言っていられなくなるよなぁ」

　暴力に慣れた男は嗤わらう。

（……ナディルさま！）

　助けて！　と祈いのる代わりに、私は心の中で、まるで呪じゆ文もんのようにその名を唱となえた。

（……ナディルさま！　ナディルさま！　ナディルさま!!）

　高く振り上げられた拳……殴なぐられる、と思った。

　だから、とっさに顔をそむけて目をつむった。

「ナディルさま！」

　必死になるあまり心の中の声がもれた。

　その瞬間ごきっという鈍にぶい音が間近でして、私を捕つかまえていた手が緩む。

（……え？　……）

　おそるおそる目を開いた。

（……眩まぶしい……）

　真昼の太陽の光が目に当たり、手で日よけをつくりながら瞼を細める。

「うわあああああああああああっ」

　男が悲鳴のような雄お叫たけびをあげて地面に転がっていた。腕がおかしな形をしている。

「いってえええええっ。腕が……腕が……」

　何が起こったのか、と思って顔をあげた。

（……あ……）

　目を大きく見開いた。そして、マジマジと見つめる。

　男は尚なおも足元で七しつ転てん八ばつ倒とうしていた。

　なのに、私は男を警けい戒かいするよりも、ただただ呆ぼう然ぜんと目の前の人を見ている。

　ぱちくりと何度もまばたきを繰くり返かえして、目を凝こらす────見み間ま違ちがいではなかった。

（……なんで……？）

「ナ……」

　ナディルさま、と紡つむごうとした私の唇くちびるに、殿下はそっと自分の人差し指をあてた。
















　だまっていなさい、と唇だけで告げる。

　私はこく、とおとなしく首を縦に振った。

（どうして、こんなところにナディルさまが……）

　そして、ナディル殿下は当たり前のように私をそっと抱き上げた。

　私があわてて腕から降りようとしたら、ダメだ、と一言言って、抱き上げた腕にさらに力を込めた。

「でも……」

　もう成人するのだからいつまでも子供のように抱き上げられて移動するのはナシだと決めたのに。

「お嬢っ」

　私に近づくのを止められていたジャーロが真っ青な顔色で駆け付ける。

「ジャーロ……」

「あ、あの、お嬢を助けてくれてありがとうございます」

「そなたに礼を言われる筋合いはない」

　殿下は不ふ機き嫌げんな表情で言った。

「え？」

「ジャーロ、あのね、お迎えなの」

「え？」

「……本当に？」

「うん。……重くないですか？」

　ジャーロにうなづいて、それから私は殿下に向き直って問うた。

「ああ。まったく。……前にも言ったな。君は羽のように軽い」

　そんなわけないじゃないですか！　でも確かに今の私は平均より軽いわけで……。

「……これでも、成長期なんですよ」

　背だって少しずつ伸びているし、だんだんと身体がやわらかなまろみを持ってきている……肉がついてきている自覚があるのだ。

「問題ない」

　たいして面白くもなさそうに殿下は言った。

「てめえ、よくも……」

　己おのれの腕を無事な方の手でかばうようにして、私を殴ろうとした男は私達の前に立った。

「どけ。目め障ざわりだ」

「……貴様、訴うつたえてやる」

「訴える？」

　男の言葉に殿下は嘲あざけるように嗤わらった。

「誰だれに訴えるのだ？　何の罪つみもない子供に暴力を振るおうとした輩やからが、なんと言って訴えるのだ？」

　殿下は心底不思議そうに言った。

　別に揶や揄ゆするつもりはなかったのだろうが、殿下にしてみれば心の底から疑問に思えたのだろう。

　私は殿下の腕に抱き上げられ、そっとなだめるように何度も背をなでられて、やっと安心することができた。

（……やだ、涙が……）

　ポロリと涙が一粒こぼれる。

　泣き顔を見られたくなくて、ぎゅうううっと殿下の首に抱きついた。

　殿下は何も言わずに抱きしめる腕に力をこめてくれる。

（……もう、大丈夫だ……）

　どんなにピンチでも、どんなに怖くても、この腕の中にいさえすれば大丈夫なのだ。

　身体がカタカタと小刻みに震ふるえていた。今頃、恐おそろしさがこみあげてきた。

「教えてやろう。……ダーディニアには、子供に暴力をふるおうとした人間を守るような法はない」

　そして私以外には聞こえないくらいの小さな声で『ルティアを傷つけるなど万ばん死しに値あたいする』とつぶやいた。そんな風に思ってくださる気持ちが嬉うれしかった。




「何をやっているんです？」




　穏おだやかな声が響ひびいた。

（……あ……）

　シオン猊下だった。

「これは、何事です」

　何重にも取り囲んでいた人ひと垣がきが割れて、金糸銀糸が眩まばゆく輝かがやくきらきらしい聖せい衣い姿の大司教猊下が姿をあらわした。

「大司教猊下」

「大司教様」

「シオン猊下」

　口々にその名を呼んで、周囲の人々がざっと膝ひざをついた。

「だ、大司教猊下、この男がっ、いきなり私に殴りかかりまして」

　私を殴ろうとした男はシオン猊下の慈じ悲ひに縋すがろうとナディル様を訴える。

「おまえが何者かは知りませんが、その男は私の護ご衛えいです」

　シオン猊下は表情を変えずに言った。

　私が殿下を見ると、殿下はその通りだというように小さくうなづいた。

　たぶん、猊下の護衛ということにしてむりやり外に出てきたのだろう。

　周囲の人々が、あれがセファリス・レムスだよ、なんて口々に言っている。

（違います。ナディルさまは、ナディルさまなんです！）

「えっ」

　猊下に訴えようとした男は、猊下の護衛と聞いた途と端たんに言葉を失った。

「……君」

　シオン猊下はジャーロに視線を向けた。

「え、俺？」

「ああ。……名前は、何と？」

「……ジャーロ」

「よし。……では、ジャーロ、彼女は私が連れていく。……おまえ達、この男を捕とらえなさい」

　それから、シオン猊下は背後の正式な護衛達に男を捕らえることを命じた。

「連れて行くって……そんな急に！　まだ、ちゃんとお礼も言えてないのに」

　皆だって挨あい拶さつくらいしたがるのに、とジャーロは困惑した顔を見せる。

「君達はやるべきことをやりなさい。彼女は戻るべきところに戻る」

「……ジャーロ、お礼なんていいの。ごめんなさい。私には時間がないの。こちらこそ、いろいろありがとう。……ラグとルファにもよろしく」

「ああ」

「それから、フィーやリナリーにも」

「ああ」

「ウェイやレラ・アデーレや他のみんなにも」

「わかった。任せて。……お嬢、本当に家の人なのか？」

「ええ」

　私は殿下にぎゅっと抱きついたままうなづいた。

「……さようなら、ジャーロ」

　またね、とは言わなかった。再び会うことを約束できるほど私達はお互いを知らなかった。

　そして、もし……もしも、何かの奇き跡せきの末に再び会えたのなら、その時は今とは比べものにならない距離でもって接することになるのがわかっていた。

「……さようなら、お嬢」

　最後に皆に会えなかったことと、最後まで屋台で売り切れなかったことだけが、心残りだった。
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　殿下は私を抱き上げたまま、聖堂に足を向けた。

　私を抱き上げていることなどものともせぬ早足だった。

　聖堂というのはどこも造りはよく似ていて、初めて入ったこの聖堂も、どこか既き視し感かんのある作りをしている。

　聖堂の祭さい壇だんの前に立った殿下は、やっと私を床ゆかにおろしてくれた。

「……ルティア」

　私を立たせ、目の前に膝をついた殿下は私の両手をとって見上げる。

「はい」

　私はまっすぐ殿下を見て、殿下もまた私をまっすぐと見つめた。

「……どこも怪け我がはないか？」

「……はい」

　うなづいて、それから、付け加えた。

「……ナディルさまが来てくれたからです。ありがとうございます」

「間に合って、良かった……」

　ほぉと息を吐はき出した。

「……ナディルさま」

「何だ」

「ナディルさま」

　本当にナディル殿下がここにいるのだと改めて理解した。

　目の奥が熱くて、どんな表情をしていいかわからなくなる。

　言葉ではうまく言いあらわせそうにもなくて、私はナディル殿下の首に再び抱きついた。

「……ルティア？」

　困惑したような声こわ音ね……でも、私の腕をふりほどくことなく、殿下はそっと私の背を撫なでた。

「ナディルさま……」

　まるで壊こわれたレコードみたいに、その名を繰り返し呼ぶ。

「ああ」

「ナディルさま……」

　怖かったこと、助けに来てくれて嬉しかったこと、それから、他にもいろいろ話したいことがあったけれど、結局ちゃんと紡つむげたのは殿下の名前だけ。

（ああ……でも、これだけは言っておきたい）

　私は身体を少し離して、そして、殿下の瞳ひとみをまっすぐに見て告げた。




「……ただいま帰りました、ナディルさま」




「おかえり、ルティア」




　向けられたかすかな笑みに、私もまた笑みを返した。
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